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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　ほうれん草のゴマ和あえをつかんだ一いち条じよう将まさ人との箸はしが、すい～っと口元に運ばれていく。

（……もうちょい……もうちょい……）

　将人は、まるっきりの寝ね起おきで、無ぶ精しようひげにパジャマ姿。

　まだ眠ねむいのか、いつもやる気なさそうに半開きな目が、さらにその半分ぐらいになっていた。

　その細めた目でニュース番組の画面をぼけっと眺ながめながら、ほうれん草を口に放り込むと、嚙かみしめるようにゆっくり咀そ嚼しやくする。

　その筋張った喉のどを、中なか津つ川がわ由よしは口いっぱいに頰ほお張ばったご飯をもぐもぐと咀嚼しながら、くるんと見開いた目でじいっと観察していた。

　やがて、将人の喉仏がゴクンと大きく上下する。

（やった、大成功！）

　由は、勝利の喜びにテーブルの下でぐっと拳こぶしを握にぎった。




　この春にリフォームしたばかりの真新しく広いダイニングで、十人掛がけの大きなテーブルに座っているのは、由と将人のふたりだけ。

　これが、今の由のいつもの朝の光景。

　三年前までは、小さな家の狭せまいキッチンで、両親と三人で朝食を摂とっていた。

　その両親を交通事故で同時に失い、ひとり残されてから、由はこの将人の家で寝起きするようになった。

　将人の家は、かつて由が両親と暮らしていた家の隣となりにある。

　由は、小さな頃から十歳以上年上のこのお隣のお兄さんが大好きで、その姿を見掛けるたびに遊んで欲しくてまとわりついていたものだ。

　将人は、そんな由に苦く笑しようしつつも、彼にとってはつまらないだろう子供の遊びにいつもつき合ってくれていた。

　そんな関係だったから、両親を失って途方に暮れていたときに差し伸のべられた将人の救いの手を、由は迷わずにつかんだ。

　冷たい親しん戚せきの元に行くより、将人の側そばにいたほうが、ずっと伸び伸びと楽しく暮らせるに違いないと思ったからだ。

　そして今、その予想は当たって、由はこの家で毎日楽しく暮らしている。

　由の後見人になってくれた将人は、ちょっと信じられないぐらいの偏へん食しよく家だった。

　彼の食生活の面めん倒どうをみている由としては、どうしても放ってはおけなくて、ここ数ヶ月せっせと将人の好き嫌きらいを無くすべく努力をし続けている。

　食べさせてみて気づいたことだが、将人の好き嫌いはその殆ほとんどが食わず嫌いだった。

　最初に口にしたとき、たぶんちょっとだけ嫌いやな感じがしたかなにかで、次からは口にしないようにしているだけ。本当の意味での好き嫌いとは違ちがうから、食材自体を吟ぎん味みしたり、調理法を変えるだけでも充じゆう分ぶんに矯きよう正せいは可能みたいだ。

　それでも、やっぱりどうしても嫌がるものも確かにある。

　ほうれん草がそのひとつで、ここ最近の由は、ほうれん草をスープにしたりお菓か子しに混ぜ込んだりして味や香かおりを誤ご魔ま化かしては、将人にせっせと食べさせていた。

　ただし、ほうれん草が入ってることを、ちゃんと本人にもわかるようにしておくのがコツだ。

　それを繰くり返すうちに、ほうれん草に対する抵てい抗こう感も薄うすれていって、ほうれん草そのものを口にする嫌けん悪お感がなくなるようにと目もく論ろんで……。

　かつて由も、母親からそんな風にされて苦手野菜を克こく服ふくさせられたことがあったのだ。

　それを思い出して試ためしてみたのだが、予想以上にうまくいった。

　最初にほうれん草を食べさせたときの将人は、一口食べた後、「食べられないこともないけどな。でも、今日は日が悪いからここまでにしとこう」などと意味不明の言い訳と共に、皿をズズッと除よけていたのだから……。

「なんだ由。ご機き嫌げんだな。今日は学校でなんかあるのか？」

　テレビ画面から食しよく卓たくに視線を戻もどした将人が、由の表情に気づいて聞いてくる。

「べっつに。いつもと一いつ緒しよ」

　ほうれん草のゴマ和えの皿に再び箸を伸ばそうとするのを横目で見つつ、由はにやけそうになる口元をキュッと意識して引き締しめた。

「あ、でも、今日は出席番号と同じ日にちだから、授業中に当たりやすいかもな」

「……それ、楽しみか？」

　不思議そうな顔をした将人に聞かれ、口いっぱいにご飯を突つっ込んだばかりだった由は、口を開くことができず、顔を横に振ふって答えた。

「だよなぁ。めんどくさいだけだし」

（面倒でもないけど……、でも、ちょっと嫌かな）

　答えられなくて口ごもったりはしないから、そういう意味では嫌じゃない。

　発言することで目立ってしまうのが嫌なのだ。

　特に、今は……。

（でも、将人さんに言うようなことじゃない）

　いろんなことを億おつ劫くうがって面倒くさがるくせに、妙みように心しん配ぱい性しようなところのある養い親に、余計な気き遣づかいをされたくはない。

「将人さんが授業中に発言してたなんて、なんか想像できないな。面倒くさがって寝ねたふりしてたんじゃないか」

　また一口、将人がほうれん草を飲み込んだのを確かく認にんしてから由が言うと、将人は「わざわざ起こされるのも面倒だし、眠くないときはちゃんと起きてたさ」と肩かたをすくめた。

「で、『わかりません』とごく簡潔に答えた」

「眠いときは寝てたわけな。──それ、ホントにわかんなかったのかよ？」

「どうだったかなぁ。十年以上前のことなんか、もうはっきり覚えてないなぁ」

　将人はわざとらしく惚とぼけながら、ほうれん草の最後の一口ぶんを口に運んだ。

（噓うそだ）

　面倒くさがりの将人のこと、答えを言うより、わかりませんと答えるほうが口を動かさなくていいから楽だとでも考えて、そう答えていたに違ちがいない。

　これが他ほかの人だったら覚えてなくても不思議じゃないと思えるが、将人に限ってそれはない。

　なにしろ将人は、一度目にしたものを瞬しゆん時じに記き憶おくできるという、とんでもない記憶力の持ち主なのだから……。

　本人は、丸暗記しか能が無いんだと自じ嘲ちよう気味な口くち振ぶりだが、周囲の人々に言わせると、それだけってわけじゃなかったらしい。

　記憶力にプラスして直感的な要領の良さがあるらしく、記憶した情報を無意識のうちに都合良く引き出しては利用する能力もあったとか……。

　実際の話、将人はさしたる苦労もせずに国内トップの大学を卒業しているのだ。

　記憶力が良いってだけでは無理だろう。

　懸けん命めいに努力して今の成績を維い持じしている由にとっては、とんでもなく羨うらやましい話だ。

　本人は認めたがらないものの、大学時代の将人は、周囲の人々からある種の天才だと認められていたようだ。

　だが、二十代も終しゆう盤ばんを迎むかえたいま現在、大学時代の後こう輩はいが経営している会社に縁えん故こ採用され、のんびりと営業なんかをやっている。

　その能力を持ってすれば、研究者なり大学教授なり、なにか特とく殊しゆな職業に就つくこともできていたはずだろうに、本人が「めんどくさい」と億劫がってそれを拒こばんだのだ。

　本人に好こう奇き心もやる気も無いのでは、周囲の人々だってお手上げだ。

　しかも、運が良いのか悪いのか、将人は大金持ちだった。

　早世した彼の両親が残した莫ばく大だいな遺産にプラスして、自身が出資した企き業ぎようからの配当金や不動産関連の収入等々、とんでもない額の財産を所有している。

　ただでさえやる気が無いのに、働かなくても食べていけるという環かん境きようなのだから、これはもうどうしようもない。

　そんな将人が、辛かろうじていま会社勤めをしているのは、養い子である由のためだった。

　良い大人おとなが家でだらだらしていたのでは悪い見本になってしまうと考えたらしく、それまでは自宅で小説を書いてのんびり自じ堕だ落らくに過ごしていた生活を改め、普ふ通つうのお父さん達のように外に働きに出ることにしたのだとか……。

（そっちのがよっぽど面倒くさそうなのにな）

　家でだらだらしているのを見ていても、同じようになるとは限らない。

　反面教師という言葉だってあるぐらいなのだから。

「──由、時間、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ん？　あ、やべっ」

　将人の食べっぷりに注意を払はらっていたぶん、自分のほうの食事のペースが遅おそくなってしまっていた。

　時計を見た由は、慌あわてて残りのご飯を口にかっこむと、バタバタと学校に行く準備をした。

「将人さん、スーツとシャツとネクタイはちゃんと手前に出してあるやつを着てって。あと、ネクタイはポケットじゃなくて、きっちり首に巻いてから出勤しろよな」

　制服のジャケットを羽織りながら、いつもとほぼ同じ注意を促うながすと、食後のお茶をのんびりと飲んでいた将人が「はいはい」と苦く笑しようする。

（ホントに、わかってんのか）

　自分でも毎朝同じことばかり言うのはくどいと思うが、言わないとちゃんとしてくれないんだから仕方がないのだ。

　上等なスーツにシャツ、ネクタイに靴くつで全身をビシッと決めても、本人のやる気の無さが表に出てしまうのか、将人は微び妙みようにだらけているように見える。

　将人が少しでも格好良く見えるよう、由はスーツもシャツもピシッとプレスして、その組み合わせにだって毎朝気を遣つかってるってのに、ちゃんと釘くぎを刺さしておかないと、将人はわざわざ地味な組み合わせを選んで着てしまうのだ。

　本人曰いわく、そのほうが落ち着くのだそうで……。

（せっかく上背もあって、スーツが似合う体格してんのにさ）

　高校生だというのにまだ身長が百五十センチ台しかない由から見れば、将人の百八十超ごえの長身は羨ましい限りだ。

　顔だって彫ほりが深いから、きちんとしてればトータルで渋しぶい男前に見えるだろうに、将人はきちんとしてくれない。

　いつも億劫そうに半開きな目と、やる気が無さそうにだらけた背中をしていて、せっかくの上等なスーツも宝の持ち腐ぐされ状態だ。

「あと、寝ね癖ぐせもちゃんとなおしてけよ」

「はいはい」

　軽い癖毛の硬かたそうな髪かみだって、真っ黒で艶つややかだから、きちんとセットすればかなり見み栄ばえが良いのだが、これも大たい抵ていは面めん倒どうくさがって適当に撫なでつけるだけ。

　やる気の無い返事を聞く限り、今日も期待はできそうにない。

「行ってらっしゃい。気をつけてな」

「うん。行ってきます！」

　心配してくれるときだけは、なぜかキリッとして聞こえる声に送られて、由は慌ただしく家を出る。

　門もん扉ぴを開けて道路へと足を踏ふみ出しかけ、ふと門扉の上に茶色がかった小さな青ガエルを見つけ、ヒョイッと指でつまみ上げた。

「悪いな。家うちの世帯主はおまえが苦手なんだ。引っ越こして」

　子供の頃ころに素す足あしで踏みつぶした感かん触しよくがトラウマになっているとかで、将人は極きよく端たんにカエルを嫌いやがるのだ。

　少し先の家の植え込みにそっとカエルを移動させると、由は急いで駅に向かった。







　将人の声をはじめて聞いたのは、たぶん由が幼よう稚ち園えんぐらいの頃。

「由、シーよ。静かにしててね」

　由にそう言って、なぜか柵さくの間から隣となりの家の庭に手を伸のばしていた母親は、なにやら酷ひどく怯おびえてビクビクと周囲を見回していた。普ふ段だんは見ないそんな母親の態度がなんだか酷く不安だった由は、彼女のスカートの裾すそをギュッとつかんでいた。

　そのとき、頭の上から「……なにしてるんです？」と言う、将人のあきれたような声が聞こえてきたのだ。

　あのときの母親の慌てぶりを、由は今でもはっきり覚えている。

　ごめんなさいっと叫さけんで、いきなり立ち上がり、あたふたと隣りん家かの一人息子むすこになにやら話しかけてはペコペコと頭を下げていた。

　当時高校生ぐらいだった将人はというと、なにやら苦笑しつつ頷うなずいていたように思う。

　以前、母親と一緒に近所を歩いているときに何度かすれ違って挨あい拶さつしたが、そのときの将人は仏ぶつ頂ちよう面づらのまま面倒くさそうに軽く頭を下げるだけで声をかけてはくれなかった。

　──あまり人の気配のしない大きな家で暮らしている、無愛想で怖こわそうなお兄さん。

　将人に対してそんな印象すら抱いていたのだが、目の前で苦笑しつつ母親と話す将人は、ちっとも怖い人には見えなかった。

　由はふたりの会話の内容を聞いていなかったものだから、将人がちっとも怒ってないのに、どうしてこんなに母親がビクビクしているのかが不思議でしょうがなかったぐらいだ。

（確か母さん、花はな泥どろ棒ぼうしかかってたんだよな）

　隣家の庭に咲さく変種のデージーがどうしても欲しくて、こっそり盗とろうとしていたのだと母親から聞いたのは、少し後になってから。

　そのときの由は、思いがけずお隣の広くて綺き麗れいな庭に招き入れてもらえてとても嬉うれしかったことと、母親が帰宅した父親に「お隣の息子さん、優やさしくていい人だったのよ」と熱心に話していたことだけを強く印象に留とどめていた。

　──優しくていい人。

　すっかりそう刷すり込まれ、それならば自分とも遊んでくれるに違いないと思い込んだ由は、翌日さっそく将人が学校から帰ってくるのを待ち伏ぶせして「お隣さん、あそぼっ！」と門のところで声をかけた。

「……いや、そんな無む邪じや気きにあそぼって言われてもなぁ」

　将人は立ち止まり、戸と惑まどったように顔をしかめた。

「とりあえず、俺はお隣さんじゃなく、将人だ」

　ほら言ってみな、と促されて、由は「将人」と繰くり返す。

「おまえ、確かお隣の、由だったっけ？」

「うんっ！」

「俺と遊ぶために、ずっとここで待ってたのか？」

「まあな」

「俺と遊んで、楽しいと思うのか？」

「うん。優しくていい人だし」

「なんだ、そりゃ？……まあ、いいか」

　将人は一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめたが、予想通り、広くて綺麗な庭に招き入れてくれた。

「で、なにして遊ぶつもりなんだ？」

　聞かれた由は慌てて家に戻もどって、当時幼稚園で流行はやっていた縄なわ跳とびを手に駆かけ戻った。

「由、おまえ、それ何回跳べるんだ？　十回？──だったら、二十回跳べるようになったら呼べ。頭撫でて誉ほめてやるから」

　将人はそう言うと、庭のベンチに座って本を読み出した。

　由はと言えば、将人に唆そそのかされるまま縄跳びの練習に励はげんだのだ。

（……今から思うと、俺、アホだ）

　小さい子供と遊ぶのが面倒で適当にあしらわれていたというのに、両親が『優しくていい人』だと認めた相手に誉めてもらいたい一心で頑がん張ばったのだから……。

　それどころか、隣家の庭に何度も足を運んだ結果、やっと二十回跳べるようになって、誉めてもらえたときには、すっかり将人が好きになっていた。

　ぶっきらぼうな将人は、由に対して猫ねこなで声で話すわけじゃなく、かといって、どうせ子供なんだからなにを言ってもわかりゃしないだろうと適当な噓うそをつくこともなかった。

　将人の性格上、自分から積極的に遊んでくれることはなかったが、由が庭に居る間はあくびしつつもずっと側そばにいて、それなりに構ってくれていた。

　そんな将人の態度が、なんだか対等な友達みたいな感じがして、由はすっかり気に入ってしまったのだ。

　その後も、「将人、あそぼっ！」と隣家の庭を訪たずね続けたが、その誘さそいを断られることは結局一度もなかった。

　ちゃんと一いつ緒しよに遊ぶために、バドミントンのセットやキャッチボール用の道具を持ち込むようになっても、将人はめんどくさいとごねつつも相手してくれていたし……。

　──優しくていい人だけど、ちょっと面倒くさがりな年上の遊び友達。

　幼少時の由は、将人をそんな風に認にん識しきしていた。







　猛もうダッシュで、いつもより少し遅おそい時間帯の電車に乗り込む。

（もうちょっと早く起きられれば良いのに）

　電車のつり革かわにつかまって車両の揺ゆれに身を任せながら、由はそんなことを考えていた。

　由の、今の起き床しよう時間は六時。

　起きてすぐ朝食の支し度たくをして、将人を起こし、一緒に朝食を摂とってから七時半には家を出るというパターンだ。

　中学の頃は学校まで近かったから、今より家にいられる時間が三十分ほど長く、その三十分の間に、朝食の後片づけやら将人の世話なんかができた。

　だが高校生になって通学時間が延びたせいで、今では将人と朝食を一緒に食べるだけで精せい一いつ杯ぱい。後片づけだって将人にさせてしまっている。

　由自身は三十分早く起きるぐらいへっちゃらだったから、将人に朝食の時間を早くしたいと頼たのんでみたこともあるのだが却きやつ下かされた。

　家事のために由がいま以上に睡すい眠みん時間を減らすぐらいなら、家政婦を雇やとうとも言われた。

（それを言われちゃ反論できないしさ）

　由が将人の家で暮らすようになったとき、あの大きな家には家政婦が五人も居た。

　常に交替で家の中に居る彼女たちから、由は半年かけて家事のコツを盗ぬすみまくり、やがて将人に頼み込んでその仕事をすべて自分ひとりで引き継ついだ。

　誰かにそうしろと言われたわけじゃない。

　そうしたいと由自身が思ったからやったのだ。

　隣の家に住んでいる年上の遊び友達だった将人との関係が変化したのは、由が小学六年生の冬、由の両親が交通事故で同時に他界した直後のこと。

　そのときからふたりは、保護者と被保護者という関係になった。

（……あんときは、凄すごく嬉しかったな）

　当時のことは、今でも全部覚えている。

　由の両親には、友人の保証人になったために背負った多額の借金があった。

　葬そう儀ぎに集まった親族達は、その借金の始末と残された子供の引き取り先とで酷くもめた。

　迷めい惑わくを被こうむるのはごめんだと、あからさまに嫌な顔をして、互たがいに押しつけあう親しん戚せき達。

『後のことも考えず、無責任な』

『自分達ばかり死んで楽になって……』

『とんだお荷物を置いていきやがった』

　彼らの口からは、両親に対する辛しん辣らつな言葉が次々に溢あふれてくる。

　親戚達は、両親の死が多額の借金を抱かかえたことによる自殺だと最初から決めつけていて、由がそんなはずないといくら訴うつたえても、誰も耳を貸してくれなかった。

　それどころか、子供が大人おとなの話に口を挟はさむなと頭ごなしに叱しかられてしまったぐらいだ。

　結局、邪じや魔ま者もの扱あつかいされた由は、親戚達のとげとげしい会話を黙だまって聞いていることしかできなかった。

　数日前までは幸せな笑い声に満ちていた部屋の片かた隅すみで、俯うつむいてじっと膝ひざを抱えたまま……。

『いい加減にしてください』

　不意に、それまでとは違ちがう調子の声が響ひびいた。

　どこか聞き覚えのあるその声に顔を上げると、そこにいたのは将人だった。

『あなた方が困こん惑わくする気持ちもわからなくはないが、それは子供の前でする会話じゃない。今回の不幸で一番辛つらい思いをしているのが誰なのか、わかっているはずだ。いい大人が恥はずかしいとは思わないのか？』

　厳しい口調ではあるが、感情を抑おさえた低い声。

　遊んでくれているときの、ぶっきらぼうでかったるそうな声とはまるで別人だった。

『あなた方には任せてはおけない。由は、私が引き取ります』

　びっくりして見上げた由の視界の中、将人はいきなりそう宣言した。

（将人って、こんな顔してたっけ……）

　いつもは眠ねむそうな目がしっかりと見開かれ、不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがんでいた唇くちびるは、凜り々りしく引き結ばれている。

　親戚の人達に比べればずっと年若だというのに、彼らとひとり対たい峙じして立つその姿は、その場にいる誰よりも強そうに見えた。

　普ふ段だんとは別人のように格好良く見える黒の礼服姿の将人に、由は、どうしちゃったんだろうとびっくりするばかり……。

　由の親戚一同は、中津川家とはまったく関係がなく、ただ隣となりの家に住んでいるという縁えんしかない将人のいきなりの宣言に、馬ば鹿かなことをと失しつ笑しようし、こぞって反対した。

　だが、『中津川夫妻が残した負ふ債さいに関しても、私が責任を持ちましょう』と、将人が口にした途と端たん、まさに手の平を返したようにくるっと意見をひるがえし、いきなり賛同しはじめた。

　めまぐるしく変わる周囲の雰ふん囲い気きに置いてけぼりをくったまま、由はただ呆ぼう然ぜんと将人を見上げていた。

『由、家うちの子になるのは嫌いやか？』

　その視線に気づいた将人が、屈かがみ込んで心配そうに聞いてくる。

　由は迷わず、『嫌じゃない』と勢い良く首を横に振ふっていた。

　嫌じゃないどころか、あのときは凄く嬉うれしかった。

　子供であるだけで愛され守られていた日々は終わり、これからは子供であることで押さえつけられ理り不ふ尽じんさに苛さいなまれる日々がはじまる。

　親戚達の話し合いを黙って聞かされている間、由はそんな漠ばく然ぜんとした不安を感じていた。

　だから、この将人の申し出は本当にありがたかったのだ。

　それに将人は、両親の死が不幸な事故によるものだと最初から信じてくれていた。

　将人なら、今までと変わらずに、ずっと自分の味方でいてくれる。

　今こうして親戚達の冷たい扱あつかいから自分を助けてくれたように、これからもずっと助けてくれる。

　そう思える人がいることが、どんなに心強かったか……。

　両親の葬儀が済み、将人の家で寝ね起おきするようになってからの最初の数日間が、由にとっては無む邪じや気きに甘えられる子供でいられた最後の日々だった。

　葬儀以来ずっと休み続けていた学校にも通いはじめ、くよくよしてないで早く新しい生活に馴な染じもうと頑がん張ばっていた由は、学校帰りに見覚えのないおばさんに呼び止められた。

　彼女は、将人の叔母おばだと名乗った。

『自分の立場をわきまえなさい』

　家まで送るからと強ごう引いんに乗せられた車の中で、そう言われた。

『確かに将人さんには、あなたを養える経済力が充じゆう分ぶんにあるわ。でも将人さんにも自分の人生があるの。結けつ婚こんだってこれからだし、自分の子供だっていずれはつくるでしょう。引き取って育てたとしても、所しよ詮せん、あなたは他人なの。そのことを良くわきまえて、将来的に将人さんの迷惑にならないように。決して、恩を仇あだで返すような真似まねはしないように心がけなさい』

　小学六年生なら、言っている意味がわかってるわね？　と念を押されて、由は慌あわてて頷うなずいた。

（……そっか。他人だったんだっけ）

　血の繫つながった親戚達よりも将人のほうが親ちかしく思えていた当時の由にとって、そう認識することはかなりの苦痛を伴ともなった。

　両親と一いつ緒しよに暮らしていたときのように、将人にすべてを委ゆだねきってしまってはいけなかったのだ。

　今までは、由の悪戯いたずらがすぎたり問題を起こしたりしたら、両親が一緒に謝ってくれた。

　だが、将人にはそれをさせてはいけない。

　自分のせいで、嫌な思いをさせてはいけないのだ。

『人間関係の基本は、ギブアンドテイクね』

　かつて、友達と喧けん嘩かした由に、母親が教えてくれた言葉だ。

　仲直りしたかったら自分から話しかけて、笑いかけなさい。自分の気持ちを、まず相手に伝える努力をしてみて、と。

　この場合、困っていた自分に手を差し伸のべてくれたのは将人だ。

　だから今度は、自分が将人にお返しをしなきゃいけないんだろうと、由は思った。

　だが、返せるものなんか、なにひとつ持ってない。

　そして考えた結果が、家事全ぜん般ぱんを自分がやること。

　身体からだを動かすことは元から好きだったから、将人のために、将人が気持ち良く暮らせるようにと考えてパタパタと広い家の中を動き回るのは苦ではなく、むしろ楽しかった。

　それに家事は、やった結果が見えるのも楽しい。

　身を入れて掃そう除じをすればその分ちゃんと綺き麗れいになるし、料理だって手順を守ればそれなりに美味おいしいものが作れる。

　将人の偏へん食しよくを矯きよう正せいしていくのも、やり甲が斐いがあってけっこう楽しい。

（家政婦なんて冗じよう談だんじゃない）

　家政婦を雇やとおうという話が出るたびに、せっかく楽しんで家事をやってるのに他人に横取りされるのは嫌だと、何度も将人を説得してきた。

　が、将人は納なつ得とくしてくれていないみたいで、不満そうに眉み間けんに皺しわを寄せる。

　どうやら、由が養い子という立場に遠えん慮りよして、家事をしていると思い込んでいるようなのだ。

（ホントに楽しいのにな）

　なんで信じてくれないのか、由は不思議でしょうがなかった。










　柔やわらかな芝生しばふに直接座って、思いっきり両りよう腕うでを伸ばした。

「ん～っ、やっぱ生き返る」

　今日の最後の授業は、選せん択たく科目の美術。

　先週までは室内でデッサンの基本をやっていたが、今週からは外に出て好きなものをスケッチするようにと教師から指示されている。

　もちろん、外とはいえ出歩いて良いのは学校の敷しき地ち内に限られる。

　由が選んだのは、特別校舎に囲まれている中庭で、同じ選択科目である書道の教室の側そば。

　授業を受けている生徒達からは丸見えになる場所だから、校舎を出て羽を伸ばしたい生徒には不評な場所だ。

　だが由にとって、ひとりでいられるここは、むしろ理想的な場所だった。

　と思っていたら、見覚えのある女生徒がふたり、こっちに向けて歩み寄ってくる。

「由、こんなところにいたんだ」

　声をかけてきたのは、同じクラスで選択教科も一緒の谷たに木き操みさおだ。

「他ほかには誰もいないんだ。あたしもここにしよっかな。集中できて良さそうだし……。──けーちゃん、ここで良い？」

　側にいた桂けい子こは、無言で頷いた。

「由も良いよね？」

「うん。ただし、俺はそっちの植え込みをスケッチするって決めてるから、邪じや魔まになるところには陣じん取どるなよ」

「了りよう解かい。じゃあ、あたしは由とは背中合わせで、反対方向の校舎をスケッチしよっかな」

　決断が早い操は、すぐに芝生に座ってスケッチブックをめくりはじめている。

　友達の素す早ばやさにワンテンポ遅おくれ気味の桂子は、その場に立ったまま由に挨あい拶さつするように軽く微笑ほほえみかけてから、ゆっくりと操の隣に座った。

　由と操は小学校からずっと一緒で気心も知れているが、他中学の出身である桂子とは高校に入学してからの知り合いだ。

　桂子は無口なのでまだ性格が良くわからないが、ハキハキして口数の多い操とは正反対のイメージがあって、ふたりが一緒にいると桂子が操に振り回されているようにも見える。

（こいつら、最近、ずっと一緒だな）

　ちょっとだけ羨うらやましい。

　高校に入学して二ヶ月が過ぎようとしているが、由はいまだに友達らしき相手を見つけられないままでいる。

　近きん隣りんでもレベルの高いここ高榮高校には、あちこちの中学から成績の良い生徒達が集まってきている。

　由が通っていた中学はさほどレベルが高い学校じゃなかったから、同じ中学出身の生徒は男女併あわせても十人に満たない程度で、同じクラスには由を含めて三人しかいない。

　殆ほとんどが初対面の生徒ばかりなのだ。

　それでも入学したばかりの頃ころは、それなりにうまくやっていた。

　由は物もの怖おじしない性格で、初対面の相手にも気き後おくれしないから、みんなに積極的に話しかけ、少しずつ知り合いを増やしてうまく周囲に溶とけ込もうとしていた。

　雲行きが怪あやしくなってきたのは、入学して半月過ぎた頃。

　昨日まで普ふ通つうに話していた男友達が、なにか気まずそうに余所よそ余所よそしい態度を取るようになってきたのがはじまりだった。

　ふと気づくと、男子生徒の中で、由はひとりだけ浮ういていた。

　こちらから話しかければ一応返事は戻ってくるものの、その後に会話が続くことはない。

　話しかけられることが無くなった代わりに、なにか変わった生き物を見るような、好こう奇き心と揶や揄ゆが混ざったような、奇き妙みような視線を向けられるようになった。

　直接からかわれたり、暴言を吐はかれたりすることはないが、遠巻きに観察されている、そんな感じ。

　悪い意味で特別視されていると感じるのは、かなりしんどい。

　最初のうちは、このままじゃいけないと思って、自分から積極的に話しかけたりしていたが、みんなが好奇の目を向ける理由を偶ぐう然ぜん知ってしまってからはそれも止やめた。

　由が、みんなに避さけられる理由。

　それは、こっそりと陰かげで囁ささやかれている由に関する悪い噂うわさが原因だった。

　それも由からすればまったくのでっち上げで、完全なるデマ。

　その噂を、みんな鵜う吞のみにして信じ切っているのか、それともそれが真実のほうが面おも白しろいとでも思っているのか、由本人に直接問いただそうとしてくる者もいない。

　ただ物もの珍めずらしそうに観察するような視線を向けてくる相手に、こちらから無理に接せつ触しよくしていく気にはなれなかった。

　会話できたとしても、逆に痛くもない腹を探さぐられ、話題を提供することにもなりかねない。

　だから、最近の由は、自らの意思でひとりでいる。

　でもやっぱり、学校に居る間、好奇の視線に晒さらされながらひとりで過ごすのはしんどい。

　どうでもいい馬ば鹿か話をして、笑いあえるような友達がいればと思ってしまう。

「由、あのさ、変なこと聞いても良い？」

　背中合わせに座ったままの操が、振ふり向きもせずに話しかけてきた。

「なんだ」

「最近、由、ずっとひとりでいるよね。もしかしてさ、男子からいじめとかにあってるんじゃないの？」

「……え？」

（操、気づいて無かったのか）

　操の問いに、由はその背中を見て思わず絶句してしまった。

　向けてくる視線の雰ふん囲い気きから、女生徒達の間にも由の噂が広まっているのは間ま違ちがいない。

　そんな中でも気にせず操が話しかけてくるのは、ハキハキした姉あね御ご肌はだの性格だから、噂なんかに振り回されるのが馬鹿らしいと考えているからだと思っていた。

　まさか、噂自体が耳に入ってなかったとは……。

　数少ない同じ中学出身者で、由とは比ひ較かく的てき仲も良いから、周囲が気を遣って、彼女の耳にだけは由に関する悪い噂を入れないようにしているのかもしれない。

「ま、ちょっとだけ」

「やっぱり。で、原因はなによ？　どうせくだらないことなんでしょ？　あたしがみんなに取りなしてあげる」

　操が、ぐるっと振り向いた。

「遠慮しとく。……時間が解決することだと思うしさ」

　こんな嫌いやな状態に操を巻き込みたくはなかったし、女子に庇かばってもらったとなると、さらに噂に尾おひれがついて状じよう況きようが悪化してしまいそうだ。

　それに騒そう動どうが大きくなって、クラス担任の耳にまで入ったりしたら厄やつ介かいだ。

　クラス担任の教師、金かね原はらは、偶然にも将人の大学時代の同期生だったとかで、由の高校入学を機に交流が復活し、将人に会いに家にも来たことがあるからだ。

（金原先生に知られたら、将人さんにも筒つつ抜ぬけだ）

　こんな馬鹿げた噂で、将人に迷めい惑わくをかけたくない。

「そう？　だったら、今いま田だだけにでも話しとこうか？」

　操は、クラスメイトで、もうひとりの同じ中学出身者の男子の名前を出した。

「やめとけよ。今田はこの件には我関せずみたいだしさ」

　今田は、中学の頃から無口で我関せずのタイプだった。

　クラスに三人しか同じ中学出身者がいないからといってつるむような性格じゃないし、今回のいじめがはじまる前から、由とは没ぼつ交こう渉しようで特に変な視線も向けてはこない。

　由とは違ちがう意味で、常にひとりで行動していて、いっそ気持ちが良いくらいに周囲の状況に無関心なのだ。

「え～、でも、今の状態って、つらくない？」

「これぐらい、全然平気」

　不満そうな操に、そうきっぱり宣言してみたのだが、操の表情はいまいち冴さえない。

「……下手へたにつつくと、状況が悪化するかも」

　操の隣となりに座っていた桂子が、ぼそっと囁くような小さな声で言った。

「けーちゃんは、そう思うの？」

「うん。由くんの言うとおり、時間が解決する問題だと思う……。わざわざ表に引きずり出すと、解決した後に、しこりが残るかもしれないし」

「ん～。……けーちゃんがそう言うのなら、あたしももう少し様子を見るか」

　渋しぶ々しぶながらそう言った操は、前を向くとスケッチブックに視線を戻もどした。

「ふたりとも、心配してくれて、どうもな」

　お礼の言葉に、操は「うん」と振り向かずに頷うなずき、桂子は振り向いて軽く微笑みかけてきた。

　大人おとなっぽい雰囲気が漂ただようその微笑みに、由はちょっとドキッとした。

（彼女、噂、知ってるんだろうな）

　操が首を突つっ込んでも事態は好転しない。むしろ悪化すると判断して、由も操も傷つくことにならないようにと予防線を張ってくれたんじゃないだろうか。

（……操とセットでちょうど良い感じ）

　姉御肌で決断は早いが、少しばかり猪ちよ突とつ猛もう進しんすぎる操を、桂子なら落ち着いた視点からフォローできるだろう。

　操がすんなり桂子の意見を聞き入れたのも、彼女の思し慮りよ深さに一目置いているからかもしれない。

　やっぱり、ちょっとだけ操が羨ましかった。







　朝はダッシュした道を、帰りはゆっくり歩く。

（中学の頃は良かったな）

　今とはうって変わって賑にぎやかだった中学時代を思い出して、由は軽く下した唇くちびるを嚙かんだ。

　中学までの由は、どちらかというと人気者で、常に人の輪の中心にいた。

　小学校から持ち上がりの学校だったから、周囲の人々は由の家庭の事情をすべて知っていた。

　両親の生前から隣りん家かの将人とは付き合いがあったことも知っていたし、将人の家に引き取られたときだって、由が転校せずに済んだことを喜んでくれたぐらいだ。

　だから由も安心して、中学では将人の家での新しい生活の話を無む邪じや気きにしていた。

　養ってもらう代わりに、家事のプロになって、ずっと将人の面めん倒どうをみてやるんだとも言った。

（……借金のカタに働いてるんだって言ったこともあったかも）

　もちろん、そんなのは冗じよう談だんだ。

　周囲の友達も先生も、屈くつ託たくなく笑う由の表情から冗談だってことをくみ取ってくれて、よしよし、頑がん張ばれよと一いつ緒しよに笑ってくれていた。

　でも、初対面の相手が殆ほとんどの高校では、それが通用しない。

　両親の死後、由が親しん戚せきではなく隣家の青年に引き取られているという事実が、どうしたわけか妙みように歪ゆがんで伝わり、面白おかしく脚きやく色しよくされてしまっている。

（だからって、なんで男の俺が、将人に囲われてるなんて話になるんだろ）

　身み請うけされた愛人、借金のカタ、夜のペット等々、ふとした拍ひよう子しにそんな単語が何度か耳に飛び込んできていた。

　まったくもって馬鹿げた話だ。

　親戚もいるというのに、血けつ縁えんではない他人に引き取られたのが、事情を知らない人達には不思議に思えるのだろうか？

　客観的に考えれば、ただの親切心から縁もゆかりもない子供を引き取って、その子が背負う借金までもポンと肩かた代がわりするような酔すい狂きような人間がいるってことが珍めずらしいのはわかる。

　わかるけど、だからと言って、どうしてそこで囲われてるだなんて話が出てくるのかがさっぱりわからない。

　たまたま隣家に、桁けた外はずれの金持ちでちょっとばかり変わり者だけど、それでも優やさしい人が住んでいたってだけなのに……。

（俺は、ラッキーだっただけだ）

　将人に引き取られたことを、由は本当に感謝している。

　冷たい親戚達の間で肩かた身みの狭せまい思いをせずに済んだし、なにより将人との新しい暮らしが楽しかったからこそ、両親を同時に亡なくした悲しみからも早く立ちなおることができた。

　こんな嫌な噂うわさはさっさと消してしまいたいのだが、それがなかなか難しい。

　みんな遠巻きに由を観察するばかりで、面と向かって聞いてきたり、からかってくる奴やつがいないからだ。

（自分から、俺は囲われてるんじゃない、なんて言えないしな）

　ムキになって自分から話題を出して否定すれば噂に真実味を与あたえかねないし、騒動も大きくなって学校側に知られてしまう可能性もある。

　そうなると、保護者である将人の耳にも入ってしまう。

　将人の耳に、こんな嫌な噂は絶対に入れたくはないから、それだけは避さけたいのだ。

　高校に入学して以来、由は自分が孤こ児じだということを誰かに話したことはない。

　だから、その事情を知っている誰かが話したのだろう。

　その人は、いったいどんな風に自分のことを語ったのか？

　それを思うと、少しばかり嫌な気分になる。

　両親が死んで知人に引き取られた、その事実だけを話したのなら、ここまで妙な噂にはならないだろうから。

　知らないうちに誰かに悪意を持たれていたのかもと思うと不ふ愉ゆ快かいだし、誰がこんな噂を流したんだと、なんの根こん拠きよもないままに他人を疑ってしまいそうになる自分自身の心の動きも怖こわい。

　今は犯人を捜すより、この嫌な噂が自然消しよう滅めつしていくのを待っている状態だった。

（借金を全部返済してもらったのも、噂に拍はく車しやをかけたのかもな）

　両親が残した借金は、かるく一億円を超こえていたと聞いている。

　それをなんの見返りも求めずにポンと肩代わりするなんて、いくら金持ちだとしても普ふ通つうの感覚ではやはりできないことだと思う。

（将人さんは、ちょっと変わってるから……）

　一緒に暮らすようになって知ったのだが、将人は金銭問題に対する感覚が通常とは違ちがう。

　金持ちだからといって贅ぜい沢たくをするわけじゃなく、むしろ普ふ段だんは質素な生活をしている。

　かといって決してケチなわけじゃなく、どうでも良いようなことに惜おしげもなく大金を使ったりするのだが、どうしたわけか使った分以上の金がうまい具合に懐ふところに入ってくる。

　しかも本人は、なぜか大金が懐に入ってくることを毛け嫌ぎらいしていたりする。

　少し前にも同どう僚りようとのつき合いで買った宝くじが当たって、これ以上のお金はいらないとばかりにそりゃあ不愉快そうな顔をしていた。

　そのお金で高校の入学祝いをなにか買ってやると言われたが、由は謹つつしんでお断りした。

　本人がいらないと思っているお金で買ってもらっても、あんまり嬉うれしく感じないからだ。

（お金って難しいな）

　そう、由は思う。

　由の両親は親族の反対を押し切って結けつ婚こんしたとかで、元からあまり深い親戚付き合いはしていなかった。

　だが、葬そう儀ぎの際の親戚達の冷れい徹てつな対応は、そのせいばかりじゃない。

　多額の借金を残して死んだという事実が、元々頑かたくなだった親戚達の心をさらに固かたく凝こごらせてしまったのだ。

　恥はずかしながら、当時の由は、両親をあしざまに言う親戚達の不人情さに傷つきはしても、そのことに全然気づいていなかった。

　お金というものが、人の心に対してどれほど影えい響きよう力を持つものなのかを、幼すぎてまだ認にん識しきできなかったのだ。

　さらにもっと恥ずかしいことに、由がそのことに気づいたのは、将人と暮らしはじめてから半年も過ぎた頃ころのこと。

　家政婦達がやっている仕事を自分がひとりでやってみたいんだと将人にお願いしたときに、金のことで気を遣っているのかと逆に将人に聞かれてしまって、それでやっと気づいた。

　将人から与えられているのは、保護者としての優しさだけじゃなかったのだと……。

　自分でも、あきれかえるほどの鈍にぶさっぷりだ。

　両親の借金ばかりじゃなく、生活費や学費だって将人に支し払はらってもらっている。

　そのすべてを将人は当然のように出してくれていた。

　将人は、これは保護者として当然のことだからおまえは気にすることはないんだと言ってくれるけど、由はやっぱり気にしていたい。

　与えられることに、鈍どん感かんにはなりたくないからだ。

（でも、返すのも難しいんだよな）

　将人は、自分の財産が増えることを毛嫌いする。

　だから、直接お金で返そうとしても拒きよ否ひされるのは確実。

　両親の借金ぶんだけでも、なにか代だい替がえして少しずつでも返していければと思っているのだが、その方法がなかなか思い浮うかばなくて由は常に頭を悩なやませていた。

　駅のホームにつくと、さほど待たずにいつも乗る電車がホームに滑すべり込んでくる。

　減速しながら目の前を次々通り過ぎていく電車の窓に、自分の姿が映っているのを認めて、由はちょっと嫌いやな気分になった。

（この見た目も悪いんだ）

　窓に映っているのは、くるんと大きな目が印象的な、華きや奢しやな女顔の少年。

　この春の計測では、身長は百五十三センチ、体重はギリギリ四十キロ。

　フワフワの癖くせ毛げや大きな目、優しい顔立ちや日焼けしにくい白い肌はだも、死んだ母親譲ゆずり。

　中学の頃から身長の低さは気にしていたが、自分の顔の造作に関しては最近まで気にしたことなんてなかった。

　小さな頃から可愛かわいいと言われることは多かったけど、母親がやはり童顔で可愛いタイプの人だったから、彼女に似ている自分がそう評価されるのは仕方のないことだと思っていた。

　だが高校生になり、あんな噂をたてられるようになってからは、この顔がちょっと嫌だ。

　だって、もしも自分が十人並みの男らしい顔立ちだったら、変な噂をたてられることはなかっただろうし、たとえ噂をたてられても信しん憑ぴよう性せいがなかっただろうから……。

（ホントに時間が解決してくれれば良いんだけどさ）

　とりあえず、女顔であっても性格はそうじゃないんだってアピールするために、陰かげでなにを言われていようとも、常に顔を上げて毅き然ぜんとした態度を取ろうと思っている。

　今は弱々しく見えるこの身体からだだって、この先、ぐんと身長が伸のびて男らしく成長する可能性だって、まだあるかもしれないし。

　その為ためにも、日々がっつりとたくさん食べて、しっかり栄養をつけておかないと……。

　電車を下りた由は、ダッシュで近所のスーパーに向かった。







「……今日は誰か来るのか？」

　帰宅してダイニングに顔を出した将人が、テーブルの上に並んだ料理の皿を数えて、少しばかりあきれた声を出した。

　ミートドリアに海かい鮮せん生春巻き、キノコのキッシュにローストビーフ、ブロッコリーとジャコのおひたしにアスパラのサラダ等々、由ががっつり食って栄養を摂とるために、せっせとこしらえた料理の数々だ。

　この家では、夕食時に将人の友達が前まえ触ぶれもなく訪ねてくることがあるので、人数が増えても対処できるよう、小分けにせず大皿に盛りつけるのがいつものパターンだ。

「誰も来ない。俺たちだけ」

「こんなに食えねぇぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。俺が責任持って食うからさ」

　宣言通り、由は思いっきり食べた。

　口いっぱいに料理を頰ほお張ばって、勢い良くかみ砕くだき、ゴクンと飲み込むのが子供の頃からの癖。

　適量を口に含ふくみ、ゆっくり咀そ嚼しやくして食べるという品の良い食べ方だと、どうも食べた気がしないのだ。

　由は普段から将人の倍は食べるが、ガッツガッツと勢い良く食べるものだから、食事の終しゆう了りよう時間は、ふたりほぼ一いつ緒しよだったりする。

（こういうのって、いいな）

　ほんの些さ細さいなことだけど、こういうタイミングが意識せずにピッタリあうってのは、一緒に生活していく上ではけっこうポイントが高い。

　待ちもせず、待たせもせず、対等な感じがいい。

（でも、やっぱ俺たちの関係って、傍はたから見ると変なんだよな）

　だからきっと、あんな変な噂うわさを流されてしまうんだろう。

　親子にしては歳が近すぎるし、兄弟にしては離はなれている。

　将人は、由のことを他人に紹しよう介かいするとき、『俺の養い子だ』と言う。

　戸こ籍せき上は他人のままなので、そこら辺を説明するのもけっこう面めん倒どうくさそうだ。

　一緒に暮らしはじめた頃に、将人からちゃんとした養子にならないかと言われたことがあったのだが、由は断っていた。

　将人の叔母おばから、立場をわきまえるようにと言われた直後だったせいもあって、頷うなずいてはいけないような気がしたのだ。

　だがあのときに頷いていたら、もしかしたら今回のような噂は流れなかったのかも、という気がしないでもない。

　紙の上での契けい約やくとはいえ、誰の目にもはっきりと家族だとわかるような体てい裁さいを整えてさえおけば、あんな不ふ愉ゆ快かいな噂の元になるような憶おく測そくを防ぐことができていたのかも……。

（今さらか）

　ぐずぐず後こう悔かいするのは性にあわない。

　由は、口いっぱいに頰張っていた料理を、ゴクンと勢い良く飲み込んだ。

「由は、ほんっと良く食うよなぁ」

　箸はしを止めた将人が、取り皿に料理を大量に盛りはじめた由を眺ながめ、感心したように言った。

「まあな。まだまだ成長期だしさ」

　そう答えた途と端たん、将人が微かすかに唇くちびるの端はしを上げる。

　由はそれを見み逃のがさない。

「なんだよ」

「あ～。常に前向きなのは、由の長所だな」

「……俺、去年から三センチも伸びてるぞ」

　高校一年生で百五十三センチ、しかも一年で三センチ程度の伸び幅はばってのが、かなりスローペースだってのは自覚してる。

　だが、成長が止まってないのは確実なんだから、由はまだまだ諦あきらめていない。

　男は二十歳まで身長が伸びると言うし、この伸び幅でも、順調にいけば百七十近くまで身長が伸びる可能性があるのだ。

「将人さんは、何歳ぐらいで一番身長が伸びた？」

「俺か？　ん～、大学行っても伸びてはいたが、やっぱり高校生の頃が一番かな」

「その頃、なに食べてた？」

「家政婦が用意した、一いつ般ぱん的な食事とファストフード」

「ファストフードは、身長に関係ないな」

　自分で食事を作るようになってからは殆ほとんど口にしていないが、あれはカロリーの割りに栄養のバランスが悪い。縦の成長には関係なさそうだ。

「家政婦の食事って、和食？　洋食？」

「洋食が多かった。……だが、俺は知ってのとおりの偏へん食しよく家だから、嫌きらいな食材は迫はく害がいしてた。栄養的には、今よりかなり片寄ってたぞ」

「そっか」

　将人の両親は共に仕事の鬼おにだったそうで、将人は家政婦の手で育てられたと以前に聞いたことがある。

　将人が偏食なのは、その好き嫌いを積極的に注意してくれる人が側そばにいなかったせいなんだろう。

　だからこそ、なんとかして偏食をなおしてあげたいのだ。

　それも、自分の手で……。

　由にとっては、これも小さな恩返しのつもりだった。

「……由のは、栄養の問題じゃなく、たんに基本性能の問題だと思うけどな」

　ボソッと将人が呟つぶやいた。

「基本性能って……」

　将人は、遠回しに背が伸びないのは遺伝だと言っているのだ。

　さすがに、少々カチンときた。

　確かに、由の母親は世の女性達よりずっと小さかったが、父親はむしろ大きい人だったのだ。

「でも、あれだ。燃費が悪いのが救いだな」

　反論しようとした由が口を開く前に、将人が慌あわててそうつけ加えた。

　大おお食ぐらいなのに全然太らないのは、利点だと言いたいのだろうが……。

「そうでもない」

　由はムスッとして答えた。

　コロコロとみっともないぐらいに太れたら、それはそれであの噂の真実味も薄うすれるだろう。

　手っ取り早いから、太れるものならむしろ太りたいぐらいだ。

「……将人さん、ミートドリア、もっと食べな」

　取り分けて一口食べた後、将人がそのまま放置していたミートドリアの取り皿を、由は行ぎよう儀ぎ悪く箸でズズッと将人に向けて押しやった。

「え……。あ～、残念ながら今日はこってりしたミートドリアは遠えん慮りよするかな。俺は成長期も終わってるし、どちらかというとサッパリした料理のほうが好ましい年ねん齢れいだしな」

　近づいてくる皿を、将人が人差し指で押し戻もどす。

（ばれてら）

　実は、ミートドリアの中に、将人が一番嫌いな茄子なすをみじん切りにしてこっそり潜ひそませてある。

　そうすれば気づかずに口に入れてくれるんじゃないかと期待して……。

　で、食後にばらして驚おどろかせてやろうという計画だった。

　由が作るミートソースは将人の好物だから、手を出さないのは変だと思ったのだが、まさか一口でばれてしまうとは……。

「──ちっ」

　作戦失敗だ。

　つい悔くやしくて、由が思わず舌打ちすると、将人は軽く肩かたをすくめた。

「茄子はほんっとうに駄だ目めなんだって。ひとつぐらい好き嫌いがあっても良いじゃないか。見逃してくれよ」

「やなこった。俺は、まだまだやるぞ」

　由は、将人に毛け嫌ぎらいされたミートドリアを耐たい熱ねつ皿ざらごと引き寄せて、スプーンで大きくすくってがっつり食べた。

「そうか。……じゃあ、とりあえず頑がん張ばれ」

「まかしとけ」

　口の中の食べ物をゴクンと勢い良く飲み込んでから、親指を立てて大きく頷く。

「由は相変わらず男前だな」

　由の強い意気込みに、将人は愉快そうに笑っていた。










「うん。完かん璧ぺきだな」

　将人が明日着る用のスーツを一ひと揃そろいセットし終えて、由は得意げにひとりで胸を張る。

　朝食の下準備も全部済ませてあるし、風ふ呂ろにも入ったし、あとはもう寝ねるだけだ。

　由は、二階の一番奥まった場所にある将人の部屋から、屋や敷しきの中央階段のすぐ脇にある自分の部屋に戻ると、ベッドに潜もぐり込んだ。

　だが、目を閉じてすぐ、再びガバッと起き上がる。

「やばっ」

　そろそろ薄うす手でのパジャマに替かえようと思って、それまでの将人のパジャマを全部ランドリールームに移してしまったのを忘れていたのだ。

　将人のことだから新しいパジャマが無くても、別にたいして気にもせずに、そこらにある服を適当に引っ張り出してきて代用してしまうだろうが、由は気になる。

　放っておけばずるずると自じ堕だ落らくな生活をしそうな将人に、快適で文化的な生活を送ってもらうために日々努力しているのだ。ここで手を抜ぬくのは、家事を任されている者としてのプライドが許さない。

（まだ風呂から上がってないよな）

　リビングで居い眠ねむりしていた将人をたたき起こしてお風呂に入るようにと促うながしたのは、由が将人の明日のスーツを準備する直前のこと。

　時間経過を考えると、ギリギリってところか……。

　由はサービスルームから新しいパジャマを引っ張り出し、急げ急げっとパタパタと家の中を走った。

　この家で暮らしはじめた頃ころは、この『走れる廊ろう下か』がやたらと楽しかったのを覚えている。

　両親と暮らしていた家では三歩も走れば壁かべかドアに激げき突とつしてたけど、この家ではダッシュしても全然平気なのだ。

（掃そう除じするとなると手間だけどな）

　だが、実はこれもけっこう楽しい。

　特に家の端はしから端まで繫つながる長い廊下のある二階は、障害物もないから、ダ～ッと勢い良く駆かけ抜けることができて、かなり爽そう快かいなのだ。

　いまだにちょっとの距きよ離りでもつい走ってしまうのは、子供時代からの癖くせみたいなものだ。

　我ながら、子供じみてるとは思うが……。

　階段を駆け下り、バスルームに通じる角を曲がった途端、広げたバスタオルが視界一いつ杯ぱいに広がった。

「──わわっ！」

　バフッと取り押さえられ、そのままバスタオルで身体からだをぐるんと巻かれる。

「激突注意だ。一いつ旦たん停止しろ」

　楽しそうな声に、首を振ふってバスタオルから無む理り矢や理りに顔を出すと、由の足音を聞いて待機していたらしい将人が、上半身裸の短パン姿でにやにやしていた。

（これ、ちょっと懐なつかしい）

　昔は良く、転ぶから廊下は走るなと注意されていた。

　由が家事を任せられるようになってからは、忙いそがしいなら仕方ないと大目に見てもらえたようで、注意されることはなくなっていたが、それ以前はこんな風にいきなり取り押さえられたり、足を引っかけては抱きとめられたりして走るのを妨ぼう害がいされた。

　とはいえ、そんな風に妨害されるのが逆に楽しくて、余計に走りたくなってしまっていたのだけれど……。

「油断した。次は頭ず突つきしてやるからな」

　すっかり楽しい気分になって、由はくるんと目を見開いて無む邪じや気きに将人に笑いかけた。

「馬ば鹿か言え。さすがに今のおまえに頭突きされるのは……。どうかな？」

　バスタオルで拘こう束そくされたまま、いきなりひょいっと肩に担かつぎ上げられた。

「なにすんだよっ」

「こりゃ全然平気だ。──おまえ、かっるいなぁ」

　風に吹ふかれて浮うくんじゃないか？　とあり得ないことを言いながら、将人はポンッと軽く由のお尻しりを叩たたく。

「ちょっ、子供扱いすんなっ」

　なんの苦もなく軽々と持ち上げられて、由はさすがにショックだった。

　確かに標準よりも軽いのは事実だけど、担ぎ上げるにはそれなりの腕力がいるはずだ。

　少なくとも、由だったらかなり踏ふん張って頑張らなきゃいけないだろう。

（うわっ、将人さん、意外に筋肉質なんだ）

　担ぎ上げられたままの由は、将人の背中を見てちょっと驚いた。

　しっかりと筋肉のついた綺き麗れいな背中は、風呂上がりのせいか微かすかに汗ばんで光っている。

　照明を受けて微妙な陰影を描えがくその背中のラインを、綺麗だな、と素す直なおにそう感じた。

　バスタオルでぐるぐる巻きにされてなければ、直接手で触れて、その質感を確かめてみたいところだ。

（家じゃゴロゴロしてばっかりだから、てっきりたるんでるって思ってたのに）

　毎日一緒に生活して面倒をみているから、将人のことならなんでも知ってるつもりだった。

　でも、たかが服一枚無いだけで、まったく知らない一面がみえてくる。

　将人の背中に、今まで感じたことがなかった将人の『男』としての一面を意識してしまって、由はなんだか妙に緊張してしまった。

「由は子供だろう？　大人はむやみに走り回ったりはしないもんだ」

「うっさい」

　緊張して妙に速くなってしまった鼓動を気づかれたくなくて、思わずムスッとした声を出すと、将人は慌あわてて由を床に降ろし、拘束していたバスタオルを取った。

「危ないから曲がり角付近では減速しろ。──ん？　顔赤いぞ。どうした？」

「今ので頭に血が上ったんだ」

　由は、気き恥はずかしさから、意味もなく手の甲こうで頰ほおを擦こすった。

「あ～、悪かった。……もう寝てたんじゃなかったのか？」

「これ。パジャマ出すの忘れてたから」

「おっ、わざわざありがとな」

　胸に抱かかえていたパジャマを将人に手て渡わたすと、将人はわしわしと由の頭を撫なでた。

（……大きいよな）

　最初に撫でてもらったときから、頭を撫でる将人の手の大きさは、あまり変化していないような気がする。

　ちょっと無造作に、でも親しみを込めて頭に置かれる優やさしい手。

　その手に撫でられて、嬉うれしいと感じる由の気持ちも変わらない。

　そんな風に、この家の中にいる限りはなにひとつ変わってないのに、外に一歩出ると以前とは違ちがった風に見る人々がいる。

　そのギャップがなんだか無む性しように気持ち悪いし、由を落ち着かない気分にさせる。

　もう良いからさっさと寝ろよと背中を押されて、由はなんだかもやもやする気持ちを抱えて自分の部屋に戻もどっていった。







　　　　２




　──まかしとけ。

　そう意気込んでから一ヶ月過ぎた。

　だが、将人の茄子なす嫌ぎらいはまだ克こく服ふくされてない。

　同時に、学校でのいじめも未解決のまま、むしろ徐じよ々じよに悪くなってきている。

　悪意を直接向けられることはないが、これみよがしに由を見て、ヒソヒソ話しては嫌いやな感じに笑う生徒達が現れだしたのだ。

　注意して見ていて気づいたのだが、由をこれみよがしに笑う生徒には共通性があった。

　入学して三ヶ月経たった今、最初はまったく知らぬ者同士だった生徒達の個々の成績レベルが明確になりはじめていて、由を笑っているのは、その中でも成績レベルが低い生徒達だった。

　由はというと、こんないじめなんかで成績に影えい響きようを出すもんかと、むしろ入学時より順位が上がってすらいる。

（それが気に入らないのか）

　この高校に入学してきた生徒達は、みな中学では成績上位者だったはず。

　だが高校では誰もが成績上位者ではいられないから、低い順位に甘んじなければならない者も出てくる。

　優等生という立場に慣れてしまっている者にとって、それはかなりのストレスなんだろう。

　由は、そんなストレスを発散させるスケープゴートになってしまっているようだった。

　もしかしたら、みんなから避さけられても卑ひ屈くつにならず、常に毅き然ぜんと振る舞まっている由の態度も、彼らの気に障さわるのかもしれない。

　もしそうだとしたら、状じよう況きようは、この先もっと悪化するかもしれない。

　人の噂うわさも七十五日と言うが、七十五日過ぎても消える様子もないし……。

『由くんの噂、うちのクラス中心に広がってるみたい』

　そんな風に、こっそり耳打ちしてくれたのは桂子だ。

　美術の時間中に言葉を交かわして以来、桂子は操のいないところで、いじめに関することを話しかけてくるようになっていた。

　彼女は、由の対応を甘いと言う。

　由に関する噂は、確実に悪意を持って広められたものだから、たぶん放っておいても消えやしない。噂を流している張本人を捜さがし出して、直接やめるように言うべきだと……。

　さすがにこの頃ころになると、クラス担任の金原にも、由がクラスの男子の中で不自然にひとり浮いていることがばれてしまっていた。

　心配されて何度か呼び出されて話をしたりもしたが、自分が浮いてしまっている直接の原因が、陰で流れている悪い噂のせいだってことは話さなかった。

　今の状態は、最初の頃に自分がちょっとした失言をしてしまったせいだと噓うそをついている。

　この程度のトラブルなら自分でなんとかできる。子供のいざこざに保護者が関かかわるのもみっともないし、必要以上に心配をかけたくないから、保護者である将人にはまだ内ない緒しよにして欲しいとも頼たのんだ。

　暴力的ないじめにあっていたわけじゃなかったのが幸いして、金原は渋しぶ々しぶながらも頷うなずいてくれている。

　ただし、夏休みまでに解決しないようなら、ホームルームで話し合うか、それとも保護者に連れん絡らくするかのどちらかの対処をすると、タイムリミットを切られた。

（夏休みまで、あと一ヶ月もない）

　これは、かなり厳しい。

　噂が自然消しよう滅めつする保証はないし、桂子の言うように、積極的に犯人を捜し出す努力をしたほうがいいのかもしれない。

　由の家庭の事情を知っている人の数は、高校ではかなり限られる。

（……でも、疑いたくないな）

　同じ中学から進学してきた生徒達の顔を思い浮かべて、由は軽く肩かたを落とした。

　もちろん、学校外のルートで人づてに話を聞いたという可能性だってある。

　だが、もしも犯人を捜そうと思ったら、やはり同じ中学出身者からチェックしていったほうが手っ取り早い。

　仲が良かった友達を疑うような真似まねをするのは、由には気が重い作業だった。

　かといって、このまま手をこまねいていて状況が変化しなかったら、将人に知られてしまう。

　それだけは絶対に避けたい。

（あと半月……。それだけ様子を見て状況が変わらなかったら、本気で犯人捜しをする）

　嫌だったが、そう決意するしか無かった。










　今週の由は、教室の掃そう除じ当番に当たっていた。

　昨日までは六人グループで掃除をしていたのに、今日は由ひとり。

　当番の中には女生徒もいたのに、彼女たちも帰ってしまったようだ。

　ガッカリしたのは一いつ瞬しゆんだけ、由はすぐに気持ちを切り替かえて、ひとりで掃除をはじめた。

（とうとう、女子にまで飛び火したのか……）

　それとも、さぼっちまおうぜと、男子に唆そそのかされたか……。

　クラブ活動をしていない子達だったし、週末の放課後だけに、さっさと校舎から飛び出して遊びに行きたい気持ちもわかる。

　今の由は、クラスの中で一番の弱者だ。

　少しぐらい由相手に酷ひどいことをしても、そのことを問題視する生徒はいない。

　それがわかっているから、さぼって逃にげた。

（集団心理って、やっぱ怖こわいな）

　みんながやってることだから、自分もやって平気、問題ない。

　歪ゆがんだ多数決の論理に、常識がすっかり目め隠かくしされている。

（操に気づかれないようにしないと……）

　こんなことが知れたら、操は絶対に黙だまっていないだろう。

　だが、そんなことをしたら操までが女子の間で少数派になってしまう。

　巻き添ぞえにしたくはない。

　こんな嫌な思いをするのは自分だけで良い。

（ひとりだったら、我が慢まんできるしな）

　掃除だって、時間をかけさえすればひとりでできるし……。

　黙もく々もくと手て抜ぬきをせずに掃除する。

　少しだけ、ため息が零こぼれた。







　重い気持ちのまま、いつものように途と中ちゆうで買い物して家に帰った。

（──あれ？）

　玄げん関かんのドアを開けた由は、革かわ靴ぐつを二足見つけて首を傾かしげる。

　一足は、今朝、由が選んで出した将人の靴だったが、もう一足には見覚えがない。

（将人さん、なんでこんな早くに帰ってるんだ？）

　ひとりで掃除したせいで帰宅がいつもより遅おそくなったが、それでもいつも将人が帰ってくる時間よりずっと早い。

　今朝の将人はいつもと同じで、特に用事があるとは言っていなかったのに……。

（っと、惚ほうけてる暇ひまはないか）

　いつも来る将人の友達たちなら、勝手知ったる他人の家で好きにしてるだろうけど、もしそれ以外の来客ならば、お茶を出さなきゃならない。

（将人さんが自分でお茶淹いれるわけないし）

　由は制服姿のままで、そうっとダイニング側のドアを開けた。

　一階部分はこの春にリフォームして、ダイニングキッチンとリビングをぶち抜いて広いフロアに改造し、目隠し程度の洒落しやれた衝つい立たてで広いフロアを簡単に仕切っている。

　そうっと覗のぞいたダイニングには誰もいなかった。

　次いで、衝立の向こうのリビングを覗いても誰もいない。

（サンルームを使ってるのか）

　珍めずらしいなと、由はリビングの掃はき出し窓まどに視線を向けた。

　以前は、窓を開けると広い庭に直接出られるポーチがある場所だったのだが、何年か前に、将人がいきなりポーチと庭の一部を使ってサンルームに改造した。

　そこに由が、母親の形見のプランターや鉢はち植うえなんかを置かせてもらっているものだから、サンルームと言うよりは温室っぽい雰ふん囲い気きの部屋になっている。

　普ふ段だんは、休日の日中にしか使わない場所だった。

（──誰が来てるんだろう？）

　そうっと掃き出し窓に近づいて、窓ガラスごしにサンルームを見た由は、知っている人の姿を見つけて驚おどろいた。

「金原先生！」

　驚いた勢いのまま、掃き出し窓を開けてサンルームに入っていく。

「遊びに来るんなら、先に言ってくれれば良いのに」

　そしたら夕食に好きなものを作ってやれたのに、と金原の顔を見て続けようとしたのだが、ふと気まずそうに視線をそらされて言葉を止めた。

（遊びに来たんじゃないのか？──まさか）

　由は慌あわてて、金原の向かい側に座っていた将人の顔を見た。

　将人の表情は、今まで見たことがないぐらい暗い。

「将人さんに、話したんですか？」

　由は、思わず金原を睨にらみつけた。

「……あれから、また少し事情が変わったんだよ。君の状じよう況きように他ほかの先生達も気づきはじめてる。担任として、このまま放置しておくわけにはいかなくなったんだ」

「だったら、俺に先に言ってくれれば良かったのに……。夏休みまでは内緒にしてくれるって約束してくれたくせに、これじゃだまし討うちだ」

　どうしても将人に知らせなければならないのなら、せめて自分の口から話したかった。

　そしたら、将人が嫌いやな気分にならないよう、少しは気を遣うことだってできたのに……。

「先生はずるい。卑ひ怯きようだ」

　約束を破られた不ふ愉ゆ快かいさと、将人に知られてしまったショックで苛いら立だつ気分のまま、由は金原にキツイ言葉を投げつけた。

　もっとなにか言ってやりたかったのだが、その前に将人に止められる。

「──由、おまえは黙ってろ」

　決して大きな声では無かったけれど、その厳しい口調に、由はビクッとした。

　いつものかったるそうな口調じゃなく、静かで落ち着いた口調。

　それは、両親の葬そう儀ぎのときにはじめて聞いた、将人が本気で怒おこっているときの声だった。

　庇かばってもらったときには心強く感じた声だったが、自分に向けられるとけっこう怖い。

（……本気で怒ってる）

　いじめを受けていたことを黙っていたことが気に障さわったんだろうか？

　勇気を振ふり絞しぼって将人に視線を向けたが、将人は軽く目を伏ふせ、誰の顔も見ていなかった。

　自分の部屋に戻もどっているようにと将人に言われて、由は逆らうこともできず、のろのろとサンルームを後にした。







（噓うそつきめ）

　部屋に戻った由は、着き替がえる気にもなれず、制服のままバフッとベッドにダイブした。

　クラス担任が将人の大学時代の知人だと知って以来、なんとなく親しみを感じていたのに、こんな形で裏切られるとは思ってもみなかった。

　気まずそうに視線をそらした金原。

　もしもあのとき、自分は教師として当然のことをしているのだと、金原が自信を持った態度で毅き然ぜんとしていてくれたら、こんなに腹がたったりはしなかったと思う。

　彼には間ま違ちがいなく、由の信しん頼らいを裏切ったことに対する罪悪感があった。

　金原自身が、自分の行こう為いを完全には正しいと思えずにいた証しよう拠こだ。

（迷いがあるんなら、言わなきゃ良いんだ）

　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで、由にとっては重大な事こと柄がらを話して欲しくなかった。

　ここ数ヶ月、将人に気づかれないよう努力してきたのが台無しだ。

（卑怯だし、臆おく病びようで……）

　金原に対する恨うらみ言が、次から次へと湧わいてくる。

「──ああ、くそっ！」

　ベッドに突つっ伏ぷしていた由は、そんな自分の暗い気分を払はらうかのように勢い良く起きあがると、カーテンを開けて窓の外を見た。

　二階の真ん中あたりにあるこの部屋は、由が将人の家で暮らすことになったとき、好きな部屋を使って良いと言われて自分で選んだ部屋だった。

　屋や敷しき内でも狭せまいほうの部屋で、もっと広い部屋もあるのにと将人の友達たちには不思議がられたが、その狭さがこの部屋を選んだ理由のひとつでもあった。

　両親と暮らしていた建て売りの小さな家での生活に慣れていたから、狭いほうが落ち着いたのだ。

　それともうひとつ、この窓から見える風景も気に入っていた。

　ここからは、元の家のリビングの窓が、とても良く見えていたからだ。

（そういえば、あんときも将人さん怒ってくれたっけ……）

　この部屋を選んだ当時は見えていた懐なつかしいあの小さな家は、今はもう影かげも形もない。

　由にはなんの連れん絡らくもないまま、あの土地を欲しがる人の要求に従って親しん戚せき達が取り壊こわしてしまったのだ。

　当時、中学生だった由が学校から帰宅したときには、朝には確かにあったはずの小さな家はすでになく、その建材の欠片かけらがまばらに散らかっているばかり。

　両親と過ごした日々が粉々に壊されたような気がして、酷ひどくショックだった。

　その後、会社から帰ってきた将人もその惨さん状じようを見て驚き、そして怒ってくれた。

　大切な思い出の残る場所を、なんの断りもなく処分することは許さないと言って……。

　そして今、窓の下に見えるのは、雑草が生おい茂しげる小さな空き地。

　壊された家は元に戻らないけれど、違ちがう建物が建つのも嫌だったから、そのままの状態で放置してあるのだ。

　草が生い茂った空き地は都会では貴重なのか、犬の散歩の途中で立ち寄る人がけっこういるようで、今も小型犬を連れた女性が柵さくの隙すき間まから入り込み、草に半ば埋うもれるようにしてはしゃいでいる犬に玩具おもちやを投げて楽しそうに遊んでいた。

　見ていると、けっこう和なごむ。

（……そもそも黙だまってたのは、俺だもんな）

　金原が約束を破ったことに対して、怒りを感じるのは自分の当然の権利だと思う。

　でも、悪いことのすべての原因を押しつけてしまっては、たんなる八つ当たりだ。

　そして、将人が怒るのもやっぱり当然だとも思う。

　保護者として責任を持って育ててくれているのに、こんな大変なことを内ない緒しよにされていたのだから……。

　いじめにあっていたことを黙っていたのは由自身。

　確実に由も、将人の怒りの原因の一いつ端たんを担になっている。

（将人さんは、誰を一番怒ってるんだろ）

　いじめの事実を黙っていた由か、それとも由をいじめているクラスメイト達か、もしくはそんな状況を放置している学校サイドか……。

　将人はいつも由のために怒ってくれていたけど、今回ばかりは怒られるのを覚かく悟ごしないといけないだろう。

　救いは、いじめの本当の原因を金原も知らないことだ。

（つじつまのあう言い訳を考えないと……）

　由が借金のカタに将人の囲われ者になっているだなんていう、あの嫌な噂うわさだけは将人の耳にはいれたくない。

　自分の善意からの行為を、そんな風に曲解されていると知ったら、絶対に将人が傷つくだろうから……。

（ばれなきゃいいんだ）

　噓は嫌きらいだ。

　でも、将人が傷ついたり、嫌な思いをするのはもっと嫌だ。

　だからこれは、将人の心を守るために必要な噓。

　由は、もっともらしく聞こえる噓を、懸けん命めいに考え続けた。







　先生の見送りをしろと将人に内線で呼ばれて、一階に降りた。

　金原は、やはり最後まで由の目を見ようとはしなかった。

（けっこう気が弱い人だったんだな）

　それとも、自分の仕事に誇ほこりや自信を持てずにいるんだろうか？

　由は、道路に面した門まで金原を見送った。

　そそくさと去っていく金原の背中が、なんとなく哀あわれに思えた。

「将人さん、金原先生なんて言ってた？」

　家に戻ると、リビングのソファーに寝ね転ころがり目を閉じている将人に、さっそく聞いてみた。

　将人につく噓の準備は完かん璧ぺきだ。

　でも、金原の話と齟そ齬ごがあってはまずいから、先に確かく認にんしておく必要がある。

　だが将人は、その話は夕食の後だと言ったきり不ふ機き嫌げんそうに口を閉とざしてしまって、何度聞いても教えてくれない。

（……機嫌悪い）

　将人はやる気のない面めん倒どうくさがりだけど、由と話すときはいつもちゃんと顔を見て話してくれていた。

　それなのに、今は目をあけてもくれない。

　こういう将人ははじめてで、どうしたらいいのか、対応に困る。

『あの人は、やる気のない面倒くさがりなんて可愛かわいいもんじゃない。基本的に排はい他た的なんだ』

　極力他人と関かかわり合いにならないために、好こう奇き心も興味も持たない。そうやって意識的に壁かべをつくって、他人を弾はじいている。

　そう将人を分ぶん析せきしたのは、将人の友達のひとりだ。

　それを聞いたとき、由は絶対違ちがうと思った。

　だって、そんな排他的な人間が、隣りん家かに住んでいた子供を引き取り、なにくれとなく心を砕くだいて育ててくれるはずがないから……。

　でも、今の将人を見ていると、なんだか少しだけその思いが揺ゆらいだ。

（もしかして、今までが特別だったのかもな）

　今回の件で怒おこらせてしまったせいで、これからずっとこんな調子だったら嫌いやだな、と思う。

「じゃ、とっとと夕食の支し度たくしてくる。──将人さん、なんか食いたいものある？」

　キッチンに向かう前に声をかけた。

　だが、やはりしばらく待っても返事はない。

「リクエストないなら、適当に作るな」

　将人相手に、こんな気まずさを感じたのははじめてだった。







　夕食の間も、将人はずっと不機嫌そうな顔をしたまま黙っていた。

　食事が済むと、後片づけが終わったら来いと言い残して、またリビングに戻もどっていく。

　言われたとおりに後片づけを終えた由は、少しでも機嫌が直ってくれればと祈いのるような気分で、甘党の将人のためにデザートを作った。

　作り置きの桃もものコンポートにバニラアイスを添そえたものとコーヒーを持参して、リビングに向かう。

「──はい、デザート」

　いつもは喜んでくれるのに、今日の将人はデザートに見向きもしなかった。

　将人はやたらと苦そうにコーヒーを飲んでから、ゆっくりと正面に座った由を見る。

「由、なんで黙ってた？」

「なんでって……。ひとりでなんとかできると思ったから。そんなたいしたことじゃないし」

「たいしたことじゃないって？」

　表情も口調も落ち着いていた。

　だが、将人が怒りを懸命に堪こらえようとしているのがわかる。

　場の空気が、ピリピリしているから……。

「うん。ちょっと最初にみんなとのコミュニケーションをしくじっただけだ。大だい丈じよう夫ぶ、これから徐じよ々じよに挽ばん回かいしてくからさ」

　将人のまとう空気に負けないように、由は元気に笑ってみせた。

「俺が物もの怖おじしない性格だって、将人さんだって知ってるだろ？　この程度のことじゃ全然めげないしさ。大丈夫だって」

　な？　とくるんと目を見開いて、微笑ほほえんだまま、まっすぐ将人の顔を見る。

　将人は軽く片かた眉まゆをひそめ、探さぐるようにその視線を黙って受け止めていた。

　だが、やがて諦あきらめたかのようにコーヒーカップに視線を落として、長いため息をついた。

「由、おまえ、そういうところは、ガキの頃ころからちっとも変わってなかったんだな」

「そういうところって？」

「妙みように意固地なところだ。自分でいったんこうと決めると、梃て子こでも動きやがらねぇ」

（……確かに）

　死んだ母親からは、由は頑がん固こで意地っ張りだと良く言われていた。

　将人の家に来てからは、将人が甘いせいで大たい抵ていの願いが叶かなってしまうものだから、そんな指し摘てきを受けることもなくなっていたけど……。

「俺もやっぱり駄だ目めだな。変わりたくても、そう簡単には変われねぇ」

　ため息混じりの将人の言葉に、由は首を傾かしげた。

「将人さんでも、変わりたいなんて思ったりするんだ」

　他人の評価など全然気にせず常にマイペースだから、そんな風に考えることがあるなんて、なんだか意外だ。

「あ～。まあ、場合によってはな」

　将人は、自じ嘲ちよう気味に微笑んだ。

「話がそれたな。──あのな、由。俺には今回の件は放っといて良いことだとは思えない」

「え、でもさ」

　口答えしようとする由を、「良いから、黙だまって聞け」と将人が制した。

「俺みたいな片寄った人間が子育てすること自体、間ま違ちがいだったんだ。でな、由。おまえ、ちゃんとした家に養子に入る気はないか？」

「なに、それ……」

　いきなりなにを言いだすのか、さっぱりわけがわからない。

「将人さん、俺をからかってんの？」

　探るように顔を覗のぞき込むと、将人は首を横に振ふった。

「いいや、本気だ。ちゃんと家族の役割を果たせる人間と暮らしたほうが、生活面でも精神面でも良いんじゃないかと思うんだ」

「……あり得ない。──将人さん、俺がいま何歳か、ちゃんとわかってる？」

　いきなり妙なことを言いだす将人に、由は本気であきれた。

「もう高校生なんだ。親元離はなれてひとり暮らししてる奴やつだっているような年ねん齢れいなんだぞ。養子にいくような歳じゃないって」

「あ～、それもそうか。……だったら、ひとり暮らしするか？　学校の近くにマンション買ってやるから」

「え？　ちょ、ちょっと待てよ。なんでそういう話になんだよ。もしかして将人さん、俺のこと、この家から追い出したがってるのか？」

　いじめに遭あうような養い子を、さすがに持て余してしまったんだろうか？

「そんなわけないだろうが」

「だったら、なんでだよ」

　わけがわからない。

　今まで、ふたりでうまくやってきたつもりだったのに、なぜいきなりこんなことを言われなきゃならないのか。

「……だって、おまえ、いじめられてるんだろ？」

「いじめられてるったって、そんな大おお袈げ裟さなもんじゃないし……。──あ、金原先生がなんか大袈裟な話をしてったんだな。なに言われたんだよ」

「なにって……、まあ、おまえがクラスメイト達から微び妙みように距きよ離りを置かれてるって」

「そんなの、俺は全然気にしてないぞ。別にひとりでも平気だしさ」

　無理して群れるより気楽で良いと、わざと明るく笑ってみせたのだが、将人は表情をゆるめなかった。

「だが、いつまでも妙な噂うわさを囁ささやかれるのは嫌だろう？」

　噂、と聞いて、ギクリと身がすくむ。

　でも金原の耳にあの噂は入ってないんだから、将人だって知るわけはないのだ。

「噂って、どんな？」

「だから、あれだよ。……俺が金でおまえを買って囲ってるとか、愛人契けい約やくを結んで世話を見てるんだとか……。まあ、そういう噂だ」

　将人は、由から視線をそらすと酷ひどく気まずそうに言った。

（あんの噓うそつきっ！）

　いじめの件で話し合ったとき、金原は噂を知ってるそぶりを全然みせなかった。

　でも実は知っていたのだ。

　その癖くせ、そらっとぼけて由に事情を話すようにと促うながして……。

（ひとりで言い訳考えてたの、馬ば鹿かみたいじゃないか）

　ムカムカと腹の中から怒りがこみ上げてくる。

　将人は、顔を伏ふせ拳こぶしを握にぎって、この場にいない人間への怒りを静めようとしていた由の様子を、違う風に勘かん違ちがいしたようだった。

「おまえ、噂の内容を知らなかったのか？」

　まずいことを言ったかと、口に手をあてている。

「知ってたさ」

　この期ごに及およんで惚とぼけても仕方ないと、由は開き直って答えた。

「そうか、良かった。……って、いや、良くはないな」

　将人は少し複雑そうな顔で苦く笑った。

「おまえも知ってのとおり、俺は死んだ両親とは殆ほとんど一いつ緒しよに暮らしたことがないんだ。だから、おまえとの暮らしは新しん鮮せんで楽しかったよ。……でもな、独身男が血の繫つながりのない子供を引き取るなんてのは、世間的に見て、やっぱりちょっと変なんだろう。これで俺が貧びん乏ぼう人だったら美談に化けることもあるだろうが、困ったことに金が余ってるときたもんだ。金にものを言わせて、いたいけな子供を良いようにしてるって思われても仕方ない。……っていうか、そんな風に憶おく測そくしたほうが楽しい奴らがいるから、こんな変な噂もたったんだろうよ」

　噂を消すためにも離れて暮らしたほうが良い、と将人が静かに言う。

「嫌いやだっ！」

　由は、ぶるぶるっと首を振って、将人を睨にらみつけた。

「なんであんな馬鹿げた噂なんかに振り回されて、俺がこの家を追い出されなきゃならないんだよ。絶対に出てかないからな！」

「由……」

　将人は、由の剣けん幕まくに驚おどろいたようで、一いつ瞬しゆんだけ言葉に詰つまった。

「……そうは言ってもな。おまえだって、いつまでもあんな噂を囁かれるのは嫌だろう？」

「嫌じゃない」

「噓つくな。嫌だったから、俺にも内ない緒しよにしてたんだろうが？」

「違ちがうって！　俺が将人さんに内緒にしてたのは、こんな噂を知ったら、将人さんが嫌な思いをするって思ったからだ。自分が嫌だからじゃない」

「俺が？」

「うん。だって、普ふ通つう嫌だろ？　親切心でやったことをあんな風に言われたらさ」

（──あっと……そっか……。嫌だから、俺を追い出そうとしてるのか）

　不意に、ストンと腑ふに落ちた。

（……将人さんが嫌なら、出てくしかないか）

　ここから出ていきたくないと思うのは、由の我が儘ままだ。

　被ひ保ほ護ご者しやとしての立場をわきまえれば、保護者である将人が決めたことには素す直なおに従うべきなんだろう。

（俺は、ここが良いのに……）

　家うちの子になるか？　と将人に聞かれた日から、由にとっての自分の家はここだった。

　両親と暮らした家が勝手に壊こわされたときだって、思い出を踏ふみにじられたような気がしてショックを受けはしたけど、家が無くなったこと自体はさほど深刻には受け止めなかった。

　だって、あの家はすでに空き家だったから。

　あそこでいくら待っていても、もう両親は戻もどってこないとわかっていたし……。

　本当の『家』は建物じゃなく、そこにいる『人』なんだと、由は思う。

　家の子になるかと聞かれたあの日、由は将人の内側に入れてもらった。

　だから、将人のいる場所が由の家なのだ。

（……でも、ひとりになるのか）

　この家から出て、ひとり暮らしをする自分をイメージした途と端たん、目ま蓋ぶたがじわっと熱くなってきた。

（やばっ）

　由は、慌あわてて瞬まばたきして、目蓋の熱を逃にがした。

「……将人さんが、あんな噂を囁かれるのが嫌だって言うんなら、出てくけど」

　言いたくない言葉を、嫌いや々いやながら絞しぼり出すようにして由は言った。

「いや、俺は嫌じゃない。周囲になにを言われようが気にならない性質たちだしな」

「だったら、今まで通りでいいじゃないか」

「そうは言ってもなぁ……。あの手の噂は、他人にとっては面おも白しろくて仕方ないもんだし、いつまでたっても消えないぞ。放置しとくわけにもいかないだろう」

「俺は噂に振り回されるほうが嫌だ！」

　煮にえ切らないことを言う将人に苛いら立だって、由は叫さけんだ。

「いじめなんて全然平気だし、あの噂がもしも本当のことで、それで陰かげ口ぐちを言われても俺は全然気にしなかった。──ってか、むしろそれでも良い。それで、将人さんが肩かた代がわりしてくれた父さんの負ふ債さいを、少しずつでも返していけるんなら、むしろ楽でありがたいぐらいだしさ」

（女の子だったら、そういうのもありなんだろうけど）

　男の自分じゃ無理、と自分の言葉に心の中で突つっ込む。

「……凄すごいこと言うなぁ」

　さすがに、これには将人もあきれたようだった。

　なんだか酷く困った顔をして、グシャグシャと硬かたい髪かみを搔かきむしっている。

「でも、男の俺じゃこの方法は無理だよな」

　自分でも凄いことを口走ってしまった自覚がある由は、笑って誤ご魔ま化かそうとしたが、

「いや、そうでもない」

　と言う将人の声に、ぽかんと口をあけた。

「え……。将人さんって、そっちの趣味あったんだ」

　一緒に暮らしはじめて三年、その手の話は一度も出たことがなかったから由は驚いた。

「そっちってわけでもないんだが……」

　由のあまりの驚きぶりに、将人は気まずそうに顔をそらし、黙だまり込んだ。

　眉み間けんに深い皺しわがより、腕うで組ぐみをして何事かを真しん剣けんに考え込んでいるようだ。

（どうしたんだろ？）

　なんだか妙みような緊きん張ちよう感かんを感じて、由はちょっと居い心地ごこち悪く居住まいを正した。

「──由、さっきのは本気か？」

　しばらくして、将人が目をそらしたままで聞いた。

「さっきのって？」

「噂うわさがホントだったら、むしろ楽でありがたいって……」

「うん」

　少し考えてから、由は頷うなずいた。

　否定したら、いじめも噂も全然平気だと言ったのが、強がりの噓だと思われてしまいそうだ。

　そうなったら、やっぱり別々に暮らそうと言われかねない。

　ひとりになるのだけは絶対に嫌だ。

（噂が本当になったら、今までよりここにいて良い理由が増えるんだよな）

　この家に由がいられるのは、『家の子になるか？』と将人に聞かれて頷いた、あの日の口約束の結果だ。

　そこにもうひとつ約束を積み重ねれば、ここにいられる理由ももうひとつ増えることになる。

　どんな形であれ、この家に自分がいても良い理由が増えるのは、今の由にとっては嬉うれしいことだった。

「俺じゃ、そういう役には立たないかな？」

　俄が然ぜん乗り気になって由が聞くと、将人はまた髪をグシャグシャと搔きむしった。

「なあ、由。おまえ、やることの意味、わかってて言ってるか？」

「わかる。もう子供じゃないんだからさ」

「ほんとかねぇ……」

　疑わしげな将人は、いきなりテーブルごしに身を乗り出し、由の胸むな元もとをむんずとつかんだ。

「わっ」

　この不意打ちに、由は抵てい抗こうする間もなく引き寄せられて、思わずテーブルに両手をついてしまう。

　なにすんだ！　と怒ど鳴なるより先に、唇くちびるに唇が触ふれる。

（──え?!）

　由が状じよう況きようを把は握あくするより先に、由の胸元をつかんでいた将人の手が離れ、バフッとソファーに突き飛ばされた。

「こういうことをするんだぞ。気持ち悪いんじゃないか？」

「……別に」

　ちゃんとわかるって言ってるのに、実技で確かく認にんされたのが癪しやくに障さわったが、気持ち悪いとは思わなかった。

　将人のことは、子供の頃ころから大好きなのだ。

　だからきっと、どんな風に触れられても気持ち悪いとは感じない。

（女の子じゃないしな）

　由には、これも恩返しの一いつ環かんだと、割り切ることができる自信があった。

「それより、こっちのほうが気持ち悪い」

　引っ張られてテーブルについた右手が、ちょうど手つかずのデザート皿の上に乗ってしまったせいで、右手はすっかり溶とけきったバニラアイスまみれ。

　由は、その指先から落ちる溶けたアイスの雫しずくが床ゆかを汚よごすのを見て、慌ててデザート皿の上に手をかざした。

　その手首を、将人がつかんで引き寄せ、指先に溜たまる雫を舌ですくう。

「──甘いな」

　甘党の将人は、美味うまそうになおも指を舐なめた。

「……そりゃそうだよ。アイスだし」

（く、くすぐったい）

　指の間まで丹たん念ねんに舐める舌の感かん触しよくが、くすぐったくてたまらない。

　次いで、もうアイスがついていない指を唇でいきなり銜くわえられ、由は思わず手を引っ込めた。

「そんなに食べたいなら、まだあるから作ってくる」

　そそくさとテーブルの上を片づけて、キッチンに小走りで逃げた。

　将人の舌も唇も、湿しめってて熱かった。

　将人に銜えられた指先が、ジンジンしてなんだか熱い。

　前に一度だけ、将人から頰ほおをべろんと舐められたことがあったけど、あのときは特別なにも感じなかったのに……。

（なんだ、これ……）

　手を洗うついでに、ジンジンする指先を流水に晒さらした。

　指の熱さが収まったぶん、今度は妙に顔が熱いのが気になってくる。

（どうなってんだ？）

　ひとり混乱しながら、由はざぶざぶと勢い良く水で顔を洗った。







　その後、新しいデザートを持って将人の元に戻もどったら、本当に嫌いやじゃないのかと将人に念を押された。

　由が頷くと、将人は苦々しそうな顔で、ぐしゃっと硬い髪をかき上げた。

「ったく、由は男前だな」

　潔いさぎよいにもほどがある、と怒おこった口調で将人がつけ加える。

「なんだよ、それ？　誉ほめてんの？　それとも怒ってる？」

「どっちも違ちがう。俺は困ってるんだ」

「なんで？」

　したいか、したくないかの単純な二者択たく一いつだ。

　悩なやむほどの問題じゃないと思うのに……。

「なんでって、そりゃ……」

　将人がなにかを言いかけて口ごもり、ガクッとうなだれると長くため息をついた。

「……俺は、おまえほど男前じゃないんだ」

「そっかな？　シャキッとしてるときは格好いいと思うけど」

「シャキッとしてないときは駄だ目めだってことだろうが」

　うなだれたまま、将人が手招きしている。

　テーブルを回り込んで近寄ると、手首をつかまれた。

「噂を本当にしよう。──一晩、いくらにする？」

　聞かれて、由はちょっと戸と惑まどった。

「そんなこと決めなくて良い」

「駄目だ。この先ずっと、金で縛しばられたくはないだろう？」

（金？）

　由は、将人の言葉に微び妙みように違い和わ感かんを感じた。

　金じゃなく恩を返す手段だと思っていたから……。

　由が戸惑っているうちに、将人が具体的な数字を提示した。

「……正気？」

　普ふ通つうのサラリーマンの年収に匹ひつ敵てきする金額に、由はぽかんと口をあけた。

　あまりにも常識外れすぎる。

　将人のお金嫌ぎらいは良く知っていたつもりだったけど、ここまで感覚がずれているとは思わなかった。

　そして由は、自分の値段を自分で値切って下げるという奇き妙みような体験をすることになったのだった。







　綺き麗れいに身体からだを洗ってから将人の元にいくと、どっちの部屋がいい？　と聞かれた。

　見慣れた部屋では、あまりにも日常に近すぎて微妙に抵抗があったから、由は普ふ段だんから誰も使わない客間を選んだ。

　部屋に入ってすぐにパジャマのボタンを外そうとしたら、将人に手をつかまれて止められた。

「おまえには、羞しゆう恥ち心しんはないのか」

　あきれたように将人が言う。

「一いつ緒しよに風ふ呂ろ入ったことだってあるんだし、恥はずかしくなんかない」

「風呂？　ああ、あれか。おまえん家ちの家族旅行に便乗したときか……。おまえ、あんとき何年生だったっけ？」

　将人の手が頭の上にバフッと載のる。

「小学三年」

　いつもは、くしゃっと髪かみの毛を撫なでただけで離はなれていく手が、頭の形をなぞるようにゆっくりと降りていく。

「あの頃に比べれば、それなりに育ったよなぁ」

　降りてきた手が頰に触れたかと思うと、いきなり指で頰を強くつままれた。

「おお、柔やわらかいな。もちもちだ」

「あにふんだ」

　むに～っと頰を引っ張られて、由はむっとする。

「品定めしてるんだ。──この身体を売ったのはおまえだろうが？」

（そりゃそうだけど……）

　将人の指が頰から上うわ唇くちびるに移動して、またつままれて引っ張られた。

「この犬歯もなぁ。目立つから矯きよう正せいさせたほうが良いんじゃないかって、氷ひよう藤どうなんかは言うんだが」

「ほのままへひひ」

「だよな」

　上唇から、指が離れた。

「うん。──母さんも矯正してなかったしさ」

「そういや、そうだったか」

　将人は由の頰に手を添そえると、その顔を見て、ちょっと懐なつかしそうに微笑ほほえむ。

「笑ったときにひょこっと覗のぞくのが、愛あい嬌きようがあって可愛かわいいしな」

　唇の上から、確かめるように指先で犬歯をぐりっと押した。

　その指が、唇の形をなぞるように動いたかと思うと、そのまま顎あごへ、喉のどへと、つつっと滑すべり落ちていった。

「……くすぐったいんだけど」

　指先が肌はだの上を滑る微かすかな感触に、肌がむずむずする。

「いいから、じっとしてろ」

　後ずさろうとしたら、もう一方の腕うでが腰こしにまわって止められた。

　鎖さ骨こつの形をなぞっていた指が、もっと下に降り、パジャマのボタンを器用に外しはじめる。

（なんか変な感じだ）

　目線で、将人の指の動きを追っていた由は、なんだかいたたまれない気分になってきた。

　自分で脱ぬぐのは平気なのに、脱がされてると思うと微妙に緊張する。

　じっくりと、値ね踏ぶみするように見られているのもやたらと気になる。

（いつも見てんのに……）

　この家でふたりで暮らすようになってから、毎日顔を突き合わせて生活してきたのだ。

　今さら、そんなにじっくり見る必要もないだろうに……。

（こんな無む駄だなことをしてないで、さっさとやっちゃえば良いんだ）

　中ちゆう途と半はん端ぱな状態が長引けば長引くほど、緊きん張ちよう感かんが増してくるような気がした。

　将人が今どんな顔をしているのかを見るのがなんとなく気き恥はずかしくて、由は俯うつむいて手の動きだけを見ていた。

「……っ……」

　パジャマのボタンを全部外した手が、するっとパジャマの内側に滑り込み肩かたのラインを撫でていく。

「おまえ、全体的に薄うすっぺらいよな」

「しょうがないだろ。太れないんだからさ。でも、春の計測では、握あく力りよくも背筋力も人並みだったぞ」

「へえ、そりゃ凄すごい。筋肉なんか全然ついてなさそうなのに……」

　手が背中にまわっていって、肩から滑り落ちたパジャマの上着が床ゆかに落ちた。

　背骨のラインをなぞるように、すすっと手が滑っていく。

「わわっ！……ちょっ」

　ぞわっと、寒いような、むず痒がゆいような、なんとも言えない感覚がそこから全身に走って、たまらず由は将人のシャツをつかんだ。

「ん？　おまえ、背中が弱いのか」

　頭の上で楽しそうな声がする。

「ば、馬ば鹿かなこと言ってないで、さっさとやれよ」

　なんだか無む性しように恥ずかしくて、顔が上げられない。

「はいはい」

　苦く笑しよう混じりの返事の後、将人の手が今度は下着の中に入ってきた。

「わっ、え、ちょっと……」

　条件反射で引きかける由の身体を、将人の左ひだり腕うでががっしり押さえ込み、逆に引き寄せた。

　下着の中の右手が、由自身を握にぎり込み、反応を確かめるようにそうっと刺し激げきしてくる。

「……っ……ん……」

（うわっ、なんか、いつもより……）

　自分の身体が、将人の手の動きにあっさり反応するのがわかった。

　強く擦こすり上げられているわけでもないのに、じわっと熱が集まってきて、鼓こ動どうが速くなる。

「んん……ちょっ、将人さん、まてって……」

　由は、シャツをつかんだままの手で、将人の胸を何度か叩たたく。

「……どうした？　やっぱり怖おじ気づいたか？」

　緩ゆるやかに動いていた将人の手が止まり、腰を拘こう束そくしていた左手が首の後ろに移動して、クッと上を向かされた。

「今ならまだ、クーリングオフを受けつけるぞ」

「それ、立場が逆。買ったのは将人さんなんだからさ」

「そうか……。で、どうする？」

　将人が、まるでからかうかのような笑えみを含ふくんだ声で聞いてくる。

　馬鹿にされたみたいで、由はちょっと面おも白しろくなかった。

「怖じ気づいてなんかない。ただ、その……早く達いっても、笑ったりからかったりするなって言いたかっただけで」

　人の手に触ふれられるのと、自分でするのとは勝手が違ちがいすぎる。

　コントロールできる自信がなかった。

「……それだけか？」

「うん。──将人さんのほうこそ、怖じ気づいてんじゃないのか？」

「……実は少し」

　将人は唇の端はしを上げて、自じ嘲ちよう気味に微笑んだ。

「あんがい度胸無いのな。……別に、止やめても良いけどさ」

　とはいえ、止まらないものもある。

「でも、その前に、これだけは面めん倒どうみて」

　動きを止められたとはいえ、大きな手で握り込まれたままでは熱は下がらない。

　中途半端に放置されたら、さすがに辛つらい。

　由は、パジャマごしにそれを握り込む将人の手をギュッと押さえ込む。

「……おまえは、度胸がありすぎるよ」

　押さえ込んでいたはずの将人の手が、するっと由の手の下から逃にげていく。

（面倒みる気もないのか……）

　ちょっと残念なような、ホッとしたような……。

　由が微び妙みような気分になっていると、

「──わわっ」

　いきなり、将人の腕が膝ひざ裏うらにまわり、グイッと抱だき上げられた。

　ふわっと宙に浮ういたと思ったら、次の瞬しゆん間かんには、バフッとベッドの上に投げ落とされる。

「なんだよ、乱暴だ──」

　苦情を言い終わる前に、唇で唇を塞ふさがれた。

「……んっ……んん……」

　触れるだけじゃない、深いキス。

　はじめてのキスに、どう応じて良いか、ためらう間もなかった。

　口こう腔こう内を乱暴に荒あらされ、舌を強く搦からめ捕とられる。

　微かな痛みを伴ともなってはいたが、それは痺しびれるような甘い刺激に満ちていた。

「……っ……ふっ……」

　舌先で由の犬歯をなぞるように舐なめてから、長く重なっていた将人の唇は離はなれた。

「由、やっぱりクーリングオフは無しだ」

　はじめての感覚に流されそうになっていた由の耳に、将人が囁ささやく。

　それに答える間もなく、また唇を塞がれた。

　同時に、さっきまではそうっと表面をなぞるだけだった指先が、肌に強く食い込む。

（こっちのほうが良いな）

　中途半端に観察されるより、勢いに流されてしまったほうが余計なことを考えたり感じたりする余よ裕ゆうがなくて気が楽だ。

　なんとなくホッとした気分で、由は将人の肩に手を伸のばした。







「……っん……っ……まっ……まって……」

　踵かかとを突つっ張ってずり上がろうとしたが、ベッドに上半身を起こしたまま由の身体からだを好き勝手していた将人に、ふくらはぎをつかまれてずるっと引き戻もどされた。

「なんだ、もう疲つかれたか？　まだ、こっちはいけそうなのに」

　ひくついて透とう明めいな液を零こぼしているそれを、将人が指先で弾はじく。

「……んぅ……」

　たまらずに由は喉のどの奥で、くぐもった悲鳴をあげた。

　ベッドに引っ張り込まれてから、どれぐらいの時間が経たったのか……。

　身体中を撫なで回され、味わうように舐められ、甘あま嚙がみされて吸われる。

　くすぐったいと身をよじれば、面白がった将人に散々そこだけいじくり回された。

　くすぐったさは、すぐに甘あま痒がゆいような感覚に変わり、そして快感と呼ばれるざわっと甘く痺れるような感覚へと変化していく。

　自分でも触れたことのない身体の奥を指で開かれ、内ない壁へきを探さぐるように擦り上げられても、不快感は感じなかった。

　最初から警けい戒かい心がまったく無かった由の心と身体は、その未知の感覚をすんなりと受け入れることができている。

　将人の指の動きひとつで、由の身体は面白いように跳はねて震ふるえた。

（なんか、これ、すごい……）

　自じ慰いしたときは、一度出してしまえばスッキリできた。

　でも今は、二度、三度と続けざまにいかされても、由の身体の熱は一向に収まらない。

　肌はだに受ける直接的な刺激だけじゃなく、将人の体温や息づかいを感じるだけで、身体の奥深いところから熱が滲しみ出てくる。

　自分でも知らなかった感覚が、将人によって次々に掘ほり起こされているのが、はっきりと自覚できた。

　でも、そろそろ限界だ。

「疲れたんじゃない。そう…じゃなくて、俺は、もういいからさ、そろそろ、将人さんも楽しめば？」

　これ以上よくなったら、本当にわけがわからなくなりそうだ。

　ちょっと怖こわいし、それに自分だけが楽しんで将人を楽しませてやれなかったら、それはそれで立場上やっぱりまずいだろう。

「由、あのな……」

　将人は、由の膝をつかんでグイッと開いた。

「ここに俺を入れるんだぞ。怖くないか？」

　いったん引き抜ぬいた指が、再び由の身体を開いて中を探る。

「んっ……わくっない……」

　潤じゆん滑かつ剤ざいによって滑すべる指に良いところを探り当てられ、ぬるっと擦り上げられる。

　由は、深いところからこみ上げてくるたまらない痺れに、ゾクッと身み震ぶるいした。

「……っ……んん……んっ……」

（だから、も、やばいってのに……）

　懸けん命めいに声を出さないよう抑おさえていたが、これ以上はもう堪こらえられそうになかった。

　うっかりと変な声を出さないよう、由は唇くちびるに手の甲こうを押しつけたが、将人に手首をつかまれ引き剝はがされた。

「なんで声出すのが恥はずかしいんだよ」

　中の指が動いて、くっと強く一点を押した。

「あ、やあぁっ」

　その途と端たん、身体が勝手にビクッと跳ねて、悲鳴が零れる。

（わわっ）

　いつもと違う調子の、微かすかにかすれて甘ったるい自分の声が無む性しように恥ずかしくて、由は唇をギュッと嚙んだ。

「……っ……ぅ……」

「変な奴やつだな。裸はだかになるのも触さわられるのも全然平気なくせに、声だけは駄だ目めだなんて……」

（うっさい）

　口を開くと、また甘ったるい声が零れてしまいそうで、由は心の中だけで悪態をついた。

　将人の言うとおりで、肌を晒さらすことも触ふれられることにもなんら抵てい抗こう感はないのに、声を出すのだけはどうしても駄目だったのだ。

　最初に甘ったるい声が出たときは、自分で自分の耳を疑ったぐらいだ。

　あんな女め々めしい声を自分が出せるなんて、どうしても信じられない。

　男なんだから触られて身体が反応するのは当然だと思ってたけど、あんな甘ったるいよがり声まで出るなんて予想もしてなかった。

　無意識にそんな声を出してしまう自分が、なぜだかとても恥ずかしい。

　と同時に、そんな声を将人に聞かれるのにも、なにか抵抗がある。

　正直言って、なんでそんなに拘こだわるのか自分でも変だとは思うのだ。

　我が慢まんするより、声を出してしまったほうが、たぶん楽だろうって思うのに……。

「……っさいな。も、早くやれってば」

　急激な快感の波が収まったのを見はからって、由は口を開いた。

「おまえ、色気無いなぁ」

「うっさい。色気のオプションはついてないからな」

　あきれ顔の将人に、由はべっと舌を出した。

「色気はつけるんじゃなくて、出てくるもんだ」

　唇の端はしを上げて、愉ゆ快かいそうに将人が微笑ほほえむ。

「出てくる？　どっから？」

　男の色気というフレーズは良く聞くが、あれは人生経験とか年ねん齢れいとかを重ねて身につける類たぐいのものだろうし……。

「どっからって……」

　不思議そうに見上げた由を見て、将人は軽くフリーズした。

「そういうとこ、子供だよなぁ」

　今さらだが罪悪感が……、と将人は独り言のように呟つぶやく。

「気にすんなよ。納なつ得とくずくなんだからさ」

「はいはい。──じゃあ、納得ずくでいただくか」

「……んっ……」

　ずるっと内側から指が引き抜かれるなんともいえない感覚に軽く呻うめく。

　異物が無くなってホッとするどころか、逆になにか物足りなさを感じている自分に、由は少し戸と惑まどった。

「傷つけたりしないから、安心して力抜ぬいてろ」

　覆おおい被かぶさってきた将人がそう囁ささやきながら、軽いキスをくれた。

　その唇が離はなれた途端、やっぱり物足りなさを感じている自分に戸惑う間もなく、熱いモノが押しあてられた。

　ググッと少しずつ、指とは比べものにならない存在感に身体を押し開かれる。

「んあ……、やっ……あぁ──」

　身体の中に、熱い塊かたまりが徐じよ々じよに埋うめ込まれるたび、唇から熱い息も押し出されてきた。

　唇を嚙んだぐらいじゃ抑えきれなくて、由は慌あわてて両手で唇を押さえる。

「……う……ん……っ」

「痛いか？」

　心配そうな声に、唇を押さえたまま首を横に振ふった。

（……でも、変）

　痛くはないけど、熱くて苦しい。

　苦しいのに、埋め込まれる熱さに不思議な充じゆう足そく感があるのはどうしてだろう。

「ここを過ぎたら楽になるから、もう少し我慢な」

　噓うそだ、と由は思った。

　奥へ、奥へと熱が埋め込まれ押し込まれるたび、身体からだの熱が上がっていくから……。

（……あつい。なんだ、これ……）

　唇を押さえ込んでいるせいで、鼻呼吸だけでは吐はき出せない熱い息が凝こごって、喉のどだけじゃなく胸のあたりまで熱い。

「全部入った。……予想以上に、いいな」

　将人がいったん動きを止める。

　ホッとした由は、頷うなずきながら唇を押さえていた指の力を緩ゆるめ、その隙すき間まから浅く速い呼吸を繰くり返した。

「……んっ」

　それを見はからったかのように、ずるっと中で将人が引き抜きかけ、そして再び強く奥まで突つき入れる。

「──んああっ！」

　熱い衝しよう撃げきに、堪えきれず由は叫さけんだ。

「やっ、やぁ……あ……まてっ…て……」

　慌てて唇を押さえようとした両手を簡単につかまれて、片手で頭の上に押さえ込まれた。

「いや……だ。手……放せよ。──んぁ……あっ……はあ……」

　暴れたいのに、熱く痺しびれていて身体に力が全然入らない。

　ゆうるりと中をかき混ぜるように動く熱い塊の感かん触しよくだけが妙みようにリアルで、そこから感じられる感覚だけに意識が集中してしまう。

「……や……あっ……ふああ……」

　耳元にキスしてくる将人に、お願いと、熱い息と共に訴うつたえたが、駄目だと言われた。

「その声もひっくるめて買ったんだからな」

「……んんっ──！」

　耳元で囁かれ、ゾクッと背筋が痺れた。

「その身体も、声も、今は全部俺のものだ」

（将人さんって、こんな声だったっけ）

　いつもの眠ねむそうな吞のん気きな感じじゃない、低い男の声。

　ぶっきらぼうな口調が、まるで知らない人みたいでちょっと怖こわい。

　怖いのに、もう少しでいきかけるぐらいに、その声にゾクッと痺れた。

（……もっと、聞いてみたい）

「んあ……っあ……あ。……まさと…さ…」

　返事をして欲しくて名前を呼んだのに、与あたえられたのは深いキス。

　美味おいしそうに歯列をなぞり、唾だ液えきを吸い取られる。

「……ん……んふ……」

（あつい……）

　熱い塊に奥深くをえぐられ、唇くちびるからは熱い息を吹ふき込まれて、熱くてたまらない。

　侵しん蝕しよくするこの熱が、快感と呼ばれるものの一種なのだと、与えられる熱を貪むさぼろうとする自分の身体が教えてくれた。

（熱くて、……溶とけそ）

「や……もっと……」

　いつの間にか解放されていた両手で、由は将人の首にしがみつく。

　熱に浮うかされて、もう自分の声を恥はずかしがる余よ裕ゆうもなくなった。

　由は、ただ無我夢中で将人の動きを追うことしかできなくなっていた。
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（……あんなんだとは、さすがに思わなかった）

　自じ慰いの気持ち良さはとうに知っていたから、セックスもその延長線上だろうと想像はしていた。

　でも、あれはちょっと想像以上だった。

　あまりにも気持ち良すぎて、癖くせになりつつある自分がちょっと怖い。

（将人さん、エロいし……）

　この三年一いつ緒しよに暮らしていたけど、シモネタ系の話を将人としたことはなかった。

　将人自身も、そっち系の相手がいるようなそぶりはみせたことがなかったから、淡たん泊ぱくなほうなのかと思ってすらいたのに、まったくとんでもない勘かん違ちがい。

　いったんそっちモードに入ってしまうと、普ふ段だんのものぐさぶりが噓のようにマメだし積極的で、由が疲つかれ切ってぐったりするまでやめてくれない。

　一応、由の身体に負担をかけているとわかっているようで、それなりに日にちをあけて手を出してくるけれど……。

　そんな風に、週に一、二度、将人とセックスするようになったこと以外、由の家での生活には変化はない。

　だが、学校での生活は劇的に変化していた。

　噂うわさを将人に知られて、本当にしてしまったことで由がすっかり開き直ったせいだ。

　それまでの由が、いじめに対して消極的な態度しか取らなかったのは、騒さわぎが大きくなれば必然的に将人の耳に噂が届いてしまうと思っていたからだ。

　でも将人にすべて知られてしまった今となっては、黙だまって大人おとなしくしている必要はまったくない。

　当番をさぼられて不愉快だったらはっきりそう言うし、自分からクラスメイトに話しかける機会も増えた。

　うっかり陰かげ口ぐちや嘲ちよう笑しようなんかを聞いてしまっても、気にならなくなっている。

　最近では、操や桂子と一緒に行動することも多い。

　由と一緒に居ることで、彼女たちがいじめの対象になる不安はあったが、もしもそんなことになっても、自分が楯たてになってやればいいと開き直った。

　女子と仲良くつるんでいる由に対して、「おかまちゃん」と露ろ骨こつにからかってくる奴やつらもいたが、由は冷ややかな視線を向けるだけで済ませていた。

　そうすれば大たい抵ていは黙るし、俯うつむいたり強く否定すれば、逆に面おも白しろがらせるだけだと知っていたからだ。

　そんな風にしているうちに、露骨にからかってくる数人を除いた他ほかのクラスメイト達は、由に対してそれなりに話しかけてくれるようになっていた。

　操は、「ふたりが言ってたとおり、時間が解決したね」と我がことのように喜んでくれる。

　桂子はというと、「油断禁物かも」と不ふ吉きつなことを言う。

　でも、とりあえずは、平和な日々が戻もどってきたように由には思えた。










　ごりごりと、キッチンにごますりの音が響ひびいている。

「由くん、まだ駄だ目め？」

　長い足を組んで床ゆかに直接座り、白ゴマをすっていたのは、将人が以前小説を出版してもらっていた出版社の編集者で、担当でもあった塚つか田だだ。

　仕事帰りに遊びにきた塚田は、スーツを脱ぬぎ、この家に置きっぱなしのマイエプロンを装着して、夕食の支し度たくの手伝いをしてくれていた。

「まだ、もうちょい」

　由がすり鉢ばちの中をひとめ見て答えると、塚田はがっくりとうなだれた。

「市し販はんのゴマだれじゃ駄目？」

「うん。作りたてのほうが風味が良いし。それ終わったら、そのスダチも搾しぼって」

　今日は、将人の勤め先の社長で友達でもある氷藤が、夕食がてら遊びにくることになっていた。

　手みやげにしゃぶしゃぶ用の高級肉を山ほど持っていくからと予告されていて、無類の肉好きの由はそれを美味おいしくいただくための準備に余念がないのだ。

「ポン酢ずも手作りかぁ。毎日美味しいものが食べられて、一条先生が羨うらやましいよ」

　会社近くのマンションでひとり暮らしをしている塚田が羨ましそうに言った。

「塚田さんにも食わせてやるから、遠えん慮りよしないでいつでも家に来な」

「それがなかなか……。最近、人手が足りなくて、ここん家ちの夕食時に間に合うように帰れなくってさ」

「桐きり生ゆうさんって、まだ帰国してないんだっけ？」

「半月前にデンマークから連絡来たっきり。今はどこにいるんだか」

　ため息をついた塚田は、自社の社長の自分勝手な行動を嘆なげいて、天てん井じようを仰あおぐ。

　塚田の勤務先は、『生い駒こま書しよ房ぼう』という海外の児童文学を翻ほん訳やくして出版するのをメインの仕事とする出版社だ。

　社長である桐生が大学時代に起業した会社で、塚田は在学中から社員として働いている。

　ちなみに、出資金を出したのは将人だ。

　大学時代から児童文学や童話をこよなく愛していた桐生は、同時にインドの神々も偏へん愛あいしているという、ちょっとばかり浮うき世よ離ばなれした人物だった。

　当時から、自分の多すぎる財産を毛け嫌ぎらいしていた将人は、こいつに出資しても絶対に損をするだけで終わるに違ちがいないと確信し大金をポンと預けたらしいのだが、予想に反して桐生の事業は大当たりしてしまい、今ではそれなりの役員報ほう酬しゆうまで毎年入ってくる。

　将人の敗因は、浮き世離れした桐生の人ひと柄がらに惚ほれ込み、周囲で事業を支えてくれた者達が、やたらと現実的な働き者だったことらしい。

　塚田も、その中のひとりだった。

「塚田さん、将人さんの年ねん齢れい知ってる？」

「俺より二つ上だから、二十九歳じゃないかな。……って、由くん、知らないの？」

　塚田にびっくりした顔をされて、由は、気まずさから曖あい昧まいに笑った。

「本人が三十手前だって言ってるから、そのぐらいだって当たりはつけてたけどな」

　将人が誕生日を祝われるのを嫌いやがるものだから、年々曖昧になってしまっていた。

「まあ、ちょっと年齢不ふ詳しような人だしね。うちの社長と一緒で、微び妙みように浮き世離れしててつかみ所がないし」

「それ、大学時代から？」

「そうだね」

「彼女なんて、いたのかな？」

「え？」

　何気ない感じで聞いたつもりだったのに、塚田はまたしてもびっくりした顔をした。

「由くん、今日はどうしたの？　一条先生となんかあった？」

「なにもないっ」

　思わず語気が強くなってしまう。

「ただ、ちょっと気になっただけで……」

　そう、ちょっと気になるだけなのだ。

（あんなに、エロいと思わなかったし……）

　今まで由が見てきたのは、将人の一面に過ぎない。

　セックスするようになったせいで、それまで知らなかった将人の違う面を知ってしまったものだから、もっと知らない部分があるに違いないと思ってしまう。

　そこらへんの知らないところが、妙みように気になってしまって仕方ないのだ。

「もう高校生だし、そういうことが気になる年とし頃ごろなのかね」

　ちょっとからかうような目線を向けられて、由は慌あわててかき混ぜていた鍋なべに視線を向けた。

「まあ、教えてあげたいところだけど、生あい憎にくと俺、一条先生の大学時代のことはあんまり知らないんだよね」

「へ？　だって、その頃から友達だったんじゃないの？」

「違ちがう違う。とんでもない！」

　塚田は大おお袈げ裟さに首を振ふった。

「友達ってか、後こう輩はいだったのは、うちの社長だよ。大学時代の一条先生には、俺、ちょっと怖こわくて近寄れなかったし」

「怖いって……将人さんが？」

「そう、あの頃は怖かったよ。今みたいにぼんやりしてなくて、剃刀かみそりみたいに鋭するどいイメージで、怖くて触さわれない感じだった」

「……想像できない」

　由が知っている将人は、いつもどこかぼけっとしてる面めん倒どうくさがりだったから……。

「だろうね」

　びっくりして振り向いた由に、塚田は気さくな笑えみを向けた。

「由くんを引き取ってからだよ。一条先生が変わったのは……」

「ホント？」

「うん。それ以前は、俺だってけっこうビビリながら担当してたぐらいだし」

「なんか、想像できない」

　塚田とは、由がこの家に来てすぐに知り合ったが、将人に対してそんな苦手意識を持っているような感じはまったくしなかったのに……。

「一条先生の書くものが好きだったから、なんとか続けられてたけどね」

　大学時代の話が聞きたいんなら、うちの社長か氷藤に聞くといいと塚田に言われて、由は納なつ得とくいかない気分のままに頷うなずいた。

「将人さんって、小説家だったとき、どんな話を書いてたんだ？」

「読んだこと無いのか……。基本はミステリだね。ちょっとレトロな感じの」

「……児童文学の出版社で？」

「まあ、そこは出資者さまさまだし……。でも、けっこう売れてたから、社としてはありがたかったよ。だから正直言って、サラリーマンなんかやめて執しつ筆ぴつ業に戻もどって欲しいんだけどね」

　塚田が苦々しく言った。

「でも将人さんは、小説は売れてなかったって言ってたぞ」

「寡か作さくだったけど、そこそこ売れてたよ。……たぶん、あれだ。一千万程度の年収だったから、本人はさほど売れてないと思ってたんじゃないの？　あの人、金銭感覚が庶しよ民みんと違うし」

「……ありえる」

　はっきりと具体的な金額を聞いたことはないが、将人にはなにもしなくても遊んで暮らしていける収入が毎年入ってきているようだ。

　そんな人にとって一千万程度の印税なんて、さして気にならないものだったのかもしれない。

「それだったらさ、今のサラリーのほうが絶対に少ないよな」

「だろうね。……実は以前にも年収の件を突つっ込んで、執筆業に戻るように説得したこともあるんだけど、家でゴロゴロしてたんじゃ由の教育に良くないからって、あっさり却きやつ下かだよ」

「俺のせい？」

「違う違う。養い親としての自覚ってやつさ。……それも微妙にずれてるような気がするんだけどね」

　それは、ちょっとわかるような気がする。

　由を引き取って以来、将人は普ふ通つうの家族とか、普通の生活とかをやたらと意識していた。

　将人自身は、仕事命の両親に育てられたとかで家族団だん欒らんというものを知らないらしく、そのせいで余計に『普通の家族』ってものに拘こだわってしまうらしい。

　由は、一いつ緒しよに暮らせてさえいれば、それで良いと思っているのだが……。

（今は普通じゃなくなったけどな）

　契けい約やくしてセックスする家族なんて、やっぱり普通じゃない。

　肌はだを滑すべり、きつく食い込んでくる強い指先の感覚をつい思い出してしまって、由はひとり赤面していた。
















　出汁だしに軽くくぐらせた肉を口に含ふくむと、舌の上であま～くとろけた。

「んまいっ！　この肉、最高！」

　由は、口の中に広がる肉の旨うまみをしっかりと味わって、満面の笑みを浮うかべた。

　予定よりも将人の仕事が長引いたせいで帰宅が遅おそくなり、夕食の時間も後ろにずれ込んでしまっていて、もうお腹なかペコペコだったのだ。

「空腹に勝まさる調味料は無しってか」

　すぐに次の肉を取って、出汁にくぐらせる由を眺ながめながら、将人が言った。

「この肉、空腹でなくても美味うまいって。──氷藤さん、ありがと」

　由のお礼に、氷藤は首を傾かしげて軽く微笑ほほえむ。

「どういたしまして。貰もらい物だから、遠えん慮りよせずどうぞ」

　氷藤は、外見はどちらかというと線が細く神経質そうに見えるが、実際はかなりしたたかな男だ。

　大学時代に『ice cube──アイス・キューブ』というデザイン会社を起業し、数年で業界でも一目置かれる会社へと育てあげたのだから……。

　ちなみに、起業資金を出資したのはやっぱり将人だ。

　名のあるデザイナーを有していない学生主体の会社だったから、市場に参入すること自体が難しいはず。半年と持たずに潰つぶれるか、運良く即そく死しは逃のがれたとしても会社を維い持じさせるだけで大変だろうと将人は予測したらしい。

　だが、予測は外れた。

　素人しろうと同然だった初期メンバーのひとりであるデザイナーの卵が、海外の有名な賞を受賞したことで一気に弾はずみがつき、会社名が有名になったお陰かげで仕事も倍々に増えていったのだ。

　しかも氷藤は、それなりに有名になったデザイナーを会社に縛しばりつけておこうとはせず、むしろ独立をすすめ支し援えんした。アクの強い個性を長期間囲い込むことで企き業ぎようのカラーが固定してしまうことを避さけ、新しい才能を常に補ほ充じゆうするように努めているのだ。

　その結果、常に斬ざん新しんなデザインを発信できる企業として一目置かれるようになったし、才能を伸のばし活いかしてくれる企業だからと、優ゆう秀しゆうな才能も次々と集まってくるようになっている。

　五年後、十年後に、どこまで成長しているか予測がつかないと、同業者の間では恐おそれられているらしい。

　会社勤めの経験のなかった将人が働きたいと言いだしたとき、氷藤は二つ返事でＯＫしてくれた。

　出資者で役員でもあって恩があるとはいえ、営業としては素人の将人を雇やとえたのは、企業としての余力がある証しよう拠こなんだろうと由は考えていた。

「こんな良い肉が貰える社長って良いなぁ。……うちの社長なんか、呪のろわれそうなものばっかり貰ってますよ」

　苦労して自分が作ったゴマだれで、せっせと肉を食べながら塚田がため息混じりに言う。

「呪われそうなものって、どんな？」

「燻いぶしてあるみたいな色の木き彫ぼりの像とか、絶対に開けちゃいけないと言い伝えられてる組み細工の箱とか……。会社に飾かざるのは勘かん弁べんして欲しいんですけどね」

　夜とかマジで気持ち悪い、と塚田はげんなりした顔になる。

「その点、氷藤さんとこは、環かん境きよう良さそうですよね。職種柄がら、事務所もこじゃれてるんでしょう？」

「と、思う。働いてる人間も含めて、見み栄ばえ良くまとめているつもりだから。──あ、一部例外は除くけど」

　氷藤は、夜だというのに寝ね癖ぐせがついたままの将人の髪かみをチラッと横目で見た。

　言われた本人は我関せずと言った体で、浅あさ漬づけなんぞをポリッと齧かじっている。

「……ごめんなさい」

　将人の面倒をみていると自じ認にんしている由のほうがいたたまれなくなって、ついつい謝ってしまっていた。

「由くんが謝るようなことじゃないよ。良い大人おとなが会社員として最低限の身み支じ度たくもできず、しかもそれをなんとも思わないことが一番の問題なんだからね」

　将人に対する嫌いや味みを含ませた台詞せりふを言いながら、氷藤は由を労いたわるように、目を細めて優やさしく微笑んだ。

「……はあ」

　滅めつ多たにみせないその微笑みに、由の背筋がぞわっと冷える。

　──『ice cube』の氷藤社長は、優しく微笑むときが一番怖こわい。

　そんな風に、陰で囁ささやかれていることを、周囲の人から聞いて知っていたからだ。

「将人さん、なんか会社でヘマした？」

　隣となりに座る将人の脇わき腹ばらを肘ひじでつついて小声で聞いたが、将人は「ないない」と首を横に振ふる。

「こいつが俺に厳しいのはいつものことだろう。──な、氷藤？」

「失礼な。厳しいんじゃなくて、先せん輩ぱいに対してだけは誠実で正直なだけですよ」

　氷藤が、唇くちびるの端はしを上げた嫌味な笑えみを浮かべるのを見て、由はちょっとホッとした。

「それとね、由くん。先輩は会社でヘマなんてしてないよ。いつも会社のためを思って、自ら進んで営業努力をしてくれてるんだから」

「……将人さんが、努力？」

　面めん倒どうくさがりの将人に、これほど似合わない言葉は無いような気がする。

「そう。そのせいで、この週末は由くんと遊んであげる余よ裕ゆうが無いかもしれないけど、勘弁してあげて」

「別に構わないけど……。──将人さん、どっかに行くのか？」

　普通の営業だったら接待ゴルフとかってこともありそうだけど、テレビでゴルフの試合を眺めては面倒そうなスポーツだと評する将人には、とてもじゃないが無理だろう。

「どこにもいかねぇよ」

　将人がかったるそうに言った。

「氷藤、あの話は断ったはずだぞ」

「まあ、そう言わずに。先輩なら、チェスぐらい簡単に覚えられるでしょう」

「──チェス？」

　めんどくせぇと呟つぶやく将人の隣で、由はまたしても首を傾げていた。

「営業努力で、なんでチェス？」

　将人を見上げても、すいっと顔をそらされて返事が戻もどってこない。

　仕方ないから氷藤に視線を向けて、もう一度同じことを聞くと、今度は返事が戻ってきた。

「取引先にチェスが大好きな人がいて、強い対戦相手を求めてるんだよ」

「ああ、なるほど。一条先生ならうってつけだ」

　塚田が納なつ得とくして深く頷うなずいた。

「そう。ルールや定石さえ覚えてしまえば負けないから。先輩には、普ふ段だんからその手の営業をやってもらってるのさ」

「チェスで営業？」

　由が首を傾げると、「普段は将しよう棋ぎや囲い碁ご。あ、最近は麻雀マージヤンも」と氷藤が答えた。

「先輩に普通の営業やれったって無理だと思ったから、先輩にしかできないやり方で役に立っていただいてる」

「おい、氷藤。黙だまってろって」

「良いじゃないですか。身近な大人の仕事の内容を知るのは、子供の成長の役に立つと思いますよ。由くんだって、先輩がどんな風に仕事をしてるか知りたいよな」

「うん。知りたいっ」

　隣から、不ふ愉ゆ快かいそうなオーラをヒシヒシと感じたが、無視してコクンと深く頷いた。

「先輩の営業の相手は、リアルタイムで忙いそがしく働いている人じゃないんだ。日々のんびり過ごしてる名めい誉よ職か、すでに引退した隠いん居きよ。その中でも勝負事が大好きな人達さ」

　最初は、とある血族経営の大だい企き業ぎようの先代オーナーが相手だったのだと、氷藤は言った。

　この家に生まれなければ棋き士しになっていたと自じ慢まんして、常に対戦相手を求めていた老人の元に、将人を送り込んだのだと……。

　天性の記き憶おく力と直感力、さらに運の良さに恵めぐまれた将人は、勝負事には滅めつ法ぽう強い。

　その老人に簡単に勝ってしまったものだから、老人の闘とう争そう本能に火がついた。

「あの若造と対戦させろって、そりゃあ凄すごい勢いで駄だ々だをこねはじめてさ。他の仕事もあるからすぐには無理だってちょっと焦じらしてやったら、一日だって待てないって言いだす始末。最終的には、会社に良い仕事をまわしてやるから、さっさとあいつを寄こせって」

　にっこりと、目を細めて優しげに氷藤が微笑む。

「……人ひと身み御ご供くうだ」

　ぼそっと塚田が呟いたが、由もまったく同じ感想だった。

「それで、将人さんはずっとその爺じいさんと勝負してんだ」

「いいや。その老人の遊び仲間にも、滅法勝負事に強い男がいるって噂うわさが広まってるから、他にも対戦相手はたくさんいるさ。手みやげ持参で対戦を申し込んでくるような人が」

　お陰かげで仕事が増えて助かってると、氷藤は笑った。

「じゃあ、将人さん、普ふ通つうの営業はしてないんだ」

　将人に聞いてみたが、黙もく秘ひ権けんを発動された。

「できると思う？」

　代わりに、氷藤が話を引き継つぐ。

（無理か……）

　普段の将人の面倒くさがりっぷりを思い出して、由は思う。

　勝負しろというお呼びがかからず暇ひまなときは、ぼけっと新聞読んだり居い眠ねむりしたりして過ごすか、近所のコーヒーショップで時間を潰つぶしたりしているようだと、氷藤が教えてくれた。

「それじゃ、他の社員達が気を悪くしない？」

「会社の出資者が普通に肩かたを並べて自分達と同じように働いてたら、逆に戸と惑まどうんじゃないかな。大企業のお偉えらいさんのご機き嫌げん取りっていう、自分達にはできない大仕事をしてくれてるんだって納得してるみたいだよ」

「じゃあ、今度の話も、お偉いさんなんだ」

「外資系の企業で、お目付役として来日しているセレブだよ。本国でタイトルを取ったこともある人みたいだから、日本じゃ対等の対戦相手がなかなか見つからなかったみたいで、退たい屈くつして対戦相手を探してる」

「で、氷藤さんは、そこの仕事が欲しいと？」

「そう。それなのに、先輩は断るの一点張りで」

「当たり前だ。一からチェスを覚えるのに、どんだけ時間がかかるか」

　面倒でやってられねぇと言う将人に、氷藤がお手上げとばかりに肩をすくめた。

「向こうはかなり乗り気で、今日だって勝負前の挨あい拶さつ代わりにって、こんなに上等な肉を贈おくってくれたぐらいなのに」

　氷藤は、薄うすく滑なめらかな肉を箸はしで取って、出汁だしにくぐらせ美味おいしそうに食べる。

「え？　じゃあ、この肉って将人さんへの貢みつぎ物？」

「そうだよ。松まつ阪さか牛でしかもチャンピオン牛。俺も付き合いで色々良い肉は食べてきたけど、ここまで美味しい肉ははじめてだな。──由くん、そう思わない？」

「……思う」

　霜しも降ふり具合も旨うまみも、今までで最高ランク。

（これ、グラムいくらぐらいするんだろ）

　少なくとも、以前食べたどの肉よりも上等なのは確かだ。

　あまりにも美味しすぎて箸が止まらなくて、話をしている最さ中なかもバクバク食べ続けていたものだから、貰もらった肉の半分程度は、すでに由の胃い袋ぶくろの中に収まっている。

「氷藤さん、そういうことは、先に言ってくださいよ」

　由の次に良く食べていた塚田も、微び妙みようそうな顔をしている。

「将人さん、自分に贈られた肉だって知ってた？」

「初耳。でも、まあ、くれるってもんなら、もらっときゃ良いだろう」

　将人はまったく悪びれない。

　が、大量に消費してしまった由は、微妙に罪悪感を感じてしまう。

　知らない人とはいえ、その人の願いがこもった贈り物を、それとは知らずに無造作に食べまくってしまったのだから……。

「……将人さん」

　チラッと横目で見上げると、将人はガクッとうなだれ、深くため息をついた。

「やれば良いんだろう、やれば。……氷藤、この卑ひ怯きよう者」

「誉ほめ言葉として受け取っておきますよ」

「うるせぇ。──ったく、向こうはタイトル持ちなんだろう？　付け焼き刃ばで勉強したところで歯も立たなかったらどうするつもりだ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。先輩は俺が知る中で、最も強運な一流の勝負師ですから」

　氷藤は勝ち誇ほこった顔で、ニヤリと微笑ほほえんでいた。







　食事を終えた後、大人おとな三人はリビングに移動して、ワインとウイスキーで本格的に酒盛りをはじめた。

　由はひとりキッチンに残り、後片づけとつまみの準備だ。

（将人さん、ご隠居の話し相手もしてるって……）

　あの面めん倒どうくさがりに、お年寄りの話し相手が務まるなんて驚おどろきだ。

　いったい、どんな顔で話をしているのか……。

　想像した由は、ひとりでプククッと笑った。

「──思い出し笑い？」

　いきなり耳元で囁ささやかれ、由は「わわっ」と飛び上がった。

　声の主は、足音を忍しのばせてこっそり歩み寄ってきていた氷藤だった。

「マジでびっくりした。氷の追加ですか？」

「いや、君のお手伝いに」

「氷藤さんが？」

「そう。たまには良いだろう」

「塚田さんは？」

　この家に遊びに来る人間の中で、最も多く由の手伝いをしてくれるのは塚田だ。

　塚田は、将人の友達の中ではただひとりの体育会系だけあって、大学時代の学年の差をいまだに引きずっているらしく、将人や氷藤の前ではいつも腰こしが低いのだ。

「塚田は、酔よった勢いで先せん輩ぱいに猛もう烈れつに絡からんでるよ。……また小説を書いてくださいって」

「ファンだって言ってましたから」

「悪あく趣しゆ味みだな」

　氷藤は軽く眉まゆを上げた。

「道理でしつこく書けって食い下がるわけだ。あんなもの、二度と書かないほうが良いのに」

「あんなものって、将人さんの小説のことですか？　塚田さんは、将人さんの書くミステリが好きだって言ってましたけど……」

「それは、あいつが先輩の事情をあんまり知らないからさ」

　氷藤はうっすらと唇くちびるの端はしを上げた。

「先輩の小説のキャラのモデルの殆ほとんどが実在の人間だってわかってたら、さすがに書けとは言えないだろう」

「実在の人間って？」

「大学関係者や親しん戚せき連中、両親の会社関係の人間やらのこと……。先輩は、知ってる人が読んだら、誰をモデルにしてるか露ろ骨こつにわかるキャラクター達をつかってミステリを書いてたんだ。殺し合わせたり騙だまし合わせたりしてさ」

　その言い方に、由はちょっとゾクッとした。

「氷藤さん、酔ってます？」

「ちょっとだけ……。でも本当のことだよ。──由くんは、先輩のご両親と会ったことある？」

「たぶん、ないと思います。遺い影えいで顔は知ってるけど……」

　ただ、彼らはとても仕事が好きな人達で、滅めつ多たに家には帰ってこなかったってことだけは知っていた。

　それを言うと、氷藤は頷うなずいた。

「そう、とても仕事を愛している人達だった。自分が築き上げ、面倒をみていた会社や社員も……。でも、愛されていたはずの社員達は、そうでもなかったらしい。彼らが亡なくなった後、それはそれは醜みにくい権力闘とう争そうを繰くり広げていたから」

　両親が亡くなったとき、大学生だった将人は、両親がそれぞれ別々に経営していた会社を譲ゆずり受ける気が最初から無く、社員達の生活に影えい響きようがないような形で誰かに譲じよう渡とする道を探していた。

　それを知った会社の幹部達は、利権を求めて争いはじめた。

「嫌いやな話だが、実際に死者も出たんだよ。自殺ってことになってるけど……。ついでに言うと、あまりの遺産の多さに、血けつ縁えん者にも欲に駆かられた人物がいたようだな」

「血縁者って、節せつ子こ叔母おばさんのこと？」

　将人の叔母の名前に、氷藤は首を横に振ふった。

「彼女じゃない。その当時に彼らとは縁えんを切ったようだから、由くんは知らないと思うよ」

「そっか。……ご両親の葬そう式しきの後、将人さんが滅多に家から出てこなくなったことだけは覚えてるけど」

　当時、小学校の低学年だった由は、いつも遊んでくれていた年上の友達が顔をみせてくれなくなったことを、ただ寂さびしいと感じていた。

「あの頃ころは、酷ひどい人間不信だったから……。──まあ、色々あって、先輩は人と関かかわることを酷く億おつ劫くうがってた。大学卒業後は殆ど引き籠こもり状態だったから、それなら小説でも書いたらって桐生が勧めたんだ。俺は無理だろうと思ってたんだが、意外にも先輩はその話に乗って……。で、書き上げたのが物ぶつ騒そうなミステリだ」

　一作目は会社関係者をモデルにした話で、自殺した会社関係者の死の真相を暴あばくような話だった。

　あくまでフィクション扱あつかいだけど、と氷藤は言った。

「将人さん、怒おこってたのかな」

　両親が築いた会社に汚お点てんをつけられたことを……。

　由はそう思ったのだが、氷藤は「違ちがう」と肩かたをすくめた。

「俺も最初はそう思ったが、本人に問いただしたら、まさかって鼻で笑われたよ。ストーリーやキャラクターを一から作るのが面倒だったから、モデルに使っただけだって」

「将人さんらしいけど……」

　無類の面倒くさがりだけに有り得るような気もする。

　だが、本当にそうだろうか？

　実際に死者が出た事件を、面倒だからって理由だけで小説の下した敷じきに使えるほど、将人が無神経だとは由には思えない。

　将人だって両親を亡くしてからそんなに経たっていない時期だっただろうし、自殺した人の遺族の気持ちとかにも思いを馳はせるはずだ。なんの思おも惑わくもなく、たんなる暇ひま潰つぶしで、小説の中とはいえ死者をいたずらに甦よみがえらせるような真似まねはしないだろう。

　残された者の心の痛みがわかるからこそ、由がひとりになったときも庇かばってくれて、手を差し伸のべてくれたのだ。

　そう思いたい。

　由が複雑な顔をしていると、「本心はわからないが」と氷藤がつけ加えた。

「二作目からは、ストーリーはオリジナルで、キャラクターだけモデルつきって形になった。今、由くんの担任やってる金原さんなんか、うっかり殺されるキャラクターに使われてたな。あと、叔母さんを、犯人に利用される、無意識の共犯者役にあてたりとか」

「ひどっ。氷藤さんは使われなかったんですか？」

「使われた。でもまあ、怪け我が程度でなんとか殺されずに済むキャラだったけど。桐生なんかは、誤ご認にん逮たい捕ほされて、長期間ぼけっと勾こう留りゆうされるキャラだったな」

「将人さん、容よう赦しやなさすぎ。──彼女とかは？」

「……彼女って、誰の？」

　ピクッと氷藤が眉を動かした。

　なにか氷藤の地じ雷らいを踏ふんだのだろうかと少しビビッたが、興味があったのでやっぱり聞いてみる。

「将人さんの……。まさか、いなかったなんてことは？」

「ないね。大学時代は取っ替かえ引っ替え。金はあるし頭も良い。当時はクールな感じだったのも女性のツボだったみたいで、かなりもててたな。典型的な来るもの拒こばまず去る者追わずで、同時にこられても拒まないもんだから、女性同士がバトルしてたぐらいだ」

「うわっ、サイテー」

（そういうのも面倒だったのか）

　断るのも、引き止めるのも気力がいるし……。

（俺もそうなのか……）

　同じ屋根の下に、そういうことができる相手がいるから、気楽にセックスしているだけ。

　そう考えたら、ちょっとばかりピリッと気に障さわった。

　そういう契けい約やくを持ちかけたのは、自分のほうなのに……。

　深く考えるのが嫌で、由はその思考をバシッとうち切った。

「でも、彼女たちはモデルにはされてないみたいだな。……たぶん、モデルにできるほどキャラクターを把は握あくしないまま、別れてたせいだと思うけど」

「もっと、サイテー」

「本当だ。はっきりとモデルがわからないようにしてるって本人は言ってたけど、あれは使われた人物には絶対にわかる。恨うらみを買うだけだからやめるようにって、ずっと説得してたが、どうしても聞き入れてもらえなかった。──だから、小説はやめてサラリーマンになると言われたときは、けっこうホッとしたよ。まあ、どういう気き紛まぐれだって驚おどろきもしたけど」

「こういう気紛れ」

　と、由は自分の顔を指さした。

「驚いたでしょ？」

「いいや。それに関しては納なつ得とくした。隣りん家かの一家の話は、以前から良く聞かされてたし。──っと、これじゃあ、手伝いにきたのに、由くんの手を止めさせて邪じや魔ましてるみたいだな」

　なにか手伝うよともう一度言われたので、ドライフルーツを細かくカットしてもらうことにする。

「なにを作るの？」

「クリームチーズとドライフルーツのディップをクラッカーに載のせたのと、簡単なサラダ。あとは将人さん用に、生しよう姜がのコンフィを出そうかと」

「コンフィ？」

「あ、砂さ糖とう漬づけです。将人さん、好きなんで」

「酒のつまみまで、甘いものなのか」

　氷藤は、甘党の気持ちはわからないなと苦く笑しようした。

「将人さん、普ふ段だんはお酒飲みませんよ」

　ただ、これはウイスキーにもあうなって、以前に言っていたのを覚えていただけだ。

「へえ、そうなの？　ひとり暮らしだったときは毎晩飲んでたようなのに」

「俺が飲まないから、気をつかってんのかも。そのせいか、氷藤さん達と飲めるの、けっこう楽しみにしてるみたいですよ」

　由がそう言うと、氷藤はドライフルーツを切っていた手を止めた。

「由くんが飲めるようになったほうが嬉うれしいんじゃないかな」

「俺は飲みませんっ」

　野菜の水切りをしながら、由は断言した。

「飲んだことは？」

「味見で舐なめた程度。絶対飲みません」

　成長止まるの嫌だから……と、ぼそっとつけ加えたら、ククッと笑われた。

「笑わないでくださいよ。俺、真しん剣けんなんだから」

「ごめんごめん。──そういえば、さっきはどうしてひとりで笑ってたの？」

　由の指示に従って、切ったドライフルーツをクリームチーズに混ぜ込みながら、氷藤が聞いてくる。

「さっき？　ああ、あれは、夕食のときの話を思い出してたんですよ。将人さんが、ご隠いん居きよさん達の話し相手もしてるってやつ。あの面めん倒どうくさがりにお年寄りの話し相手ができるなんて意外だったから、どんな顔で話を聞いてるのかなって思って」

「なるほど。……何度か同席したことがあるけど、けっこう和なごやかに話していたよ。話題のメインは大たい抵ていが隠居達の孫の話だ。自分にも養い子がひとりいるからわかりますよ、なんて相づち打って、けっこう楽しそうに孫の話を聞いてやってる。たまに、自分の思い出話を披ひ露ろうしたりして」

「……それって、俺の話？」

「もちろん。ついでにばらしてしまうと、会社でもするよ。俺と昼食を一いつ緒しよにとるときは絶対に由くんの話題が出るし」

「なんか、知らないところで話されるのって照れくさいな。……あ、愚ぐ痴ちとか零こぼしてません？」

「それは大だい丈じよう夫ぶ。──でも、最近の先せん輩ぱい、ちょっと変なんだ」

「変って？」

「自分から由くんの話をしなくなったし、俺から話題を出しても、するっと流されてしまうんだ。喧けん嘩かでもしたのかと思って心配してたのに、今日見た限りじゃ、その様子はないし」

　どうしたんだろうな？　と聞かれて、由は「さあ」と惚とぼけた。

（将人さん、少しは意識してんのか）

　セックスする以外、普段の生活ではまったく変化がないから、さほど重要な変化だとは思われてないのかと思っていた。

　身体からだの関係ができたことを、軽く考えてるわけじゃなさそうだ。

　由は、なぜかホッとしている自分に気づいて、ちょっと戸と惑まどった。

　サラダも完成したことだし、取り皿を用意しようと食器棚だなに向かう。

「──由くん、できてる？」

「えっ?!」

　いきなり聞かれて、由は手に持った取り皿を取り落としそうになった。

「あ……サ、サラダならできました。あとは持ってくだけ」

　ぐるっと振ふり向くと、氷藤はにっこりと目を細めて優やさしげに微笑ほほえんでいた。

「なるほどね」

（なるほどって、なにがなるほどなんだろ）

　優しげな笑え顔がおが凄すごく怖こわい。

　由は意味もなく、へへっと笑った。

「俺や桐生でさえ排はい除じよされかかってたときも、君だけは側そばにいられた。排はい他た的で人間嫌ぎらいだった先輩が、自分から君に手を差し伸のべたぐらいだし。……だから、まあ、それも自然の流れなのかもしれないな」

（……ば、ばれた？）

　心臓が口からはみ出しそうな勢いでバクバクしている。

「念のために聞くけど、無む理り強じいされてたりする？」

　微笑んだまま聞かれて、由はブンブンと首を横に振った。

「なら良い。──これ、先に向こうに運んどくから」

　スッと怖い笑みを引っ込めて、氷藤はリビングに戻もどっていった。

「……こわっ」

　由は、まだ暴れている心臓を胸の上から押さえつけてなだめた。










　翌日の土曜日は、午前中だけ授業のある日だった。

　授業を終え、まっすぐ家に帰った由は、将人を捜さがしてサンルームに辿たどり着いた。

「将人さん、ただいま。──氷藤さんと塚田さんは？」

　昨夜かなり深酒していた氷藤と塚田は、そのまま客室に泊とまっていったのだ。

　ただし酔よっぱらい達から朝は寝ねかせておいてくれと言われたので、今日はまだ顔を合わせていない。

「おう、おかえり。あいつらなら午前中のうちに帰ったぞ」

　本を読んでいた将人が、顔を上げて答える。

「そ」

　氷藤と顔を合わせるのが微び妙みように気き詰づまりだったから、由はちょっとホッとした。

　遅おそい朝食を食べたから昼食はいらないと将人に言われ、手早くサンドイッチを作ってひとりで食べた後、由もサンルームで過ごすことにした。

　そこにあるたくさんのプランターの植物達の世話をするためだ。

　プランターの殆ほとんどは由の母親が少しずつ増やして大切にしていたもので、そのまま枯からしてしまうのが忍しのびなかった由が少しずつこっちの庭に移動させた。

　最初のうちは庭先に置かせてもらっていたのだが、やがて将人がこのサンルームを造ってくれたのでこっちに移動した。

　将人の家の広い庭は常に専属の庭師が管理してくれていて、プランターがあると彼が望むような景観を維い持じできないからサンルームを使うようにと将人は言ったが、由はそれが言い訳だってことを知っている。

（将人さんは、カエルが嫌いやなんだよな）

　雨降りの後の庭には、たまにカエルが出しゆつ没ぼつする。

　植物の世話をしている由の側に来れば、必然的に将人がカエルと接近遭そう遇ぐうする確率が増えてしまう。

　どうやらそれが嫌で、カエルが侵しん入にゆうできないようサンルームを造ったらしい。

（そこら辺の金銭感覚がわからない）

　将人自身が植物の世話を手伝うわけじゃないんだから近寄らなければ良いだけの話で、わざわざサンルームまで造る必要は無いと思うのだ。

　サンルーム自体の造りはかなりしっかりしていて、どの季節でも快適に過ごせるように空調設備もきちんと完備してある。

　でも無計画に増築したものだから、大きな屋や敷しきにそこだけぼこっと出っ張った感じでくっついていて外見は非常に見み栄ばえが悪い。

　庭師が愛する広い庭だって、サンルームができたことでバランスが悪くなった。

（ま、俺は助かるけどさ）

　雑草や枯れた葉を、ひとつひとつ丁てい寧ねいに取り除いていた由は、手を止めてガラスごしの空を見上げた。

　ここなら気温の変化や霜しもなんかの心配をしなくていいし、夏場は強すぎる炎えん天てん下かでの作業をすることもないから……。

　ついでに休日の将人にとっても、素す敵てきなごろ寝場所になっているようだ。

　今も、寝ね椅い子すに寝転がって、やたらと眠ねむそうに本を読んでいる。

「お、花が咲さいてる。将人さん、これ見て」

　将人に声をかけると、本を胸に載のせてこっちを見てくれた。

「ほら、これ。茄子なすの花」

　由は、あわい紫むらさき色いろの花を手の平でそっと包んで動かし、将人に見えやすいようにした。

「茄子って、俺の嫌きらいなあの茄子か？」

「そ。あと一月ぐらいで収しゆう穫かくできるはずだから。楽しみにしてな」

「なにを楽しみにしろって？」

「食べるのを。俺が手塩にかけて大事に育ててるから、絶対美味おいしいぞ」

　くるんと目を見開いて笑いかけると、将人は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「あ～、まあ、なんだ……」

　もぐもぐと口の中でなにか呟つぶやき、逃にげるようにすいっと本に視線を戻していく。

（……これも、駄だ目めか）

　自家製の野菜なら、毛け嫌ぎらいせずに、とりあえずは口にしてくれるかもと思ったのだが……。

　子供の頃ころ、トマトが嫌いだった由は、この手で母親に籠ろう絡らくされた。

　それを思い出してはじめた家庭菜園だったが、どうやら無む駄だになりそうだ。

（俺が食うから良いけどさ）

　半年計画ではじめた将人の偏へん食しよく改善だったが、その期間はとうに過ぎてしまっている。

「将人さん、どうしても茄子は駄目？」

「……勘かん弁べんしてくれ」

　読みかけの本で口元を隠かくして、将人が呻うめいた。

　あまりに情けなさそうな声を出すので、ちょっと可哀かわい想そうな気がしてきた。

　ここまで嫌がってるんだから、諦あきらめてやったほうが良いのかもしれない。

　嫌がる相手に無理強いするのは、それこそ『いじめ』みたいだし……。

「仕方ないかな」

　由がぼそっと呟くと、将人は本の下の唇くちびるを微かすかにゆるめたようだった。

「その本なに？」

　ふと目に入った英語の背文字が気になって聞いてみた。

「チェスの定石集みたいなもん。氷藤が置いてった」

（ぬかりなしか）

　さすがだ、と思わず感心してしまう。

「覚えるの大変そ？」

　嫌がっていた将人にチェスを覚えさせる片棒を担かついでしまった由としては、ちょっと気になる。

「いや。予想してたよりましだ。囲い碁ごに比べると単純だしな。……ただなぁ、この手のもんは、読んでると眠くてたまらん」

　そう言うと、将人は大口をあけてあくびをした。

「頑がん張ばれ。今日の夕食は、将人さんの好きなもの食わせてやるからさ」

「はいはい。俺は、夕食より夜食のほうが楽しみだけどな」

「夜食？」

　将人に夜食を食べる習慣はない。

　なにを言われているかわからなくて、由はぽかんとした。

　が、次の瞬しゆん間かんには、その言葉が暗示する意味を把は握あくして、ドキッとする。

（……そういうもんか）

　食欲と性欲、二つの欲の優先順位。

（俺は、食欲だよな）

　そう思ってるのに、なぜだか耳が熱くなっていく。

　たぶん、将人とのセックスがよすぎるせいだと、由は思う。

　強く引き寄せる腕うでと、身体からだの奥深くに埋うめ込まれる熱。

　与あたえられる鮮せん烈れつな快感に、理性も正常な思考も流されてしまう、あの瞬間……。

（……しかたないよな）

　ちゃちな自じ慰いしか知らなかったから、将人とのセックスは刺し激げきが強すぎた。

　溺おぼれている自覚はあるが、むしろそれで良いような気もする。

　そんな風に、由が与えられる快感に溺れることを、将人は楽しんでいるようだったから。

　契けい約やくの対価として提供した身体が、その契約に見合うだけの価値があると思ってもらえている。

　由の立場からすれば、それは喜ぶべきことなんだろう。

（っていうか、楽しみだって将人さんが思ってるのにびっくりだ）

　ふと、将人に視線を戻もどすと、将人は本を胸に載せたまま目を閉じている。

　そっと近づいて、顔を覗のぞき込んだが、完全に眠っているようだった。

（相変わらず寝つきいい）

　夜にリビングでゴロゴロしているときも、ふと気づくと新聞を顔に被かぶせたまま寝息をたてていることがある。

　胸に載った重い本が苦しそうに見えて、由は軍手を外してから、そうっと重い本を持ちあげて脇わきに寄せた。

「……ん……」

　胸が急に軽くなったことに違い和わ感かんを感じたのか、将人は軽く顔をしかめる。

　起きるかなと思って、そのまま顔を覗き込んでいたが、将人は顔をしかめたままで、また眠ってしまったようだった。

（変な表情）

　屈かがみ込んで、眠る将人の顔を間近で見た。

　しかめた顔は、なんだかとっても不ふ機き嫌げんそうに見える。

　客観的に見て、しかめっ面つらの将人は、普ふ段だんのだれてる顔より二割増しで男前だ。

　でも、そんな顔のまま眠っていると、夢の中でまでしかめっ面のまま、悪い夢を見てしまうんじゃないかと心配になる。

　なおせないかなと思って、そっと人差し指で眉間によった皺を押してみた。

（お、なおるなおる）

　キュキュッと押すと、皺が延びて目元が柔やわらかくなった。

　次に、軽く力が入って歪ゆがんだ唇をつっつこうとして、ふと指が止まった。

　見慣れた顔、見慣れた唇。

　この三年間、毎日見て馴な染じんだ顔なのに、なんだか無む邪じや気きに触ふれることができない。

（知っちゃったせいか……）

　この唇の感かん触しよくや温ぬくもりを……。

　それがどんなに心地ここち良いかも知っている。

　触れることで、肌はだがその心地良さを思い出してしまいそうで、つい触れるのをためらう。

　一度触れたら、もっと触れたくなってしまいそうな気がして……。

（夜まで我が慢まんしよ）

　由は、触れかかっていた指を遠ざけた。

（──ん？　我慢って……）

　我慢しなきゃいけないぐらい、将人に触れたいと自発的に感じてる。

　そんな自分を不意に自覚した途と端たん、いきなりトクトクと鼓こ動どうが速くなった。

（な、なんだ、これ……）

　自分は、そんなにまで将人とのセックスに溺れてるんだろうか？

　ふたりが関係をもつのは将人の望むとき。

　自分から望んで、抱だいてもらってるわけじゃないのに……。

　心臓が暴れすぎて痛い。

　鼓動の音を将人に聞かれてしまうような気がして、由は慌あわててサンルームから逃げ出した。







　水でも飲もうと思ってキッチンに向かったら、玄げん関かんの呼よび鈴りんがなった。

　この家でインターフォンがついているのは、門のところだけ。

　親しい人達には、門のロックを開かい錠じようするパスワードを教えてあるから、玄関にはつけていなかった。

「はい、いらっしゃい」

　氷藤か塚田が忘れ物でもしたんだろうと、由は気軽に玄関のドアを開けた。

「元気そうね」

　予想に反して、そこに立っていたのは将人の叔母おば、節子だった。

「あ、節子叔母さん……。お久しぶりです。こんにちは」

　将人に引き取られた直後に自分の立場をわきまえろと釘くぎを刺さしていったこの女性が、由は今でも大の苦手だった。

「どうぞ入ってください。将人さん、今サンルームでお昼ひる寝ね中なんです。すぐに起こしてきますから」

　内心の動どう揺ようを隠して微笑ほほえんだ。

「いえ、けっこうよ。今日はあなたに用があってきたの」

　節子は、ずかずかと上がり込むと、リビングのソファーに腰こしを降ろした。

　お茶を出そうとする由を引き止めて、座るようにと命じる。

「少し遅おそくなったけど、高校入学おめでとう」

　スッとテーブルの上に封ふう筒とうを置いた。

　封筒の模様から見て、どうやら図書カードらしい。

「ありがとうございます」

　由はテーブルから封筒を受け取って、膝ひざの上に置いた。

　入学して何ヶ月も経たっていることとか、直接手て渡わたそうとしないその態度などは、意識して気にしないようにしている。

　気にしてシュンとしたり、怒おこったりしたら、向こうの思うつぼかもしれないから。

「まさか、あなたが高榮高校に入学できるなんてね。わたしも鼻が高いわ」

　ありがとうございます、と再び頭を下げながら、由は心の中で舌を出していた。

（節子叔母さんに文句をつけられたくないから、頑張ったんだ）

　将人の血族は頭脳明めい晰せきな家系らしく、当然のように殆ほとんどの人がトップクラスの高校や大学を卒業しているらしい。

『あなたにも、将人さんが恥はずかしい思いをしないよう、それなりの成績を残してもらわないと』

　節子からは、ずっとそんな風に言われ続けていた。

　これで由が普ふ通つうの高校に入学したら、絶対に嫌いや味みを言われるに違ちがいないし、将人だって叔母から養い子のことでアレコレ言われたら不ふ愉ゆ快かいだろうと思って、そりゃあ懸けん命めいに勉強したのだ。

「高校生ともなれば、そろそろ将来の目標も定まる頃ころよね？」

「すみません。それはまだ……。これから見つけられればと思っているところです」

「そう？　早く自立できるよう、しっかりしてもらわなくてはね」

「はい。努力します」

『一日も早く、自立してこの家から出ていけ』

　言葉の裏っかわに、そんな言葉が見え隠かくれしている。

　この三年間というもの、顔を合わせるたびにその手のことを匂におわされてきたから、由はもう慣れっこで腹もたたない。

「そうそう、将人さんが起きたら、これを渡わたしておいてくれる？」

　節子は、バッグからまたしても封筒を出した。

「将人さんに紹しよう介かいしたいお嬢じようさんの写真と経歴よ」

（また、見合い写真か……）

　将人本人に渡してもつっかえされてばかりいるから、由を経由して渡そうという魂こん胆たんなんだろう。

　テーブルに置かれた白い封筒が、やけに眩まぶしく見えて、目が痛い。

「将人さんも来年には三十になるんですものね。そろそろ家庭を持っても良い頃だわ」

　そうは思わない？　と聞かれて、由は仕方なく頷うなずいた。

「ねえ、もしも将人さんが結けつ婚こんすることにしたら、あなたはどうするの？」

「どうするって、なにを？」

「だから、そうなってもこの家で生活するのかって聞いているのよ。相手のお嬢さんだって、あなたみたいな大きな養い子がいては、お嫁よめにくるのをためらうかもしれないしね」

（そっか。そうだな……）

　最初に節子と会ったときも、いずれ将人は自分の所帯を持つのだから、立場をわきまえて迷めい惑わくにならないようにしろと言われた。

　あのときは、我が儘ままを言わずに大人おとなしくしていろっていう意味だと思ったけれど……。

（出ていけってことだったのか……）

　それも、まあ無理はない。

　いま現在、将人の衣食住、すべての世話を焼いている自分がここにいてはお嫁さんの立場がない。

　それに……。

（俺も、嫌いやかも）

　自分以外の誰かが、甲か斐い甲が斐いしく将人の世話を焼く姿を見るのは……。

　それ以上に、同じ屋根の下で、将人が自分以外の誰かを抱くのはもっと嫌だ。

　無意識に、見知らぬ女を抱く将人を想像してしまって、由は酷ひどく嫌な気分になった。

「どうなの？」

「え、あ……」

　もう高校生ですし、そのときは自立する方向で考えます、という答えを節子が期待しているのはわかっていた。

　わかっているのに、どうしても口が動かない。

（嫌だ）

　この家から、いや、将人から離はなれるのは……。

　由は、口ごもって、うなだれてしまっていた。

　普ふ段だんの由は、基本的に迷わない。

　短気なせいもあって、決断は早いほうだ。

　でも、このときばかりは、節子を満足させる答えがわかっているのに、どうしてもそれを口に出せずにいた。

（どうしよ）

　そんな自分に戸と惑まどいながら、由は本気で困っていた。

「──節子叔母さん、俺のいないところで、家うちの子をいじめないでくださいよ」

　いきなりサンルームに通じる掃はき出し窓まどが開いて、将人がリビングに入ってきた。

　起きたばかりらしく、眠ねむそうに目を瞬しばたたかせている。

「どうした、由？　なにを言われた」

　ぼふっと頭に大きな手を載のせられ、由は不意に泣きたい衝しよう動どうに駆かられた。

　子供のように、なにも気にせず感情のまま泣きじゃくれたら、どんなにかスッキリするか。

　いじめられたんだ、この家から出ていけって言われた、って……。

　この人にすべてを委ゆだねて、甘えてしまいたかった。

　でも、現実は、そういうわけにはいかない。

「なにも……。高校の合格祝いをいただいただけ」

　由は、くるんと大きく目を見開いて微笑み、将人の顔を見上げた。

　将人とこの叔母は、由の目には少しばかりぎこちない関係に見える。

　だからと言って、自分のせいでさらにその溝みぞを深くするわけにはいかなかった。

　血けつ縁えん者に顔を背そむけられる不安感を、由は子供の頃に身をもって知ってしまっている。

　そのせいで、その手のことに関して酷く臆おく病びようになっているのだ。

「それだけって顔じゃないぞ。──節子叔母さん、なにを言ったんです？」

　将人に睨にらまれた節子は、いきなり立ち上がった。

「その子の言ったままよ。ごめんなさいね。ちょっと用事があるものだから今日は帰るわ」

　テーブルに置いておいた白い封筒をバッグにしまい込んで、立ち上がる。

「また、そのうちゆっくり遊びにこさせてもらいますよ」

「楽しみにしてますよ。是ぜ非ひ、俺のいる時間帯にいらしてください」

　節子は、返事もせずに、そそくさと帰っていった。







「懲こりない人だな」

　玄げん関かんまで見送った後で、将人が言った。

　由はと言うと、どうしてもソファーから立ち上がる気になれなくて見送りには行かなかった。

「由、黙だまってたって、顔見りゃなにか言われたってのは一いち目もく瞭りよう然ぜんなんだぞ。変な遠えん慮りよしてないで、とっとと白状しろ」

　由の隣となりにどすっと勢い良く座りながら、将人が言った。

「俺、そんな変な顔してる？」

「してるぞ。ここら辺がひきつってる」

　むにっと頰ほおをつままれて、引っ張られた。

「ひんひょうしれはんは」

「緊きん張ちようしてたぁ？　噓うそつけ。おまえがそんな気弱なタマかよ」

　将人は由の頰をつまんでいた指を離して、ぺちっと頰を軽く叩たたいた。

「時と場合による」

「だから、その『場合』を聞いてるんだろうが」

　将人が滅めつ多たにみせない、本気で怒おこった顔で覗のぞき込まれて、由はまた泣きたくなった。

　怖こわいのでもなく、悲しいわけでもない。

　将人が、自分のために怒ってくれてるのが嬉うれしかったからだ。

「こら、由、白状しろ」

　ペチペチと何度も頰を叩かれる。

　少し乱暴なその仕草も嬉しい。

　子供の頃は、悪戯いたずらしたり拗すねたりして将人を困らせると、良く頭や背中を痛くない程度の力で小こ突づかれていたのに、この家に引き取られてからは小突かれなくなっていたからだ。

　由が頑がん固こに口を閉とざしても、今の将人はここまで執しつ拗ように答えをしゃべらせようとはしない。

　追いつめないよう気を遣ってくれてるのはわかっていた。

　友達と保護者という立場の違ちがいが、将人にそうさせているんだと納なつ得とくしてたけど、由はなんだか前より距きよ離りを置かれてしまったみたいに感じて、少しだけ寂さびしかったのだ。

（昔みたいだ）

　少しぶっきらぼうで、それでも不器用な優やさしさを与あたえてくれた隣の家の大好きな友達。

　由はふと、あの頃ころのように、『将人、あそぼっ！』と、無む邪じや気きに誘さそいたい衝動に駆られた。

「……将人さん、腹すいてないか？」

「こら、話をそらすな」

　ぐっと乱暴に顎あごをつかまれて、正面を向かされる。

　将人の目を正面から見られなくて、由は視線をそらした。

「俺、すいた。……夜食じゃなきゃ駄だ目めか？　おやつは欲しくない？」

（これじゃ、押し売りかな）

　自分は、みっともない真似まねをしているんだろうか？

　不安になったが、前言撤てつ回かいする気にはなれない。

　いま将人に拒きよ絶ぜつされたら、ショックでマジ泣きしそうだ。

「……俺は甘党だからな。甘いものなら、いつでもＯＫだ」

　顎をつかんでいた指が顎から、首の後ろに移動する。

（良かった）

　安心した由は、近づいてくる唇くちびるを見つめながらゆっくり目を閉じた。







「あっ……あ……やあぁ……」

　たいした前ぜん戯ぎも無いままに、せがんで奥まで入れてもらった。

「大だい丈じよう夫ぶか？　痛くないか？」

　動きを止めた将人の、心配そうな声に閉じていた目をあける。

「少し…痛い……けど、すごく熱くて、いい」

　素す直なおに感じるままを言葉にする。

　はじめて将人と寝ねた日からずっと、素直に感じたままに声を出すのが恥はずかしかった。

　夢中になって余計なことを考えられなくなってしまえば、恥ずかしがる余よ裕ゆうもなくなるけど、それでも後になってから自分が口走った言葉にひとり赤面していたぐらいだ。

　でも、今は平気だ。

　なぜあんなに恥ずかしかったのか、その理由がわかったような気がするから……。

「今日はやけに素直だな」

　瞳ひとみを覗き込んでくる将人は、薄うすく微笑ほほえんでいて楽しそうだ。

　普段は髪かみの上からぐしゃっと頭を撫なでるだけなのに、こういうときの将人は、髪の生え際ぎわからするっと指を潜もぐり込ませるようにしてソフトに触ふれてくる。

　指先で内側から髪をいじり、手の平で耳をくすぐりながら、由がどう反応するかをじっと見つめているのだ。

　最初のうちは、これも恥ずかしかった。

　身体からだのどこを見られても平気なのに、表情を窺うかがうようにじっと見つめられると、なんだか胸の奥がむず痒がゆいような感じがして、それが恥ずかしくて仕方なかった。

　でも、これももう平気。

「開き直ったんだ」

　甘えた声を出す自分、将人に見つめられて動どう揺ようする自分。

　恥ずかしかったのは、そんな自分の変化だ。

　今まで知らなかった自分の中の未知の感情を、自分でも理解できず戸と惑まどっていただけ……。

　首を動かして耳をくすぐる手の平にくちづけながら、「も、動いて」とねだる。

「きつかったら、言えよ？」

　将人が、探さぐるようにゆっくりと動き出す。

「あっ……ふぁ……あぁ……」

　ぐっと押し上げられ、揺ゆさぶられるたびに、自然に甘い声が唇から零こぼれた。

　肌はだに触れられ、身体の奥深くで将人の熱を感じて、引きずられるように由の身体も熱くなっていく。

　抱だかれて喜んでいるのは身体だけじゃない。

「んぅ……。あ……、おれ、将人さんとこうするの、すごい……好きだ」

　荒あらい息を抑おさえて、思っていることを口に出したら、スッと気持ちが軽くなった。

　将人のことは、子供の頃からずっと好きだった。

　でも、その『好き』は、友達や保護者に感じるような『好き』とは違ちがう。

　ひとりの特別な人だけを恋こいしいと思う気持ちだ。

　いつからそんな気持ちを抱かかえ込んでいたのか、自分でもはっきりしない。

　でも、将人と身体の関係を持つようになる以前から、胸の中にあったのは確実だった。

　だって、最初に抱かれた夜にはもう嬉しかった。

　将人が、保護者としてじゃなく、ひとりの男として自分を見つめてくれることが。

　こんな風に深く繫つながりあえることが、嬉しくてたまらなかった。

「っ……あ……、ま…さとさんは？」

　由は頭のすぐ脇わきにつかれた将人の手首をキュッとつかんだ。

「……俺も、好きだよ。由は、どこもかしこも甘いからな」

「あま……い？」

　意味がよくわからなかったが、甘党の将人にとってそれは、きっと誉ほめ言葉なんだろう。

（将人さん、俺の身体は気に入ってるんだ）

　それは、素直に嬉しい。

　妙みような流れで将人に買わせてしまった身体だけど、それなりに商品価値はあるんだろう。

　自分だけが喜んでたら、さすがに申し訳ない気がするし……。

「甘いよ。ここも……」

　将人は、由の唇を舌で捲めくるようにして、ペロッと犬歯を舐なめた。

「……ん」

　将人が上半身を起こし、由の中の熱い部分もぐりっと動く。

「あっ……あん……」

　ジン…と甘い痺しびれが走って、由は喉のどを反らせた。

「こっちも……」

　ぐっと足を抱え上げて、そろりと舐め上げる。

　足に食い込む指よりも、ずっとソフトに触れていく舌の感かん触しよく。

　じれったいような、もどかしい甘い感触に、ゾクッと肌が敏びん感かんに反応する。

「……ぅあ……それ、いい……っ……」

「みたいだな。ここも敏感に反応してるぞ」

　ゆうるりと、中をゆっくりかき回される。

「あ……あ…あ……。それ、いやだっ……って……」

「ん？　喜んでるように見えるが？　ここも、触さわってないのにこんなになってるしな」

　将人が、反り返って震ふるえている由のものを握にぎり込み、雫しずくを零している先せん端たんを親指でぬるっと擦こすり上げる。

「っんあぁ！」

　由はたまらず、甘い悲鳴をあげた。

「ち、ちがっ……もっと、動いて……」

　腕うでを伸のばし、将人の肩かたにしがみつく。

「焦じらすなっ……ってば……」

　もっと乱暴にしても良いから、もっともっと将人自身を感じたい。

　将人の熱に、熱く焼かれていきたい。

　身体を撫で回す大きな手の動きに翻ほん弄ろうされながら、荒い息を抑えて必死で訴うつたえた。

「今日の由は、やけに素直だな」

　そう言う将人の表情は嬉うれしそうで、まんざらでもなさそうだ。

（甘えられるのが好きなのか）

　だったらいくらでも甘えてやる。

「たまらないな。本当に可愛かわいい」

　額にひとつキスすると、将人はいきなり強く身体を進めた。

「──ひあっ。んんっ。……まさとさ……いい……」

　熱く、激しく、揺さぶられて、由は夢中で将人にしがみつく。

（──大好きだっ）

　心の中で叫さけんだら、身体だけじゃなく、目ま蓋ぶたまで熱くなる。

　その熱が零れて逃にげないよう、由はギュッと強く目をつぶった。







　　　　４




（……やっぱり、ここ、変だ）

　週が明けた月曜日。

　登校途と中ちゆうの由は、舌で自分の歯ぐきをつついていた。

　朝から違い和わ感かんはあったのだが、右の犬歯部分の歯ぐきが妙にピリピリする。

　心当たりはひとつだけ。

（将人さん、なんでここだけ、しつこく舐めるんだろ）

　この週末はふたりともなんだか歯止めが利きかなくなったみたいで、ちょっとしたきっかけですぐにスイッチが入ってしまって、ずるずると何度も身体を重ねた。

　そのたびに、右の犬歯にしつこくキスされまくったり、指でつつかれたものだから、微び妙みように歯ぐきが腫はれてしまっているようだ。

（この歯、そんなに目立つのかな）

　由が自分の顔を見るのは朝晩顔を洗うときぐらいだから、自分ではあまり気にしたことはなかった。

（しつこくキスされるってことは、気に入ってるってことだよな）

　それはそれで、ちょっと嬉しい。

　ぼけっと考え事をしながらいつものように教室に入ると、いきなり、教室内の空気がざわめいたように感じた。

（……なんだ？）

　奇き妙みように思って教室内を見み渡わたしたら、クラスメイト達の視線が入り口に立つ由に集中している。

「──おはよ」

　とりあえず、いつものように声をかけてみる。

　だが、返事の声はいつもより少ない。

（そういや、いじめがはじまった頃ころも、こんな感じだったな）

　嫌いやな記き憶おくが甦よみがえってきて由はちょっと不安になったが、いつまでも佇たたずんでいてもしょうがないと、妙な雰ふん囲い気きを押し返すように自分の席に向かった。

「由」

　椅い子すに座るとすぐ、操と桂子が近寄ってきた。

「おはよ。……なんか雰囲気が変だけど、なんかあった？」

　こっそり聞くと、ふたりとも困った顔になった。

「見てないから良くわかんないんだけど、朝早い時間帯、昇しよう降こう口のところに由の写真が張はり出してあったみたい」

「俺の？　なんで？」

「それが、あの……」

　操が口ごもり、桂子が話を替わる。

「わたしたちが登校したときにはもう剝はがした後で見てないんだけど、由くんが男の人にキスしてる写真だったって噂うわさになってる。前のあの噂はこのクラス中心にひっそり広まってたけど、今度の写真は場所が昇降口だっただけに全校生徒が見てるから」

　ちょっとまずいことになりそう、と桂子は眉まゆをひそめた。

「ちょっと待って……」

　早口で矢や継つぎ早に言われて、由は混乱した。

（キスしてる写真って）

　それがどんなものかはわからないが、そんな写真を自分で撮とるような趣しゆ味みは無いから、間ま違ちがいなく隠かくし撮りか合成。

　前の噂を引き合いに出したってことは、写真を張り出した人物と噂を流した人物が、由に対して悪意を持つ同一人物だろうと、桂子は疑ってるんだろう。

「確かに、まずいか」

　悪い噂を気にせず撥はね返した由が、少しずつ普ふ通つうの生活を取り戻もどしつつあることに、その人物は焦あせったのかもしれない。それで、噂程度じゃなく、もっとはっきりしたダメージを与あたえようとして、写真なんかを張り出したってところかも……。

　そんな風に桂子が言う。

「学校サイドには、ばれてるかな」

「ばれてたら、朝のＨＲの後にでも先生に呼び出されるかもね」

「ばれてなくても、噂が全校に広がったら、どこかから学校側に漏もれると思う」

「だな」

　自分でもちょっと意外だが、由は殆ほとんど動どう揺ようしていなかった。

　噂が本当になった今となっては、陰かげでなにを言われようとも気にせずにいられる。

　噂が真実だってことを周囲に悟さとられないよう、ただそれだけを気にしていればいいのだから。

「どんな写真か、見てみたいな」

　隠し撮りか合成か、見て確かく認にんしないことには、対処のしようがない。

「──写真なら、これだ」

　いきなり、机の上にプリンターで出力したＢ５サイズの写真が置かれた。

（これ、サンルームの……）

　服装から見て、土曜日の昼間、由が将人の寝ね顔がおを覗のぞき込んでいたときの写真だった。

　サンルームの外側から撮られた写真のようだった。

　キスしていると噂になっているようだったが、背の高い観葉植物の葉が邪じや魔まをして、肝かん心じんのところが見えていない。

「今田くん、あなたが犯人？」

　頭の上で桂子の厳しい声が聞こえて、由が慌あわてて顔を上げると、机の脇わきに同じ中学出身の男子生徒、今田が立っていた。

「違ちがう。剝がしただけだ。で、中津川、これはどういう状じよう況きようなんだ？」

「これ？　昼寝してる養い親が変な顔してるのが面おも白しろくて、悪戯いたずらしてたとこ」

「──だ、そうだ。キスしてる写真じゃない」

　ぐるっと振ふり向いて、今田が大きな声で告げると、一いつ瞬しゆん教室がざわめいて、すぐにシーンと静かになった。

「こういう馬ば鹿かげた悪戯への対処は、最初が肝心なんだ。前の馬鹿げた噂だって、中津川が大人おとなしくしてるから余計に広まったんだぞ」

　今田は、わざと大きな声のままで怒おこったような口調で言った。

「そうだな」

（気にしてくれてたのか……）

　同じ中学出身のよしみだろうか？

　気にかけてくれる人間がいるのは、やはり嬉うれしい。

　ありがとう、と礼を言うと、今田はふいっと顔をそらして自分の席に戻っていってしまった。

「あの人が犯人じゃないの？」

　由の家の事情を知っている数少ないクラスメイトということで、どうやら桂子はずっと今田を疑っていたらしい。

「けーちゃんってば……。今田は違うって、何度も言ったのに。ね、由」

「うん。あいつ、陰でこそこそするタイプじゃないから」

　由は苦く笑しようしながら、操に頷うなずき返した。

（でも、誰がやったんだ？）

　わざわざ家まで来て盗とう撮さつしていくなんて、かなり嫌な感じがする。

　門もん扉ぴのキーロックの暗証番号を知っている人数は限られているが、将人の家を囲う塀へいと生け垣がきは、その気になればなんとか乗り越こえることができる高さだから、暗証番号を知らなくても侵しん入にゆうすることはできるし……。

（嫌な感じだ）

　前の噂は、由の家の事情を興味半分に推測した架か空くうの話が、うっかり真実だと受け取られて広まった可能性もあったが、今回の写真は違う。

　確実に、悪意を持って撮られたものだ。

　この校内に、自分に対して悪意を持っている人間がいる。

　それを思うと、なんだか急に肩かたが重くなったような感じがした。







　写真の噂はすでに校内に広まっていたが、その噂を追いかけるように、由がはっきり否定したという話も広まっていて、その日のうちに誤解はそれなりに解けたようだった。

　学校側にはまだ知られていないようで、呼び出されることもなかった。

　でも、またうっかり担任の金原の耳にでも入って、勝手に将人にチクられたら嫌だったから、由は自分から将人に打ち明けた。

　写真を見せて説明すると、将人は盗撮した犯人が門の内側にまで入ってきたことを酷ひどく気にして、その日のうちに警備会社に電話していた。

　自分の目の届かない学校内でのことだけに余計に心配みたいで、調査員でも雇やとって犯人を見つけるまで学校を休むか、転校するかしたほうが良いとまで言う。

　由は、そんな将人を大おお袈げ裟さだと笑った。

　学校内でのトラブルなんて言葉の暴力止まり。

　そんなものに打ちのめされるほど弱くないから、絶対に大だい丈じよう夫ぶだと言って……。

　その考えが少し甘かったと思い知ったのは、それから二日後の放課後のことだった。













　ゴミ捨て場に中身を捨てて空になったゴミ箱を抱かかえた由が、放課後の廊ろう下かをひとりで歩いているとき、

「──えっ!?」

　いきなり普ふ段だんは使われていない教室から数人の生徒が出てきて、有う無むを言わさない勢いで由を教室内に引っ張り込んだ。

「なんなんだよっ!?」

　生徒は四人いた。

　ネクタイの色から、二年と三年が半々。

　困ったことに、その中には由も知っているぐらい素行不良で有名な生徒の顔もある。

（かつあげでもする気か？）

　学校帰りに食料品を買う習慣はあるが、すべてカードで支し払はらっているから、現金はさほど持っていない。

　無む駄だ骨ぼねだなと、心の中で舌を出す。だが、

「間近で見たほうが、可愛かわいいな」

　脇から手が伸のびて、顎あごをつかまれた。

「触さわんなっ」

　由は即そく座ざにその手を払はらったが、逆にその手をつかまれる。

　他ほかの上級生達の手も伸びてきて、小こ柄がらな由は抵てい抗こうする間もなく床ゆかに引き倒たおされていた。

「なに考えてんだ！　放せッ!!」

　暴れたが、四人がかりで押さえ込まれてはどうにもならない。

「そんなに怖こわい顔するなよ。可愛い顔が台無しだぞ」

「大人しくしてれば、殴なぐったりしないからさ。すこ～しだけ俺たちと遊んでくれよ」

　ニヤニヤと下げ卑びた笑えみを浮うかべた顔が、上から見下ろしてくる。

「ふざけんなっ。なんで俺がっ」

　由の制服をはぎ取ろうと上級生達の手が動いていて、彼らの目的は明らかだった。

「だっておまえ、こういうのなれてんだろ？」

「金で身体からだを売ってるって噂うわさ聞いたぜ。俺たちとも遊んでくれよ」

「嫌いやだっ！　放せっ!!」

　ベタベタと身体に触ふれてくる手が猛もう烈れつに気持ち悪い。

「白いし、ほっそいなぁ。これなら、男でも全然ＯＫだ」

　リーダー格らしい生徒が、押さえていた由の左手を放して、由に馬乗りになる。

　顎をつかまれ、キスされそうになった由は、頰ほおに食い込む指に逆らって思いっきり顔を背そむけた。

（あ、あれなら……）

　ふと視線を向けた先で、良いものを見つけた。

　そして由は、自由な左手を思いっきりそっちへと伸ばした。







「由、痛い？　大丈夫？」

　オロオロと今にも泣きそうになりながら、操が話しかけてくる。

「大丈夫。全然平気だって」

　さっきから何度も同じ質問をされて、同じ返事をした。

　ボロボロになった制服はちょっと着られないから、すでに体操着に着き替がえた後だ。

「ほんと？　けーちゃん、もっとそっとして」

　由は、自分でも気づかないうちにすりむいていた肘ひじと手首の傷を、桂子に手当てしてもらっていた。

　どうやら無む理り矢や理り引き倒されたり、押さえ込まれたときについてしまったらしい。

　たいした傷じゃないのに、桂子は包帯まで取り出して大袈裟にグルグル巻きにする。

「桂子、これ大袈裟」

「これぐらいで、ちょうど良いの」

「そうだな。呼び出された保護者たちに、それ見せびらかしてやれ」

　少し離れたドアのところから声をかけてきたのは今田だ。

　三人は、騒さわぎを聞きつけてすぐに保健室に駆かけつけてくれて、興味津しん々しんの野次馬を追っ払ぱらってくれた。

　本来ならこの部屋に詰つめているはずの保健医は、病院での手当てが必要な生徒につき添そって外出中だ。

　ちなみに、その加害者は由だった。

　襲おそわれかけた由は、手近にあったパイプ椅い子すをつかんで思いっきり上級生達をなぐりつけたのだ。

　それで怪け我がをした上級生の悲鳴を他の生徒が聞きつけて大おお騒さわぎになり事なきを得たのだが、少々やりすぎたような気がしていた。

　襲ってきた四人のうち、二人までもが自力で歩けない状態で病院に運ばれたから……。

「俺、過か剰じよう防衛しすぎ？　停学になるかな」

「ならないだろ。四人がかりで襲われたんだ。この程度の反はん撃げきは余よ裕ゆうで許容範はん囲いだ」

「同感。停学になるのは向こうでしょ。……首しゆ謀ぼう者しやは退学かも」

「全員退学よ。署名集めてでも退学にしてやるんだから」

　冷静な今田と桂子とは逆に、操は酷く狼狽うろたえて興奮していた。

「操、これ以上の騒ぎは、由くんにとっても好ましくないから」

　落ち着いてと桂子にたしなめられて、でも、とまた泣きそうになっている。

（なんか、操って、思ってた以上に女の子なんだな）

　未み遂すいとはいえ、由がレイプ目的で襲われたという事実に、操は酷くショックを受けたようですっかりナーバスになってしまっている。

　由本人はというと、さほどショックでもなかった。

（やられたわけじゃないしな）

　触られたのは身体の表面だけ。

　あちこちベタベタ触られた感かん触しよくを思い出すと今でも気持ち悪いが、家に帰ってシャワーでも浴びればスッキリするだろう。

　ただ、気になるのは将人のこと。

　事件を知った学校側が、止める間もなく保護者である将人に連れん絡らくを入れてしまったのだ。

　もちろん、四人の上級生達の保護者にも連絡はいっている。

　被ひ害がい者しやと加害者の保護者を交えて、今回の事件の処分を決めるのだそうだ。

　事件が事件だけに、学校側も急いで決着をつけて、事態を鎮ちん静せい化したいのだろう。

（将人さん、きっと怒おこってるよな）

　あの写真のせいで由に関する噂が全校に広まるだろうと予測できた段階で、将人はこういう事態も想定していたのかもしれない。

　小柄で女顔の由が、その手の犯罪のターゲットになりやすいと考えて……。

　だからきっと、学校を休めと言ったのだ。

　将人の提案を大袈裟だと一いつ笑しようにふして、いつも通りに学校生活を送っていたのは由だ。

　その結果が、この事件。

　自分が無む警けい戒かいでいたせいで、心配してくれる将人の気持ちを踏ふみにじった結果になってしまった。

（また転校しろって言われるかな）

　この学校は、学力的にも知名度でも、誰にも文句のつけようの無い高校だっただけに、できるなら転校したくない。

　でも、これ以上、将人の心配する気持ちを踏みにじるわけにはいかないし……。

（諦あきらめなきゃ駄だ目めか）

　ため息をついたちょうどそのとき、内線がかかってきて、会議室に来るようにと言われた。

　保健室を出て会議室に向かう由に、ひとりじゃないほうが良いと、途と中ちゆうまで今田がつき添ってくれた。

「今回の反撃は的確だ。かなり見直した」

　会議室につく直前に、ぼそっと今田が話しかけてきた。

「ありがと」

　やっぱり転校は嫌だなと、ちょっと思った。







「失礼します」

　会議室に到とう着ちやくしたのは、由が最後のようだった。

　すでに話し合いがはじまっているような雰ふん囲い気きで、部屋の中の空気がピリピリしている。

　校長をはじめとした教師陣じんが五人と、見知らぬ大人おとなが五人、病院で治ち療りようを受けているふたりの生徒はいなかったが、それ以外のふたりは神しん妙みような雰囲気で椅子に座っている。

　会社から直接来たらしい将人をひとめ見て、由はその場にフリーズした。

（将人さん、マジで怒ってる）

　将人は、確実にいつもより五割増しで男前だった。

　いつもは眠ねむそうな目や口元が怒りで引き締しまり、スッと背筋も伸のびて上等なスーツがビシッと決まっている。

（……エリートに見える）

　凄く格好良いのだが、怒りのオーラが強すぎて、ちょっと怖こわい。

　立場上、将人の隣となりの空席に座るべきなのだろうが、不ふ機き嫌げんそうに腕うで組ぐみをしている将人に近寄りがたくて、由はちょっとためらっていた。

「由、来い」

　将人から、クッと顎あごで合図されて、固まっていた由の足が動き出した。

「怪我の手当ては、どこでやった？」

　近寄っていくと、大おお袈げ裟さに巻かれた腕の包帯を注意深く見つめられた。

「友達がやってくれた」

「そうか。じゃあ、この後で医者に行ったほうが良いな。もしものことがあると悪い」

　そんなの大袈裟だと由が断る前に、「冗じよう談だんじゃないわっ！」と女性の声がした。

「その子、ピンピンしてるじゃないの！　家うちの子は足とあばらの骨を折ったんですよ。それなのに、家の子ばかり処分するなんて、公平じゃないでしょう」

　保護者のひとりが、ヒステリックに叫さけぶ。

（……げ、折れてたんだ）

　たぶん、彼女は由に馬乗りになっていた上級生の母親なんだろう。

　無我夢中で振ふり回したパイプ椅子が、クリーンヒットして嫌いやな音をたてていたから……。

　ギャーギャー喚わめいて大袈裟だと思ってたけど、折れてたのならあそこまで騒ぐのも納なつ得とくだ。

「そうしなければならない状じよう況きように追いやったのは、そちらだ」

　将人が鋭するどい視線を女性に向けた。

「ごらんのとおり、この子は高校生にしては小こ柄がらなほうだ。それが、自分より大きな上級生四人によってたかって襲われたんだ。防ぼう御ぎよするにしても手加減している余裕などなかったはずだ。本気で抵てい抗こうしなければどうなっていたか……。むしろ、あなた方は由が必死で抵抗したことを感謝すべきでは？　ご子息が前科一犯にならずに済んだのだから」

　こちらにも非があると責め立てるのなら警察で話し合いましょうか、と将人がうっすらと笑えみを浮うかべ、冷ややかに告げる。

　それで、決まりだった。

　加害者サイドの保護者は将人の迫はく力りよくに気け圧おされ、すっかり意気消しよう沈ちんしてしまっていた。







　話し合いを終え、加害者サイドの生徒と保護者が、会議室から次々に退出していく。

　由もこれで帰れるものだと思ったのに、どうしたわけか将人は立ち上がろうとはしなかった。

「将人さん、どうかした？」

　由がこっそり小声で聞くと、

「二度とこんな馬ば鹿かなことが起きないよう、完全にケリをつける」

　将人は厳しい表情を崩くずさず由に耳打ちをする。

「一条さん、今回とは別件でお話があるとか。いったいどういう内容のお話でしょう」

　加害者サイドの人間が全員退出した後で、教頭が切り出した。

「まずは、この写真を」

　将人は脇わきに置いてあったビジネスバッグから大きな封ふう筒とうを取り出し、中から昇しよう降こう口に張はり出された例の写真を取り出した。

「ちょ、将人さん、なに考えてんだよ」

　せっかく学校側にはばれていなかったのに、わざわざ知らせるなんてどうかしてる。

　由は止めようとしたが、もはや手て遅おくれで写真は教師達の手に渡わたっている。

「この写真は？」

　教師達は写真を見て、ちょっと怪け訝げんそうな顔をした。

（あ、そっか。わからないんだ）

　由がキスしている写真だと噂うわさになった写真だが、肝かん心じんな部分はまったく写っていないのだ。

　先行する噂をまったく知らない人が見れば、ただの家族のスナップ写真に見えるのかもしれない。

　と、ちょっとホッとしたのに、

「誰かがこの学校の掲けい示じ板ばんに張り出した写真です。この子が私にキスをしている写真だと、校内で噂になったらしい」

（うわっ）

　将人はあっさりと本当のことを口にした。

「はあ？」

　教師達は戸と惑まどった表情を浮かべて、由と将人の顔を交こう互ごに見比べていた。

「実際は、昼ひる寝ねしている私の顔に、この子が悪戯いたずらしようとしていた場面なのですがね」

「なるほど、そっちの説明のほうがしっくりきますね」

「まず問題のひとつは、この写真が私の家の敷しき地ち内で撮られていること。この写真を撮った人物は、家主である私の許可無しに我が家の敷地に侵しん入にゆうして、私達の肖しよう像ぞう権けんを侵しん害がいしたことになる」

「確かに、そうですね。しかし、こんな写真が張り出されていたという報告は受けていませんが？」

　教頭の言葉に、将人は由の腕を小こ突づいた。

「あの、俺も自分で見たわけじゃないんですが、月曜の早い時間帯に昇降口の掲示板に張り出されてたんだそうです。クラスメイトが見つけて、すぐに剝はがしてくれたので、あまり大きな騒さわぎにならなかったんです」

「ああ、なるほど。中津川くん、後でそのクラスメイトの名前を教えてください」

　教頭の言葉に、由は頷うなずいた。

「しかし、この写真を見て、そんな妙みような噂になるとは、ちょっと信じがたいのですが……」

「そう、そこが一番の問題です。……あなた方は、この子が入学して一ヶ月も経たたない頃ころから、クラスメイト達から軽いいじめを受けていたことを知っていましたか？」

「は？　それは……」

　いじめ、という現象が、世間やマスコミで騒がれている問題だけに教頭は敏びん感かんに反応した。

「ご存じのとおり、縁えんあってこの子を引き取って育てていますが、私達には血縁上の繫つながりはない。どうやら、それを不自然だと感じた人がいるようでしてね。私に男色の趣しゆ味みがあって、この子を良いようにしているとか、両親の遺のこした借金を返済するためにこの子が身体からだを売っているのだとか、非常に不ふ愉ゆ快かいな噂がたっているらしい。そのせいで、この子はクラスメイト達に少々特別視されていたようですよ」

「初耳ですな。金原先生、君、知っていたかね」

　教頭が小声で由の担任である金原に、事実確かく認にんをする。

　この様子だと、金原は自分ひとりの胸だけに収めて、学校側には報告していなかったようだ。

（俺、内ない緒しよにしてって頼たのんだしな）

　由はちょっと罪悪感を感じた。が、

「いえ、私も存じ上げませんが」

　金原は、さらっと噓うそを言った。

　どうしてここで惚とぼける必要があるのかと、由は戸惑った。

「担任はこう申しておりますが……。一条さん、なにか勘かん違ちがいをなされているわけでは？　その……子供同士のことですし、ちょっとした言葉の行き違いで誤解して、大袈裟に伝わってしまったのかもしれませんし」

「有り得ませんね。この子はいじめにあっていることを、私には言おうとはしなかった。こんな不ふ名めい誉よな噂を、私には知られたくはなかったようでね。私にいじめの事実を知らせてくれたのは、そこにいる担任教師です。──そうだよな、金原」

　将人の声に、金原はビクッとした。

「な、なにを言ってるんだ。僕は、ただ世間話をしに行っただけじゃないか。養い子可愛かわいさのあまり、なにか勘違いしてるんじゃないのか？」

　そう言う金原の目は、不自然に揺ゆらいでいる。

（なに言ってんだ、この人）

　将人を馬鹿にされたようで、由はカチンときた。

「金原先生、俺ともいじめの件で放課後に話し合いましたよね？」

「え？　いや、そんな記き憶おくはないが……」

　視線は定まらないまま、妙にオドオドしはじめた金原に、教頭も怪訝そうな顔を向ける。

「金原先生、一条さんとは以前からお知り合いだったのですか？」

「え？……あ」

「大学の同期生です」

　将人が会話に割り込んだ。

「先さき程ほどの写真の件ですが、撮った人物の割り出しはすでに終わっています」

　机の上に置いたままの封筒から、将人はまた二枚の写真を取り出してテーブルに並べた。

　写真には、門を通り抜ぬける人の姿が、それぞれひとりずつ写し出されている。

「これは、家の門もん扉ぴにつけてある防犯カメラの映像です。写真の撮られた時間帯に門扉を通った人間を警備会社にピックアップしてもらいました。こちらの女性は私の叔母おばです。そしてこれは。──金原、おまえだな？」

（ホントだ……）

　少し画像が粗あらい写真だったが、日付とともに金原の姿がそこには写っていた。

　入学したばかりの頃、担任の金原と将人が大学の同期生だと聞いて、だったら一度、家庭訪問がてら遊びに来ないかと誘さそったのは由だった。

　休日に遊びに来るという金原に、門扉のキーロックの暗証番号も教えた。

　休日の場合は、ふたりとも大たい抵ていサンルームにいるから、そっちに直接来たほうが良いよと言って……。

（でも、なんで……？）

　そんなに嫌きらわれるようなことをした覚えはないのに……。

「この写真を見たとき、すでに当たりはついていた。個人的に呼び出して話をつけようと思っていたが、さすがにこういう事件が起こってしまっては、そう吞のん気きにもしていられない」

「言いがかりだ。今回事件を起こした生徒達と僕とは直接面識はないぞ」

「だが、彼らは写真の一件のせいで由に関する悪い噂うわさを耳にして、行動に移したんだ。ある意味、彼らもおまえに踊おどらされた被ひ害がい者しやだとは思わないのか？」

「知ったことか！　俺は悪くない！　踊らされるほうが馬鹿なんだ！」

　金原は怒ど鳴なり、そして慌あわてて口を閉とざした。

「……金原先生？」

　他ほかの教師達から怪け訝げんそうな視線を向けられて、またオドオドと視線を泳がせはじめる。

「聞いてのとおりです。彼は、保護者である私への個人的な悪感情から、私の養い子である由に関する悪い噂を流し、その噂を助長するような写真まで校内に張はり出した」

　彼は教師向きの人間ではないようですね、と将人は強い口調で言った。

「いや、しかしですね……」

「この写真だけではなく、他にも証しよう拠こはあります」

　将人は、ウェブ上のとあるＢＢＳで見つけたログですが……と言いかけて、怪訝そうな顔をする教頭を見て途と中ちゆうでやめた。

　たぶん、説明するのが面めん倒どうだったのだろう。

「そちらは、後ほど私の弁護士のほうから、調査結果を学校に報告させますよ」

「弁護士ですか……」

　その単語に、教頭が顔色を変える。

「金原先生、これは事実なんですか？」

「し、知りませんよ。俺は悪くない。悪いのは、その子だ」

「──え？　俺？」

　金原にいきなり指を差され、由はビクッとした。

「俺はただその男を俺の行動範はん囲いから追い出したかっただけなんだ。だからその子を学校から排はい除じよしようとしたのに、なにをやっても懲こりずにしつこく登校してくるから……」

　ブツブツと抑よく揚ようのない調子でしゃべり続け、やがて、

「なんで、俺がっ！」

　感情を抑えきれなくなったのか、いきなり叫さけんだ。

「俺はなんにも悪くない!!　悪いのはあいつだ！　あいつが俺の運を全部盗ぬすみやがったのが悪いんだ。この俺が、高校の教師なんてつまらない仕事をするはめになったのも、全部あいつのせいなんだ！」

「か、金原先生？　落ち着いて」

　他の教師達が慌てて止めたが、金原の興奮は収まらなかった。

「俺は悪くないっ！　俺は、本来なら、こんな学校で教師なんかやるようなつまらない人間じゃないんだ。なんで、俺がこんなところにいなきゃならないんだよ！　ふざけるな！」

　ブルブルと拳こぶしを震ふるわせて、金原は叫び続けた。

　その目の焦しよう点てんが、不自然に宙に浮ういているのが酷ひどく不気味だった。

「いったん、校長室へ」

　校長の指示で、俺は悪くないっ！　と繰くり返して叫び続ける金原は、ふたりの教師達によって力ずくで会議室から引きずり出されていった。

「──あの、一条さん、申しわけありませんが……」

「わかっています。公言はしません」

　教頭が、狼狽うろたえながら話す言葉を、将人が引き継ついだ。

「彼は大学時代から少々エキセントリックな部分がありましたが、あそこまで壊こわれてしまった原因の一いつ端たんは、どうやら私が担になっているようですし……。ですが、彼が教師に向かないということだけは認にん識しきしていただきたい」

「わかっています。──その、今後、中津川くんにも事情を伺うかがうことになるかもしれませんが？」

　大だい丈じよう夫ぶだな？　と将人に聞かれて、由は頷うなずいた。

　とりあえず今日はお引き取りくださってけっこうですと教頭に言われ、帰ることになった。

　だが、立ち上がろうとした由は、自分の足が小刻みに震えて力が入らないことに気づいた。

（ど、どうしよ）

　あそこまで露ろ骨こつに壊れた人間をみるのははじめてだったから、思った以上にショックを受けているようだ。

　困っていると、

「どうした？　立てないのか？」

　将人が顔を覗のぞき込んでくる。

　くりんと大きく目をあけて、由はその顔をじっと見た。

　将人は、もう怒おこってはいなかった。

　由を気き遣づかうように、酷く心配そうな顔をしている。

「大丈夫。ひとりで立てる」

　将人が見ていてくれる。

　そう感じた途と端たん、足に力が戻もどってきていた。

「──な？」

「さすがだな」

　すっくと立ち上がった由を見て、将人はとても嬉うれしそうな顔をしてくれた。
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　将人の車で帰き途とについた。

「家に防犯カメラがついてるなんて知らなかった。いつつけたんだ？」

　助手席から、由が聞いた。

「おまえが家に来る前。業者任せだがな」

「納なつ得とく」

　由が一いつ緒しよに暮らすようになってから、何度か家の鍵かぎを最新式のものに変へん更こうしたことがある。

　面倒くさがりの将人にしてはマメだなと不思議に思っていたが、それも業者がやったことなんだろう。

「将人さんは、いつ金原先生が怪あやしいって気づいたのさ」

「わざわざ家にまできて、いじめの話をしたときから、かな……。昔のあいつは、自ら積極的に問題を解決しようとするタイプじゃなかったから」

　歳も取ったし、教師になって少しは変わったのかと思ったんだが……、と将人が口ごもる。

「写真の件で確かく信しんしたんで、穏おん便びんに由の学校から消えるよう、色々と根回しをしている最さ中なかだったんだよ」

「根回しって？」

「あー、脅きよう迫はく材料のネタ収集ってとこだ。噂の発生源も見つけたぞ。おまえの学校の一部の生徒達が使っているウェブサイトだ。パスも必要な会員制のサイトだったが、金原は自分のクラスの生徒の名を騙かたって潜もぐり込んでいたらしい」

「そんなのがあるなんて、知らなかった」

　どうやってそんなサイトの存在を知ったのかと由が不思議がったら、金だけは有り余ってるからなと将人は答えた。

（……ホントに調査員を雇やとったのか）

　こんなことぐらいで、と庶しよ民みん感覚の由はちょっとびっくりしてしまう。

「文化部の生徒達が、学校側に隠かくれて代々引き継いで運営していたようだな」

「それ、学校側に報告しちゃうのか？」

　さすがに、それはちょっと可哀かわい想そうだ。

「する。おまえのことだけじゃなく、他にもちょっと気になるログがあったって報告もあったしな。作った当初は楽しい場所だったのかもしれないが、今は密告や憶おく測そくが飛び交かってばかりのようだ」

「それでも、ちょっと……」

　自分のせいで、一部の生徒達が守ってきた秘密の遊び場がひとつ消えるのかもしれないと思うと、ちょっとばかり後ろめたい。

　由が煮にえ切らないでいると、「気にするな」とはっきり言われた。

「教師である金原に利用された時点で、サイトの存在意義はなくなってるんだ。必要なら、またこっそり作るだろうさ」

「それもそうか。──脅迫材料のネタって、それだけ？」

「いや。あいつのあの性格が直ってないなら、トラブルのひとつやふたつは抱かかえてるだろうと思って調べたら、プライベートでけっこう大きいのが出てきた」

「プライベートまで調べたのか」

「もちろん。あいつ、幼おさな馴な染じみの女性にストーカー行こう為いで迷めい惑わくかけてたようだぞ。その女性からの証拠書類も明日には届く予定になってたんだが……。無む駄だにするのも勿もつ体たいないし、学校だけじゃなく警察にもまわすか」

「うわっ、そこまでやったらまずくない？　学校をクビになるだけじゃなくて、犯罪者になっちゃうぞ。教師の資格も剝はく奪だつされるかもしれないし」

「構うもんか。ああいうのが教師やってるのが、そもそも間ま違ちがいなんだ」

「鬼おにだな。穏便に済ませるつもりじゃなかったのかよ」

　それができていたら、金原も他ほかの学校にすんなりと移ることも可能だっただろうに……。

「あいつのために穏便に済ませようとしたんじゃない。──っと、医者に寄らないとな」

　家の近所で良いかと聞かれ、由は「必要ない」と首を横に振ふった。

「ただの擦かすり傷なんだ。血も止まってるし」

　包帯を外して、信号で車が停とまったタイミングを見はからって、ほらっと見せた。

「他には怪け我がしてないのか？　その……服で隠れてるところとか」

「してないっ！」

　遠えん慮りよがちに聞いてくる感じが嫌いやで、由は大きな声で断言した。

「してたとしたって、軽い打ち身だ」

「本当か？」

「本当だって。家帰ってから見せてやる」

　それなら納得するだろ？　と言っても、将人は微び妙みように煮え切らない返事をした。

　家に帰ってすぐ、見せようか？　と服を脱ぬごうとしたが、後で良いと言われた。

　だったらコーヒーでも淹いれて一息つこうと、キッチンで準備をしていた由は、ふと聞き忘れていたことを思い出した。

「将人さん、さっきの話なんだけどさ。写真の犯人が金原先生だってわかった段階で、なんで俺に教えてくれなかったんだ？」

　昨日焼いたチーズケーキを切り分けながら、聞いてみる。

　教えてもらったとしても、自分ではなんの対処もできなかっただろう。

　でも、自分に悪意を向けている相手の正体がわかっているのとわからないのとでは、気持ちの面で雲うん泥でいの差がある。

　犯人は誰なんだろうと、常に周囲に疑いの目を向けるのは、由にとってはけっこうなストレスだったから。

「……由には教えたくなかったんだよ」

　切り分けられたチーズケーキをつつきながら、将人がボソッと言った。

「あんな事件が起こった以上、事実関係を学校側に知らせて、由が完全な被ひ害がい者しやだってことをわからせて、ああいう生徒達の悪意から守ってもらう必要があると思ったから、仕方なく説明したけどな」

「それ、あんなことがなければ、犯人が金原先生だって、最後まで俺には教えるつもりなかったってこと？」

「ああ」

「なんでだよ。俺が当事者なのに！」

　ストーカー行為の証しよう拠こを警察や学校に提出すると言っているぐらいなんだから、金原に気を遣つかっているわけではないだろう。

　将人は、あくまでも由にだけ知らせないようにと動いていたのだ。

　さすがに、これにはむっときた。

「俺を子供扱あつかいしてんのか？」

　由は、ダンッとコーヒーの入ったマグカップをテーブルに叩たたきつけた。

「そういうんじゃない」

「だったら、なんで！」

「とりあえず座って、少し落ち着け」

　怒おこっている由を見上げて、将人が静かに言った。

　由は渋しぶ々しぶながらも言われたままに座って、コーヒーにちょっとだけ口をつけた。

「落ち着いた。言え」

「由はせっかちだなぁ」

　さあ言え、早く言え、誤ご魔ま化かされないぞ、という気持ちがありありとわかる態度の由に、将人は苦く笑しようした。

「傷つけたくなかったんだ。……俺の知人だってことで、おまえ、けっこう金原になついていただろう？　なついてる相手が、自分に悪意を向けてるって知ったら、さすがにこたえるだろうしな」

「……やっぱり子供扱いか」

　由は、むっと唇くちびるを歪ゆがめた。

「そうは言ってもなぁ。……信しん頼らいしている相手に裏切られて、人間不信にならないとも限らないし」

「信頼なんかもうしてなかった。あの人、俺に噓うそついたし……」

　約束を破って将人にいじめの件を話した金原を、信頼なんかできるはずがない。

「それでも、ショック受けてたじゃないか」

「さすがに、担任が犯人だなんて思わなかったし……。それに目の前であんな風に壊こわれられたら、ショックだって受けるさ。でも、俺はあの程度のことで人間不信になんかならない」

「由は強いな。……その点、俺は駄だ目めだったからなぁ」

「駄目って？」

「むか～しの話だ。……色々あって、正直、人間に失望していた時期があってな」

「将人さんの、ご両親が亡なくなった後のこと？」

「ん～？　由に話したことあったっけか？」

「ない。この間、氷藤さんから、ちょっと……」

　あの野や郎ろう、と将人が呟つぶやくから、由は自分の発言をちょっと悔くやんだ。

「でも、人間に失望だなんて大おお袈げ裟さすぎ。その頃ころだって、氷藤さんや桐生さんのことは信頼してたくせに」

　でなければ、起業への出資なんてしなかったはずだ。

　そう、由は思ったのだが、将人は違ちがうと首を振る。

「あいつらは、勝手につきまとってくる後こう輩はいって認にん識しきだった」

「でも、友達だろ？」

「今はな。──正直言って、あいつらを信用できるようになったのは、由を引き取った後だ」

「え、でも、俺がこの家に来たときは、もうみんな頻ひん繁ぱんに遊びに来てたじゃないか」

「ああ、それは違う。由を引き取ったから、以前より頻繁に顔を出すようになったんだ。俺みたいな人間が子供を引き取ったって聞いて、ちゃんと育てられるのかって、あいつらなりに由のことを心配してたんだろう」

「そっか」

　言われてみると、確かにそうかもしれない。

　氷藤が持ってくるお土産みやげはいつも由の好物だし、塚田は将人がいないとわかっている時間帯でも気軽に遊びに来る。

　今は日本にいない桐生も、由をとても大切にしてくれていた。

「由を大事にしてくれるから、あいつらを信用してもいいかって思えるようになったんだ」

「じゃあ、その前は誰のことも信用してなかったわけ？」

　将人さん心こころ狭せまい、と指し摘てきすると、バフッと頭の上に手が載のった。

「由だけは信用してた」

　わしわしと髪かみを撫なでられる。

（わわっ、なんか、ちょっと……）

　これでは、おまえだけが特別だと言われているも同然だ。

　どんな形であれ、好きな人に特別扱いされるのは、格別に嬉うれしい。

「俺たち、ずっと友達だったもんな」

　くるんと目を見開いて笑うと、将人もにやっと微笑ほほえみ返してくれた。

「本当にな。──由が、ずっと無む邪じや気きに笑いかけてくれてたから、俺は、あの暗い時期をなんとか抜ぬけられた」

「それがあったから、金原先生のことで俺が傷つかないよう、余計に気を遣った？」

「まあ、そういうことだ。誰も信じる気になれないってのは、酷ひどく嫌な心持ちだからな。由にだけは、あんな嫌な思いはさせたくなかったんだ」

「俺、全然平気だったのに」

「みたいだな。……黙だまってて悪かったよ」

　将人はコーヒーに口をつけた。

「うん。人間不信なんて身をもって知ってるしさ。今さらだ」

「ッ!!」

　飲みかけたコーヒーを気管に入れたらしく、将人はブハッと盛大に咳せき込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　由は慌あわてて背中をさすったり、水を持ってきたりして介かい抱ほうした。

「だ、大丈夫だ」

　しばらくして、将人は大きくひとつ咳せき払ばらいして、なんとか復活した。

「あ～、由。おまえ、人間不信を知ってるって？」

「とっくの昔に。父さんと母さんが死んだ直後だから」

　あの葬そう式しきの夜、両親が自殺したのだと思い込んでいた親しん戚せき達は、そんなはず無いと叫さけぶ由の声を誰も聞いてくれなかった。

　それどころか、邪じや魔まをするな、静かにしていろと邪険にされて……。

　話を聞こうともしてくれない親戚達に、酷く失望した。

　自分は本当にひとりきりになってしまったのだと実感して、膝ひざを抱かかえてじっとしているしかなかったあの夜の、とてつもなく孤こ独どくなあの気持ち。

　人間不信とは、たぶん、あんな気持ちのことを言うんだろう。

「そうか、あのときか……」

　将人もあの夜のことを思い出したのか、眉み間けんに皺しわを寄せ、怒りをその顔に浮うかべた。

「それ、その顔！」

　思わず、由は将人の顔を指さした。

「あの夜も、将人さん、そんな顔してた」

「そうだったか？」

「うん。将人さんが本気で怒った顔なんてはじめて見たから、かなり驚おどろいた」

「……怖こわかったか？」

　将人が不安そうに聞くのに、由は首を振ふった。

「まさか。逆に嬉しかった。将人さんが俺を心配してくれてるって、ちゃんとわかったからさ。だから俺、将人さんは信頼できるって思ったんだ」

　普ふ段だんはみせない怒りの表情の発はつ露ろは、将人が自分を心から心配してくれているなによりの証拠だと思えた。

　冷たかった親戚達を叱しつ責せきする、感情を抑おさえた低い声に、胸がドキドキした。

　両親の死後、拠より所を無くして不安で凍こごえていた心に、あれで灯ひがともったようなものだ。

（ああ、そっか……）

「──俺、あのときから将人さんが好きになったのかも……」

　由は思わず、声に出して呟いていた。

　家うちの子になるか？　と顔を覗のぞき込まれたあのとき。

　くるんと見開いた目の視界いっぱいに広がった、心配そうに気き遣づかってくれる将人の表情がたまらなく嬉しかった。

　この人と一いつ緒しよにいられれば大丈夫、また笑えるようになると感じていた。

　もしかしたら、あのときから恋こいははじまっていたのかもしれない。

　幼すぎて自覚できなかっただけで……。

「由、おまえ、酷いなぁ」

　ふと気づくと、将人が苦虫を嚙かみつぶしたような顔でこちらを見ている。

「なにが？」

「あのときからって言うからには、それ以前は好きじゃなかったってことだろうが。ガキだったおまえに感じていた、この俺のピュアな友情をどうしてくれる」

「え、あ、いや、そういう意味じゃないから」

「どういう意味だよ」

「だからさ、あの……」

　好き違ちがいだ、と言いかけて、口ごもる。

　それを言ってしまっては、これが友達への好きではなく、想おもい人に対する好きなのだと、説明しなきゃならなくなる。

（それじゃ、告白だ）

　さすがにそれはまずいだろう。

　契けい約やくで肉体関係を結んでいる相手に恋れん愛あい感情絡がらみの好意を向けられたら、将人はきっと重いと感じるに違いなかった。

（大学時代の将人さんは相手を取っ替かえ引っ替えだったって、氷藤さんも言ってたし……）

　長く付き合う特定の相手を作らなかったってことは、将人が真しん剣けんな恋愛を望まないタイプである証しよう拠こだ。

　下手へたに告白して、気まずくなるのは困る。

　どんな形であっても、なるべく長く将人の側そばにいたいから……。

（どうやって誤ご魔ま化かそう）

「由？」

　悩なやんで口ごもる由を、将人が不ふ機き嫌げんそうに急せかした。

「ああ、もう、面めん倒どうくさいっ！」

　由は思わず、将人の口くち癖ぐせを叫んでいた。

　ものぐさで億おつ劫くうがってのことじゃなく、短気なせいだ。

「俺は好きなんだ、あんたが！」

　ダンッとテーブルを叩たたいて怒ど鳴なる。

「友情じゃなくて、恋愛感情でっ！」

　将人を見つめる目は真剣だったが、少々気き魄はくが強すぎた。

　とても告白している人間の表情には見えない。

「……あ～、ちょっと落ち着け、由」

　そのせいか将人も本気にしていないようだ。

　引き気味に、「どうどう」と由をなだめるように両手を上げた。

「気づいてるか？　おまえ、変なこと口走ってるぞ」

　将人の苦笑いする顔を見て、ぷしゅ～っと由の気力が抜けていく。

「……気づいてる」

（やっぱ、本気にしてもらえないか）

　無理ないな、と由は思う。

　自分が物心つくかつかないかの頃ころからずっと側にいた、年上の友達で保護者でもある存在。

　たとえ身体からだの関係があっても、彼から見れば自分はまだまだ子供で、恋愛の相手になるような対等の存在だとは思ってもらえてないんだろう。

（セックスしたのも、逆効果だったのかも……）

　最初に話を持ちかけたときは、自分の中に恋愛感情があるなんて全然気づいてなかった。

　なんのためらいもなく身体を差し出してしまったことで、精神的にはまだまだ未熟で、恋愛にはまだ早いお子様だと思われてしまっているかもしれない。

「別に信じてくれなくても良い。だからどうだってことでもないし」

　由は、勢い良く立ち上がった。

「ただ、俺がそう思ってるだけ。重くなったら言って。すぐこの家から出てくから」

　困こん惑わくする将人の顔を見たくなくて、由は目を伏ふせたままダイニングから出ていこうとした。

「ちょ、ちょっと待て、由」

　慌てて追いかけてきた将人が、由の腕うでをつかみ引き寄せる。

「おまえ、まさか、本気で言ってんのか？」

　肩かたをつかまれ、正面を向かされても、由は顔を上げられなかった。

「……本気。好きだ。将人さんのこと」

　誤魔化してもしょうがないから、精せい一いつ杯ぱいの意地をはって、思ったとおりを口にした。

　すると、ボソッと将人が呟つぶやく。

「──棚たなからぼた餅もち」

　頭の上から聞こえてきたのは、この場にそぐわない諺ことわざ。

「ふざけてんのか？」

　さすがにムカッときて顔を上げた由は、目の前にある将人の顔を見て、ちょっと引いた。

「……なんでニヤニヤしてるんだ？」

　笑え顔がおは、やっぱりこの場にそぐわない。

　しかも、将人がここまで嬉うれしそうにしてるのを見るのははじめてだ。

「変なこと言われたショックで、おかしくなったんじゃないよな？」

　心配になって、笑う顔に手を伸のばした。

　だが、手が届く前に、ぎゅううっと抱だきしめられて将人の胸に顔を押しつけられる。

「そりゃ、おかしくもなるって……」

　声までやたらと嬉しそうだ。

「将人さん？」

「身体だけじゃなく、心まで手に入ったんだからな」

「なに言ってんの？」

「俺は愛してるぞ。おまえのこと」

「え？」

　腕の力がゆるんで、やっと顔を上げられた。

　ぽかんとして、見上げた先には、やっぱり深い笑みを湛たたえた将人の顔があった。

「愛してる」

　その声は真剣そのもので深みが感じられた。

「……俺を？」

　言われている言葉の意味はわかる。

　反応した身体が鼓こ動どうを速め、耳も熱くなってきている。

　それでも、あまりにも突とつ拍ぴよう子しがないような気がして現実感がない。

　頷うなずく将人に、由は「なんで？」と聞き返してしまっていた。

「なんでと聞かれてもなぁ」

　将人は苦笑した。

「こればっかりはうまく説明できないな。気がついたときには、そうなってたんだ。大事な友達で可愛かわいい養い子だったはずが、突とつ然ぜん、恋愛対象になってた。でも、まあ、手は出せねぇなと我が慢まんしてたら、当の本人が無む邪じや気きに誘さそってくるしで……」

「セックスする前から俺のこと、好きだった？」

「まあな。だから、おまえの誘ゆう惑わくに勝てなかったんだ。だが手を出したは良いが、さすがにここ数ヶ月はしんどかったな。……おまえの無邪気さにつけ込んだ自覚があったからな」

　おまえは、いつかこの関係を後こう悔かいすると思ってたよ、と、将人は由の頰ほおに触ふれながら言った。

「恨うらまれる覚かく悟ごもしていた。それでも良いから、抱きたいと思った。由がまだ無邪気でいられる今しか、抱けないと思ってたからな……」

「俺、後悔なんかしない！」

　頰に触れる手をギュッとつかんで、由は言った。

「ホントに好きなんだ。噓うそじゃない！」

「わかってる。由が、こういうことで噓をついたりするようなやつじゃないってことは、俺が一番良く知ってるから」

　知っている、と言われたことが嬉しくて、由は自然に微笑ほほえんでいた。

　両親を失った日からずっと、将人は由の心の拠より所だった。

　側そばにいてくれただけじゃなく、理解しようとしてくれていた。

　本当にひとりの人間として愛してくれているんだと実感できて。嬉しくて胸が詰つまった。

「俺たち、長い付き合いだもんな」

　泣きそうになるのをぐっと堪こらえてニヤッと笑う。

「そうだ。──これからも、ずっとな」

　嬉しい言葉に、また胸が詰まる。

　涙なみだが零こぼれるより先に、将人の唇くちびるがそっと頰に触れた。







　いつもより少しだけ激しいキスに翻ほん弄ろうされて、うっとりしていると、将人の指先がするっと服の中に滑すべり込んできた。

「ん……。……ちょっ……まてっ……」

　由は慌あわてて、将人の身体を押し返した。

「どうした？」

「シャワー使ってくるから、少しだけタイム」

「別にこのままでも構わないぞ」

　そう言って、再び抱き寄せて唇を寄せてくる将人を、由は必死で押し返す。

「俺は嫌いやだ！　他ほかの男の手て垢あかのついた身体を触さわらせたくない」

　そう叫さけんだ途と端たん、将人の腕が、身体からぱっと離はなれる。

「っと、そうだ。怪け我がしてたんだよな。痛いところないか？」

「ない。擦かすり傷だって言っただろ」

「だが……」

　将人は酷ひどく心配そうな様子だった。

「あの事件のこと、学校でなんか言われた？」

　嫌な予感がして聞いてみた。

「レイプ目的で襲おそわれたって……。メンタル面で影えい響きようが出る可能性もあるかもしれないから、気をつけるようにって」

「具体的には？」

「他ほかの親達もいたせいか、言葉を濁にごして教えてくれなかった」

（やっぱり）

　嫌な予感的中だ。

　レイプ、というセンセーショナルな言葉の響ひびきのせいで、将人はいらぬ心配をしているようだ。

「あいつらが、それ目的だったのは事実だ。でも完全に未み遂すいだぞ。制服は駄だ目めになったけど、実際に押さえ込まれてたのは三分程度、身体からだの上っ面つらをちょっと触られた程度で、指だって突つっ込まれてないからな」

　由は、一気にまくし立てた。

「……ほんとうか？」

「ホントだ。ついでに言うと、キスもされてない。向こうの人数が多かったから、あんま抵てい抗こうできないまんまに引き倒たおされたんだ。そのせいで殴なぐられてもいない。……はっきり言って、痛い目みたのは向こうのほうだ」

　あの瞬しゆん間かん、由は必死だった。

　だから、つかんだパイプ椅い子すを、ぶん投げる勢いで馬乗りになっていた上級生に向かって投げつけた。

　その後はかなり興奮していたせいで、悲鳴をあげて痛がる仲間を見て、すっかり戦意を失っていた上級生達にまで、こっちからパイプ椅子を持ったまま襲いかかっていったぐらいで……。

　正直、過か剰じよう防衛だったと思うのだ。

　由がそう説明すると、将人は「そりゃ良い」と声をたてて笑った。

「さすがだ、由。男前だぞ」

「まあな」

　ふふんと、親指を立てて、得意げに笑う。

「とにかく、汚きたない手垢を綺き麗れいに洗ってくるから、少し待ってな」

　そう言ってバスルームに向かいかけたが、ふと立ち止まって振ふり向いた。

「将人さんも一いつ緒しよに入るか？」

「お？　誘ってる？」

　ニヤッと将人が笑う。

「違ちがう。身体見れば、怪我してないのも一目瞭りよう然ぜんだし、安心するかと思って」

「……いや、普ふ通つう、そこは興奮するところだろう」

　将人は軽く肩かたを落とした。

「由には、はじめてのシチュエーションに対する恥はじらいはないのか？」

「ない。今さらだし」

「最初のうちは、声を出すのも恥ずかしがってた癖くせに」

「あれは、そういうんじゃない。照れくさかっただけ」

　さすがに言っている意味がわからないようで、将人が説明を求めて首を傾かしげる。

「とにかく、シャワー使うから……。将人さんはどうする？」

　やっぱり説明するのは照れくさくて、ぶっきらぼうな調子で話題をぶった切った。

「こっちで待ってるよ。一緒に入ったら、大人おとなしく『待て』できずに、綺麗に洗うのを邪じや魔ましてしまいそうだしな」

「了りよう解かい」

　それはそれで楽しそうかも……と思ったのは内ない緒しよだ。







　そしてほぼ二時間後。

　綺麗に身体を洗って水気もふき取ったはずの由の肌はだは、新たな水気で滑るぐらいに湿しめっていた。

「ああ、ここもきっと痣あざになるな」

　すす～っと背中を滑り落ちていた指が、ふと横にずれて、ぐっと一点を押す。

「……あっ……んっあ……」

　自分ではさほどでもないと思っていたのに、良く見ると由の肌にはどこかにぶつけたような赤みがあちこちに散っていた。

　倒れたときに床ゆかにぶつけたのと、足やら手やらで力ずくで押さえ込まれたのの跡あとだ。

　日焼けできない柔やわらかな白い肌は、ちょっとした鬱うつ血けつでも良く目立つ。

　赤い鬱血は、日にちが経たてば、将人の言うとおりに痣になるだろう。

「可哀かわい想そうに。舐なめてやるからな」

「やっ……駄目だっ……よけい痣になるって……。──あっ……んん……」

　逃にげようとした背中を押さえ込まれて、ぞろりと指で押された部分を舐められ、痛いぐらいにきつく吸われる。

　ベッドに入ったばかりのときはいつも通りだったのに、由の身体に残る鬱血を見ているうちに、どうやら将人は機き嫌げんが悪くなってしまったらしい。

　たとえ、どんな行こう為いの結果だろうと、由の肌に他人が跡をつけたのが気に入らないみたいで、ずっとこの調子で自分の所有印を由の身体に刻みつけていた。

　それも、熱く猛たける分身を、背後から由の中に深く挿そう入にゆうしたままで……。

「も、良いだろ？…んっ……ふっ……、うごけって………」

　四つん這ばいになった由は、シーツに顔を押しつけながら、切なく呻うめいた。

　揺ゆれるベッドの振しん動どうが、繫つながった部分にも伝わる。

　肌を調べられ、きつく吸われるたびに、由の身体も反応して中のものを締しめ上げてしまう。

　そのたびに、そこにあると感じる、確かな熱。

　それを、もっと強く、深くで感じたい。

　揺さぶり上げられ、将人の熱に煽あおられて、内側からとろけるように熱くなっていく身体。

　その瞬間の幸福感を知っているだけに、欲求の衝しよう動どうを抑おさえるのが難しい。

「ま…さとさん、…んっ……おねがいっ……」

　首をひねって見上げると、将人はやけに嬉うれしそうな顔をした。

「由、お願いって、もう一回言ってみな」

「え？」

「いいから、ほら言えって。お願いって」

　楽しそうな将人は、由の唇くちびるの上から犬歯の形をなぞるようにいじくってくる。

「……ずるい」

（自分ばっかり楽しんでる）

　こっちは散々焦じらされて、切なくて、苦しいぐらいなのに……。

　すっかりへそを曲げた由は、ぷいっと視線をそらして、絶対に言うもんかとシーツに顔を埋うめた。

「由？　どうした、おい」

「……っ……んんっ……」

　小こ突づかれても、軽く揺さぶられても由は口を開かなかった。

「また、だんまりか？　素す直なおだったり頑がん固こだったり、忙いそがしい奴やつだな」

　楽しげな声でそう言うと、将人はいきなり由の身体を抱だき上げた。

「やあぁ──っ！」

　繫がったまま強ごう引いんに抱き上げられる甘い衝しよう撃げきに、思わず声があがる。

「んあっ……あっ、やっ……も、いくっ！」

　膝ひざの上に乗せられた由は、ひくついていたものを強く擦こすり上げられて、あっさりと達いってしまっていた。

「ああ、凄すごいな。キュウキュウに締めつけてくる。そんなに気持ち良いか？」

　休む間もなく、腰こしを強くつかまれて、下から突き上げられた。

「っやっ……あぁん……、あっ！」

　ゆっくり引きずり上げられ、ずんっと落とされる。

　そのなんとも言えない甘かん美びな衝撃に、身体がぞくぞくと震ふるえた。

　精を放ち、ビクビクと痙けい攣れんしていたものは、すぐさま新しい熱を溜ため込みはじめている。

　それを、将人はいきなりギュッときつく握にぎった。

「あ、ちょっ……？」

　握らずに、もっと擦って欲しい。

　動きを止めないで欲しかった。

　握る将人の手にキュッと手を添そえて、由は無言で訴うつたえる。

「ん？　どうした？」

　わかっている癖に楽しそうに聞いてくる声が、少しばかり憎にくらしい。

　ふてくされて俯うつむいたら、肩を甘く嚙かまれた。

「……いっ！」

　微かすかな痛みにビクッと身体からだが震える。

　微かに痛む部分を、そろっと舌で舐められて、むず痒がゆさに肌が粟あわ立だつ。

　それと同時に繫がっている部分も反応してうごめき、内側に潜もぐり込んでいる将人の熱を締めつけてしまう。

「や、や……も、駄だ目めっ……動い……て」

　じわじわと内側から身体を焦こがす熱さ。

「お願いっ」

　焦らされることに耐たえきれず、由はたまらずに叫さけんだ。

「──由は、本当に可愛かわいいな」

　将人が嬉しそうに囁ささやいた。

「おまえのお願いなら、なんだって叶かなえてやるよ」

　こうしているときにしか聞けない、男としての将人の声。

　その声で甘すぎる囁きを耳に吹ふき込まれて、由はぶるっと甘く身を震わせた。




「あ……ふっ……」

　力の入らない足を抱かかえ上げられて、深く強く揺さぶられる。

　身体はもう疲つかれ切ってぐったりしているのに、将人を深く飲み込んだそこの感かん触しよくだけはリアルだ。

　触ふれた肌が、互たがいの汗あせで滑すべる。

　熱くて、甘く痺しびれて、とろけてしまいそうに……。

　──将人さんの、熱い。

　声にならないかすれた息で呟つぶやくと、将人が荒あらい息を吐はきながら耳元で微かすかに笑った。

「俺は、おまえのほうが、熱く感じるぞ」

　将人さんも気持ち良い？　と吐と息いきで聞くと、最高だと荒い息が答える。

「……うれ…し……」

　痺れる腕うでを無む理り矢や理り持ちあげて、将人の首に絡からめると、熱い息を唇から吹き込まれた。

「……んふっ……」

　身体中すべてが、将人の熱に侵しん蝕しよくされていく。

　心も身体も、すべて甘く満たされて、溢あふれたものがこめかみを伝う。

「……っ！」

　やがて、奥深くに熱い衝撃を受けて、由の意識さえもが焼き尽つくされていく。

　ツルンと流れた涙なみだの跡だけが、ひんやりして心地ここち良かった。







　髪かみや頰ほおを撫なでる優やさしい指先の感触で、由は目を覚ました。

　将人の手で全部綺き麗れいにしてもらって、パジャマも着せてもらっている。

　一いつ緒しよに眠ねむりに落ちたと思ったのに、どうやら将人だけ眠り損そこねてしまっているらしかった。

「将人さん、眠れない？」

　起こした上半身をヘッドボードに預けていた将人が、手だけ伸のばして悪戯いたずらしてくる。

　由は眠い目を瞬しばたたかせた。

「眠れないんじゃなくて、眠らないんだ。──勿もつ体たいなくてな」

「なにが？」

「小さな恋こい人びとを、この腕に抱けた喜びを、しみじみ嚙みしめてるのさ」

「……小さいは余計」

　起きあがるには気け怠だるすぎて、由は横向きになると、腕を支えに将人を見上げた。

「これでも、着実に身長は伸びてるんだ」

「はいはい」

　頑がん張ばれ、と髪を撫でられる。

　心地良い感触にウトウトしていると、「迷めい惑わくかけて悪かったな」と将人が呟いた。

「迷惑って？」

「金原のことだ。大学時代から、一方的に目の敵かたきにされて絡まれてはいたんだ。うっとうしいから、ずっと無視してたんだが……。この歳になってまで絡んでこられるとは思わなかった。しかも直接こないで、由をターゲットにするとは……。さすがに、俺に直接絡んでも相手にしないことは学習してたんだろうな」

「済んだことだし、気にするなって」

　原因を作っていた金原がいなくなれば、学校でのトラブルも徐じよ々じよに減っていくだろう。

　嫌いやなことも多かったけど、学んだこともあったし、得たものもあった。

（あれが無かったら、こういうことにならなかっただろうしな）

　噂うわさを本当にしたって良いんだと、由が言ったことからはじまった関係。

　将人とこうして深く触れ合うことさえなかったら、由はきっと自分の心の中にあった特別な感情に気づかないままだった。

　あまりに近くにいすぎたせいで、気づけなかった『好き』という気持ち。

　それを得られただけでも充じゆう分ぶんにお釣つりがくる。

「でも、なんで目の敵にされてたのか聞いて良い？」

「ん？　あ～、たぶん、あいつのお気に入りの教授に、俺が気に入られてたせいだと思う。目の上のたんこぶって感じだったんじゃねぇの？　好きなことだけやってりゃ、ひとかどの研究者になれる能力はあったはずなのに、目先のことばかりに気を取られて道を見失ったんだ」

「将人さんのほうが出来が良かったんだ」

「よかねぇよ。俺のは丸暗記してるだけだ。それに、研究になんか興味なかったから、ただの在学中の暇ひま潰つぶしで続けるつもりはないって公言してたしな」

「……真面まじ目めにやってる人から見たら、かなり嫌な奴だな、それ」

「まあな」

　自覚はあるらしく、将人は苦く笑しようした。

「だが、仕方ないだろう。それが本心なんだ。あいつも、嫌な奴だと切り捨てておけばよかったのにな」

　それができなかった金原は、在学中から将人相手に勝手にライバル心をむき出しにして、勝手に敗北しては苛いら立だっていた。周囲の人間が引くほどに……。

　そんな風に、周囲の人々から倦けん厭えんされている状じよう況きように本人は耐えきれなかったようで、研究者となる道を進むために、大学に残ることもできなかった。

　その後に得た高校の教師という職業は、彼にとっては敗北者の末路としか思えなかったのかもしれない。

「どうもあいつは、悪いことは全部人のせいだと思ってたようだな。惚ほれた女が振ふり向かないのは女の隣となりを歩く男のせい、割りの良いバイトにありつけないのは、お調子者の馬ば鹿かが多いせいってなかんじで……。今の自分が不満だらけなのは、なにもかも全部、大学時代に前を歩いていた俺のせいだとでも思ってるんだろうよ」

「今回の件で、自分を見つめ直したりしないかな」

「無理だろう。それができるような奴やつなら、こんなことにはなってないさ」

「そっか」

（なんか、惨みじめだな）

　オドオドと揺ゆらぐ金原の目線を思い出して、由は哀あわれだと思った。

　揺らぐ目線は自信の無さの表れのように思える。

　自分に自信が無いから人の評価を求めて、評価されないことの不安感に耐えられずに、その責任を他人に転てん嫁かする。

　大本の自分が変わらなければ、きっとずっと不安なままで堂どう々どう巡めぐりだ。

「由が気にすることじゃない」

　表情を曇くもらせた由の頰を、将人が軽くつまんだ。

「可能性を潰つぶしたのはあいつ自身なんだからな。才能があっても、本人にやる気がなければどうにもならないのさ。俺みたいにな」

「……それ、本気で言ってる？」

　将人の自じ虐ぎやく的な口調が嫌で、由はちょっとむっとして将人を睨にらんだ。

　自分の大切な人が、どうにもならない、なんて本気で自分を卑ひ下げするのはなにか不ふ愉ゆ快かいだ。

「あ～、まあ……なんだ……」

　由に睨まれて、将人は少し狼狽うろたえたようだった。

「とりあえず、それは大学時代の話ってことにしとくか……。今は目標もできたし、目標を達成する気満々だしな」

「目標？」

「おまえと一緒にいることだ。ずっとこうして成長していくのを見守って、一緒に吞のん気きに笑って暮らせるのが一番の目標だな。……両親の分も頑張って長生きしてやらないとな」

　お互いに、と将人は小さくつけ加えた。

「……うん」

　将人が自分の両親のことを話すことはあまりなく、ふたりとも仕事人間で働きすぎて死んだとしか聞かされてなかった。

　だから由は、将人が亡なくなった両親に対して愛情を感じていないんじゃないかと思っていたぐらいなのだが、どうやら違ちがったらしい。

　それが、なんだか凄すごく嬉うれしい。

「由、おまえの両親の借金のことだがな。あれ、本当に返さなくて良いんだからな。どうしても気になるって言うなら、今回の迷惑料でチャラってことにしよう」

「でも、親しき仲にも礼れい儀ぎありって言うしさ」

「あ～、ったく、頼たのむから、黙だまって頷うなずいてくれ。あんなはした金で、おまえに遠えん慮りよされてるかと思うと、俺が嫌なんだよ」

（一億でもはした金か……）

　改めてびっくりだ。

「遠慮してるわけじゃないんだけど」

「噓うそつけ。家政婦の真似まね事だって、金のことを気にしてるからやってるんだろうが」

「全然違ちがう」

　むぎゅうっと頰をつねる将人の指をパシッとはね除のけて、由は断言した。

「俺は、遠慮じゃなくて感謝してんだ。引き取ってもらえて嬉しかったから、そのお返しがしたかったんだよ」

「日曜日に遊びにも行かず、ずっと家で家事してて楽しいか？」

「楽しい。将人さんもいるし」

「でもおまえ、プレゼントとか欲しがらないじゃないか」

　金のことで遠慮してるからじゃないのか？　と酷ひどく心配そうに聞かれて、由はちょっとあきれてしまった。

「あれは遠慮じゃなくて、単純に嫌なだけ。将人さんが捨てても構わないと思ってる金で買ってもらったプレゼントなんて嬉しくないし」

「はあ？」

「ゴミ箱に捨てようとしてたものをもらっても、ありがたみが無いって言ってんだ」

「なるほど。そういうことか」

「うん。……俺、本当に遠慮なんかしてないからな。それに、遠慮してたら普ふ段だんからあんなに大食いしてないって。家うちのエンゲル係数、俺ひとりのせいで、もの凄いことになってるってわかってる？」

「言われてみると、確かにそうだな。おまえ、大人おとな三人ぶんぐらいは食うもんな」

「だろ？」

「あ～、だったら、節子叔母おばさんとはどうなんだ？」

「どうって、なにが？」

「俺のいないところで、なにか嫌いや味みでも言われてるんじゃないか？」

「え……あ……」

　さすがに答えにくくて口ごもると、またむにっと頰ほおをつままれた。

「やっぱり言われてるんだな。──ほら、白状しろ」

「いひゃいっ」

　つねる指を追い払はらった。

「……言われてるけど」

「やっぱり、そうか」

「でも、節子叔母さんが言うのは本当のことだけだから」

　立場をわきまえろと言われ、決して将人に恥はじをかかせないようにしろとも言われた。

　でも、それは考えようによっては、当たり前のことだ。

　引き取ってもらったのに、恩も感じずに頼たより切ってしまうのはあまりにも甘えすぎだし、保護者が学校に呼び出されるような真似をしてもいけないだろう。

「節子叔母さんに厳しくされてなかったら、俺、こんなにちゃんとしてなかったかもしれないし……」

　不自由のないようにと気を遣つかって、大切にしてくれる将人に甘えまくって、手のつけられない我が儘ままな人間になっていたかもしれない。

　この家に来たばかりの頃ころは、自分の身の回りのことも全部ひとりではできなかったのに、今では家事全ぜん般ぱんをこなせるようになった。

　節子に嫌味を言われたくない一心で頑がん張ばったから、今の高校にも入れた。

　そういう意味では、彼女は必要な存在だったように思える。

　特に、金原のような悪い見本を見た後では……。

（でも、この家からは出ていかない）

　将人が家庭を持つようになったら家を出ていくようにと仄ほのめかされたけど、そんな日は絶対に来ないだろうから……。

「だが由、おまえ、節子叔母さんのことは嫌きらいだろう？」

　なんだったら、家に近寄らないように言っておこうかと、将人は過保護すぎる台詞せりふを吐はいた。

「嫌いってほどじゃない。好きでもないけど。……将人さんの血けつ縁えん者なんだし、追い出すようなことはしなくて良い」

　我が慢まんできるから大だい丈じよう夫ぶ、と、しっかり目を見ていったら、将人は少し安心したようだった。

「由は、男前だな」

「まあな」

　子供の頃から何度も言われ続けた誉ほめ言葉が嬉しくて、由はニコッと笑った。

　その途と端たん、また将人の指が伸のびてきて、むにっと唇くちびるを捲めくって右の犬歯に触ふれた。

「ひょっとっ！」

　由は慌あわてて、その手を払う。

「なんでそこばっか触さわるんだ」

「可愛かわいいからにきまってるだろ。おまえが笑うと、この犬歯がひょこっと顔を出すのがたまらないんだよな」

　前々から触りたいのを我慢してたんだと、また指が伸びてくる。

「触られすぎて、こっちの歯ぐき腫はれてんだから、やめろって」

　伸びてくる手を払い、手で唇を覆おおう。

「だったら、反対側な」

　興に乗ったらしく、将人は由の上に覆い被かぶさってきた。

「うわっ、ちょっとタイム」

　抵てい抗こうしかけたが、あっさり両手首をつかまれ、軽々と押さえ込まれる。

（……やばっ）

　足に触れる将人のそれが熱く反応しかかっているのを感じて、由はビクッとした。

「ほら、由、口あけてみな」

　やたらと楽しそうな声に唆そそのかされて、渋しぶ々しぶ唇を開くと、指と同時に熱い息も吹ふき込まれる。

　つられて熱くなっていく身体からだを、由には止めることはできなかった。







　　　　６




　事件のあった翌日、由は学校を休んだ。

　由は学校に行こうと思っていたのだが、朝の段階で学校側から電話が入って大事をとって休むようにと言われたのだ。

　そして、その日の夜、教頭と学年主任が事情説明と謝罪を兼かねて家を訪おとずれ、さらに一週間程度休むようにと言われた。

　色の白い由の頰や腕うでや喉のどに、上級生達に押さえ込まれた際についた痣あざがくっきりはっきり浮うかび上がっていたせいだ。

　それでは、他ほかの生徒達のあらぬ妄もう想そうを招きかねない。痣が薄うすくなるまで学校に来るのは控ひかえてくれと頼み込まれてしまったのだ。

（……将人さんのせいなのに）

　ついた痣の濃のう度どを濃こくしたのは、間ま違ちがいなく将人だ。

　その経けい緯いを思うと、さすがの由もちょっと恥はずかしく、渋々ながらも休むことに応じるしかなかった。




　休んでいる間のノートは、操と桂子がコピーしたものを、家が一番近い今田が一日おきに届けてくれることになっている。

　事件は噂うわさになっているかと連れん絡らくしてきた今田に聞いてみたら、あっさり肯こう定ていされた。

「なってる。『十倍返しの中津川』って」

　レイプ未み遂すいより、上級生ふたりの骨まで折った、由のあまりにも容よう赦しやのない報復行動のほうが噂の中心になっているのだそうだ。

　どうやら今までとは違ちがう意味で、特別視されることになりそうで、ちょっと浮き浮きする。

　今田の話では、由の事件の日以来、金原は学校には来ていないらしい。

　学校側は、急病で入院したと生徒達には報告しているとか。

　将人になにか知っているかと聞いたら、入院しているのは本当だと教えてくれた。

　あの直後、ストーカー被ひ害がいに遭あっていた女性が警察に駆かけ込んだとかで、二重にダメージを受け、今は心のバランスを完全に失っているようだと……。

　自じ業ごう自得ではあるが、少し気の毒な気がした。

　将人からは、お人ひと好よしすぎると頭を小こ突づかれたけど……。










　その週の土曜日、由は午後から遊びにきてくれた氷藤と塚田と、お土産みやげにもらった和わ菓が子しでのんびりお茶を飲んで過ごしていた。

　将人も本来なら休みの日だったのだが、例のチェス愛好家に対戦を望まれ、仕方なく休日出勤している。

　氷藤は将人から事情を聞いて知っていたようだったが、なにも知らない塚田は由の身体についた痣を見て酷ひどく驚おどろいた。

　入学してからのトラブルを説明したら、さらに驚き、同時に怒おこってくれた。

「いくら保護者に恨うらみがあるからって、自分が担任してる生徒によくもそんな真似まねができたもんだ。──氷藤さん、俺、その人と直接面識ないんですけど、大学時代からそういう奴やつだったんですか？」

「傍はたから見ていて、かなりの自意識過か剰じよう、他力本願で被ひ害がい者しや意識が強い人ではあったな」

「……最悪っすね」

「で、うっかり殺されちゃう役だったんですよね」

「由くん、なにそれ？」

　不思議がる塚田に、由は将人が小説のキャラクターのモデルに身近な人物を使っている話を教えてあげた。

「初耳だ。そういうからくりになってたのか。で、金原さんは何冊目のどのキャラ？」

「俺も又また聞ぎきだから……」

　由にその話を教えてくれた氷藤に視線を向けると、「二冊目の最初の被害者」と答えた。

「犯人におだてられた勢いでうっかり全財産使い果たし、後こう悔かいしてる最さ中なかに殺されてしまうキャラ」

　氷藤の説明に、「ああ、あれか」と塚田は納なつ得とくしたようだった。

「『なんで、俺がッ！』って叫さけんで死んでく気き障ざな男だ」

　それは、もの凄すごく聞き覚えのある台詞だった。

（最悪）

　由は、思わず飲みかけのお茶を噴くところだった。

　もしも、金原が将人の書いた小説を読んだことがあったとして、自分をモデルにしたキャラクターがいることに気づいていたなら、きっとかなり気に障ったことだろう。

（いや、気づかなかったかもな）

　自分が周囲からどんな風に見られているか、それにちゃんと気づけていたら、あんな真似をするような人間にはならなかったような気がした。

「いいな。どんな役でも良いから、俺も使って欲しいよ」

　将人の小説のファンだと公言している塚田が羨うらやましそうに言うのに、「使われているぞ」と氷藤があきれたように言った。

「おまえ、本当に全然気づいてなかったのか？　いっそ清すが々すがしいほど鈍にぶいな」

「え、どのキャラです？」

「四冊目の主人公の、野球やってる友達」

「え、あの単純バカ？　ボディガードしてやるって張り切っておきながら、うっかり足滑すべらせて肝かん心じんなときに入院しちゃった奴？」

「そう、それだ。まんま、おまえだったぞ。──どんな役でも良いんだろう？」

　喜べ、と氷藤が言う。

（塚田さんらしい）

　塚田の場合は、裏表のないまっすぐな人だから、人からどう見られているか気にしないんだろう。

　こういう鈍さなら好感度は高いよなと思いつつ、由も氷藤と一いつ緒しよになって「良かったな、塚田さん」とからかってしまった。

「……あはは、もーうれしーなー」

　塚田は一本調子でそう言うと、ガクッと肩かたを落とした。

「あ、じゃあ、俺は？」

　将人が小説を書いていた時代、由は小学生。

　そのぐらいの歳の男の子は小説に出てこなかったかと聞いてみた。

「その年とし頃ごろの男の子は、作品の中にはいないような気がするなぁ。思わせぶりなことを言う美少女なら登場してたけど……」

　たぶん、と担当で愛読者でもある塚田が言った。

「いや、登場してたよ」

　二、三行程度だけど、と氷藤がぼそっと言った。

「どんなキャラ？」

「名前も顔も出てこない。通りすがりのキャラだ。一作目の小説に出てくる」

　夕暮れ時、タクシーで移動中の主人公が車窓から見かける親子連れ。

　子供を真ん中に手を繫つないで歩く一家の、デコボコと身長差のあるシルエットを見送って、主人公が自身の幼少の頃ころをふと懐なつかしく思い出す。

　そんなエピソード。

「たぶん、あれが由くんなんじゃないかと思うよ」

「……そっか」

　両親とワンセットで優やさしい使われかたをしていることが、由は嬉うれしかった。

「俺も読んでみよっかな」

　そのワンシーンだけでも読んでみたくなって呟つぶやくと、氷藤が「読まなくていい」と間かん髪はつ入れずに言った。

「え？」

「由くんは、読まないほうが良い。──先せん輩ぱいがこれから小説を書くことがあったら読むべきだろうけど」

　どうして？　と聞こうとしたが、その前に氷藤の携けい帯たいが鳴って席を外してしまった。

（読んじゃ駄だ目めなのか……）

　この家には将人の書いた本は一冊も置いてない。

　由がこの家に来る前に、将人がすべて処分してしまったせいだ。

　図書館か本屋に行けばあるだろうが……。

（ま、いっか）

　自分で本を処分したのは、由の目に触ふれさせたくなかったからかもしれない。

　もしそうだったとしたら、本人が嫌いやがっているものを無む理り矢や理りほじくり返すのは礼れい儀ぎ知らずのすることだ。

（親しき仲にも礼儀あり、だ）

　母親の言葉を思い出して、由はひとり納得した。

「由くん、先輩、圧勝だってさ」

　戻もどってきた氷藤が、嬉しそうに笑った。

「やった！」

　由も思わず手を叩たたいて喜ぶ。

　なんだかんだで、将人がチェスの勉強をしたのはせいぜい半日程度だ。

　それでタイトル保持者に勝ってしまうんだから、本当に凄い。

「電話、将人さんからだったんだ」

「いや。対戦相手から。悔くやしがってたけど、好敵手が見つかったって喜んでたよ。──手みやげを持たせたから、次回もよろしくって」

「手みやげ？」

「そう。ステーキ用の黒毛和牛の最高級品だそうだ」

「……氷藤さん？」

　前回の件といい、それはいったい誰に対する手みやげなのかと、由は思わず氷藤を怪け訝げんそうに見た。

「先輩を動かすには、由くんを巻き込むのが一番だから。先方にも、その旨むねはきちんと伝達済みさ」

　氷藤が、にっこりと目を細めて優しげに微笑ほほえむ。

「氷藤さんって、けっこう悪党だな」

「悪の参さん謀ぼう」

　由と塚田がふたりで責めたら、氷藤は軽く肩をすくめた。

「この程度、先輩だってお見通しさ。あの人は、自分の気に入らないことには指一本動かさないから」

　その言葉に、「確かに……」と塚田が納得する。

「俺は先輩の許容範はん囲いの中でこそこそと動いてるだけ。なにをやっても許されるのは由くんぐらいのものさ」

　な？　と由と将人の関係を知っている氷藤が、意味深な表情で由にニヤリと微笑みかける。

　おまえのお願いならなんでも聞いてやると、将人から無条件で甘やかされている自覚のある由は、思わず赤面してしまっていた。







「将人さん、おかえりっ！」

　やがて帰宅した将人を、氷藤と塚田と共に、由は満面の笑えみを浮うかべて玄げん関かんで出で迎むかえた。

「勝ったんだって？　やっぱ凄いなっ」

　タイトル保持者への勝利が誇ほこらしい。

　ついでに左手にぶら下げられている、お土産みやげのお肉が入った袋ふくろを手て渡わたされるのも待ち遠しい。

　もう夕食の準備はすべて済んでいて、お肉を焼くだけなのだ。

　くりんと目を見開いて見上げたら、将人はいきなり抱だきついてきた。

「由、今日はまた一段とピカピカして可愛かわいいなぁ」

「な、いきなりなんなんだよっ」

　驚おどろき、狼狽うろたえる由に構わず、将人は髪から額、頰ほおへとキスしていく。

「一条先生、なにしてんですかっ！」

　由以上に驚いた塚田が、由のエプロンのヒモをつかんで引っ張り、将人から引き剝はがした。

　が、エプロンのヒモをつかむその手を、今度は氷藤が引き剝がす。

「塚田、止やめとけ。それは許容範囲の外だ」

「わわっ」

　由は、氷藤の手で背中を突つき飛ばされ、また将人の腕うでの中に逆ぎやく戻もどり。

「ちょ、待てって！　将人さんってば」

　放せっと暴れるが、嬉しそうにすっぽりと抱き込む将人の腕はゆるまない。

「でも氷藤さん、あれ見てくださいよ。由くん嫌がってますよ」

「おまえは本当に鈍にぶいな。一度、馬に蹴けられたほうが良いんじゃないか」

　塚田の腕をつかんだ氷藤が、キッチンへと消えていく。

　ふたりの気配が消えたことを確かく認にんした由は暴れるのをやめた。

「人前でこういうことすんなっ！」

　それでも目に怒いかりを込めて睨にらみ上げる。

「あいつらなら大だい丈じよう夫ぶだろう。つーか、これからも長い付き合いになるんだから、さっさとばらしたほうが、おまえだって気楽だろう？」

（……そうかも）

　一いつ瞬しゆん、将人の口車に乗せられかけたが、ふと我に返って気づく。

「それとこれとは違ちがう！　人前で抱きつくなっ」

「そう言われてもなぁ。こんなにピカピカして可愛いのに」

　むにっと親指で頰を撫なでられた。

「頭、沸わいてんのか？」

　ここ最近の将人は、暇ひまさえあれば由を抱き寄せようとする。

　可愛い可愛いとバカのひとつ覚えのように囁ささやかれるのはそれなりに嬉しいけど、さすがにちょっと食傷気味だ。

「とにかく、人前は駄目！　夜まで待て」

　できるだろ？　と聞いたら、将人はすぐには返事しなかった。

「待てるよな？」

　怒ってキッと見上げると、「その目がなぁ」と呟く。

「俺の目がどうかしたのか？」

「そんな色気のある目で見られたら、手を出さずにいられないもんだって」

「なんだ、それ」

「早く食べてって、口より素す直なおなその目が可愛く訴うつたえてくるんだよ」

「……な…に言ってんだ」

　一瞬、由は絶句した。

「しかも俺を誘さそう甘い香かおりを漂ただよわせてるし、舐なめると甘いしな」

　屈かがみ込んだ将人が、美味うまそうに由の唇くちびるを舐めてくる。

「……んっ……」

　熱い吐と息いきを吹ふき込まれ、ついつい条件反射で力が抜ぬけかけたが、由はすんでの所で踏ふみとどまった。

「勝手なこと言うなっ！」

　ダンッと思いっきり足を踏んで、将人がひるんだ隙すきに腕からするっと逃にげた。

「俺は食い物じゃないし、とにかく今は駄目」

　一方的に美味おいしく味見されるなんて冗じよう談だんじゃないし、中ちゆう途と半はん端ぱに煽あおられたら、こっちだってたまったもんじゃない。

　それに、どんなに親しくても、人前でいちゃつくのはマナー的にもどうかと思う。

　好き嫌きらいの克こく服ふくを断念した代わりに、今度は恋こい人びととしてのマナーを身につけさせなければならないのかも……。

（あ、それ、けっこう楽しそう）

　なんだかんだ言っても、由はずっと昔から、どんな形であれ将人を構ったり構われたりするのが大好きなのだ。

「時と場合を考えて、ちゃんとしなっ」

　びしっと、指先で将人の胸をつついて由は厳しく言った。

　後で好きなだけ相手してやるからさ、と胸をはってつけ加えると、さすが男前、と将人は嬉うれしそうに呟つぶやいていた。
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　妻の葬そう儀ぎから半月と経たたないうちに、仕事で海外に出で掛かけて行った男が、運悪く航空機事故に巻き込まれて死んだ。

　夫ふう婦ふを良く知る人々は、今ごろ彼は早すぎる死に舌打ちしつつも、向こうで奥さんとの再会を喜んでいるだろうと言う。

　ふたりとも仕事人間で、決して家庭的とは言えない生活を送っていたが、夫婦仲だけは良かったからと……。

　ひとり残された彼らの一人息子むすこ、将まさ人とは、そんな話を聞いて少々驚おどろいていた。

　仕事を愛する両親は、互たがいの財産や人脈目的で夫婦としての契けい約やくを結んだのだろうと思っていたからだ。

　まあ、驚いただけで、他ほかに思うところはなにもなかったが……。







　家の中は、静かだった。

　父親の葬儀の前後から家に泊とまり込んでいた親しん戚せきや会社関係の人間達を、なんとか全員追い出すことに成功して、将人は久しぶりにひとりの時間を楽しんでいる。

　こんな大きな家でのひとり暮らしは物ぶつ騒そうだしなにかと不自由だろうと、強ごう引いんに同居を求めてくる親戚もいたが、慇いん懃ぎん無礼な態度で突つっぱねた。

　広いだけで特に高価なものはないし、通いの家政婦もいるから不自由もしない。

　仕事に夢中だった両親は常に国内外を問わず飛び回っていて、この家ではなく職場近くのマンションを拠きよ点てんとして生活していた。

　だから、両親が存命していた頃でも、将人はこの家でひとりだったのだ。

　しかも子供時代から、ひとりが寂さびしいなどと甘ったれたことを感じるような可愛かわいらしい性格でもなかった。

　もうじき二十歳、精神的にもとっくに自立は済んでいる。

　彼らの死によって、変わるものなどなにもない。

　いつもと同じ、ひとりきりの夜。

　この静かな時間に、むしろほっとしているぐらいだ。







　寝ね酒ざけでも飲みながらベッドで本でも読むかと思いかけたとき、ココンコンと庭に通じる掃はき出し窓まどのガラスになにかが当たる音がした。

　風でゴミでも飛んできたのかと厚いカーテンを開けて外を見たら、小さな人ひと影かげがある。

　慌あわてて掃き出し窓を開けると、そこにいたのは隣りん家かの住人で、今年小学二年生になる男の子、由よしだった。

「……由、こんな時間になにしてんだ？」

「将人が今日からひとりだって聞いたから、泊まりにきた」

「はあ？」

　パジャマ姿の由は、漫まん画がの絵がプリントされた枕まくらを両手で抱かかえていた。

「ひとりで寝ねるの、寂しいんじゃないかって思ってさ」

　くりんと大きな目で将人を見上げて、無む邪じや気きに微笑ほほえみかけてくる。

（おいおい……）

　頼たのんでねぇよ、と将人は口の中で呟つぶやいた。

　これぐらいの歳の子供は、自我はあるのに常識がない。

　さらに遠えん慮りよもないから、人の迷めい惑わくも考えず気持ちの赴おもむくままに行動してしまう。

　なんとも厄やつ介かいではた迷惑な生き物だ。

「入って良いよな？」

「はいはい。ど～ぞ」

　聞かれて、将人は渋しぶ々しぶながら頷うなずいた。

　ここで駄だ目めだと言ったら、泣かれそうだ。

　いったん中に招き入れてやってから、隣家に電話を入れて、この小さな不法侵しん入にゆう者しやの両親に迎むかえに来させよう。

　そう思って由を中に入れ、窓を閉めようとして、ふと庭先に人影を見つけた。

　デコボコと身長差のある大人おとなのふたり連れ、その極きよく端たんな身長差には見覚えがある。

（やられた）

　由の両親だった。

　由が追い返されずに、家の中に招き入れられたのを確かく認にんして安心したのか、すでに彼らは自分の家に戻もどるべくこちらに背を向けていた。

　由ひとりでどうやって柵さくを越こえてきたのかと不思議には思っていたが、まさか両親の手引きがあったとは……。

（共犯なら、迎えにも来ないか）

　どうやら、今夜は諦あきらめるしかなさそうだ。

（いったいなにを考えてるんだか……）

　幼い息子が馬ば鹿かな真似まねをしそうだったら、止めるのが親の役目だろうに後押しをするとは……。

　それとも、彼らも由と同じように、この自分がひとりの夜を寂しがると思ったのだろうか？

（まさか、な）

　将人がひとりの夜を寂しがるような性格じゃないことは、彼らだって知っているはずだ。

　付き合いの良い夫婦だから、小さな子供の無邪気なアイデアにのってやっただけだろう。

　カーテンを閉めて振ふり向くと、リビングにはもう由の姿はなかった。

　開け放たれた扉とびらから、ぺたぺたと小さな足音が聞こえてくる。

「おい、由？」

　あとを追いかけて、将人もリビングを出た。

「な、将人の部屋、どこ？」

　由が階段の前で立ち止まって、振り向く。

「階段上って右手の廊ろう下かの端はしの部屋だ」

　右ってどっちかわかるか？　と聞いたら、由は頰ほおを膨ふくらませてわかるっと答えて、またぺたぺたと走り出した。

　足音を追ってついて行くと、由はちゃんと部屋の前に辿たどり着いていた。

　それなのに、ドアを開けたまま中に入らずに立ちすくんでいる。

「どうした？　入らないのか？」

「明かりつけて」

「ああ、なんだ。暗いのが怖こわかったのか」

　弱虫だな、とからかいながら部屋の明かりをつけた。

「わ～、凄すごい。将人の部屋、広いなっ！」

　明るくなると同時に、由は一直線にベッドに走っていって、ポンと飛び乗った。

「旅館みたいだ」

「……せめてホテルと言え」

　弾はずむベッドが楽しいのか、ぴょんぴょん飛び跳はねている。

　あまりにも子供じみた行動に、将人は少しばかり不安になった。

「由、おまえ、おねしょはしないだろうな？」

　聞くと、飛び跳ねるのを止めて、「しないっ！」と頰を膨らませる。

「ならいいが。とにかく、ジュースでも持ってきてやるから、それ飲んだらすぐ寝ろよ」

　今は興奮してて眠ねむくないようだが、普ふ通つうだったら子供はとっくに眠っている時間帯のはずだ。

　眠くなってごね出す前に、とっとと眠らせてしまいたかった。

　将人は階下に降り、キッチンに行って冷蔵庫を開けた。

　普ふ段だんは子供が好むような飲み物など入っていないが、ここ最近は人の出入りが多かったこともあって、冷蔵庫の中身も充じゆう実じつしている。

「オレンジで良いか……」

　ペットボトルを取り出し、キャップをひねりかけて、ふと手を止める。

（今、飲ませても良いもんなのか？）

　パジャマに枕持参ってことは、すでに夜の歯は磨みがきも終えてから来ているんだろう。

　寝る前に甘いジュースを飲ませたりしたら、子供の歯に悪いんじゃないだろうか？

　だったら牛乳を、と冷蔵庫の中を覗のぞいたが、よくよく考えれば牛乳だって同じことだ。

　だったら烏ウー龍ロン茶ちやでもと思ったが、あの年とし頃ごろの子供が、烏龍茶なんかを好んで飲むものかどうか……。

（さっぱりわからん）

　考えているうちに、急に馬鹿らしくなってきた。

（一晩ぐらい平気だろ）

　将人は、知るもんかと開き直った。







　由のジュースと、自分のためのウイスキーを手に部屋に戻った。

「……もう寝てやがる」

　由は、ベッドの真ん中で枕を抱えて丸くなっていた。

　将人は苦く笑しようしつつ、由の身体からだをベッドの奥へと移動させた。

（うわっ、なんだこりゃ）

　小さな身体は、やけに細くて軽くて柔やわらかい。

　はじめて女の身体に触ふれたときも、自分とは違ちがうその柔らかな触さわり心地ごこちが新しん鮮せんで驚おどろいたものだが、それ以来の驚きだ。

（俺も、ガキの頃ころはこんなだったのか）

　誰にでも子供時代はある。

　当たり前のことなのに、こうして小さな身体に触れると、妙みように新鮮な驚きがあった。

　このちっさい生き物が自分のような男の身体になっていくのかと思うと、ちょっと楽しい気分にもなる。

　軽い頭の下に、持参した枕を入れてやって一段落。

　将人は、本を片手にベッドに入った。

（爆ばく眠みんだな）

　由は、ベッドが揺ゆれてもピクリとも動かない。

　まるで、ネジ巻きオモチャのゼンマイが切れたみたいだ。

　なにもかもが新鮮だった。







　それからちょうど三十分後。

　隣となりから聞こえてくる微かすかな規則正しい寝ね息いきに誘さそわれて、将人も眠ねむ気けをもよおした。

　いつものように電気を消そうとリモコンに手を伸のばして、ふとためらう。

（……まずいか？）

　さっき由は、暗い部屋に入るのをためらっていた。

　朝まで目を覚まさなければ大だい丈じよう夫ぶだろうが、夜中にふと目を覚ましたとき、部屋が真っ暗だったら怖がるんじゃないだろうか？

　真っ暗で、しかもいつもとはまったく寝心地の違うベッドに眠っているとなったら、パニックになったりはしないだろうか？

　悩なやんだ挙げ句、将人は小さな明かりをひとつだけつけておくことにした。

　そして目を閉とじてしばらくして……。

「……ん？」

　ふにゃっと、柔らかなものが絡からみついてきて、その違い和わ感かんに目を開ける。

　寝返りを打った由が、将人の腕うでにきゅううっとしがみついているのだ。

（母親と勘かん違ちがいしてんのか？）

　押し戻そうかとも思ったが、起きてしまうんじゃないかとなんとなくためらってしまう。

　小さくて、柔らかくて、ちょっとしたことで壊こわしてしまいそうで……。

（起きて、ぐずられてもなぁ）

　ママがいないと泣かれたらどうしよう？

　いや、そもそも小学校二年生ぐらいの子供の精神年ねん齢れいはどれぐらいか？

　もはや、母親が恋こいしいと泣く歳でもないのだろうか？

　小学二年生のときの自分はどんなだっただろうかと思い返してみたが、両親に大切にされて育っている由と比ひ較かく対照するには少々難があるかと思い直した。

　そう、その頃から将人はひとりだった。

　泊とまり込みで面めん倒どうを見てくれる家政婦はいたが、物心ついたときにはひとりで寝ていた。

　その家政婦も、将人が小学四年生のときに、二度目の嫁とつぎ先が決まったとかで仕事を辞やめた。

　次に来た泊まり込みの家政婦とはそりが合わず、一週間で追い出した。

　それ以降は通いの家政婦しか置かなかったから、夜はずっとひとりだった。

　そう、ずっと……。

　誕生日にはプレゼントとカードが届いた。

　電話がくることもあったが、お祝いの言葉をもらって、二言三言挨あい拶さつを交かわすと、そこで会話は途と切ぎれた。

（──あの人達も、わからなかったのかもな）

　腕に触れるふにゃっとした柔らかな感かん触しよくを感じていると、ふとそう思う。

　当時は、親としての義務を果たすために電話をかけてきているのだろうと思っていた。

　だから、お定まりの挨拶をすると、義務を果たしたのだと言わんばかりに会話が終わってしまうのだろうと……。

　だが、もしかしたら、彼らは人任せにして育ててしまった息子むすこに、どうやって接していいのかわからなかったのかもしれない。

　当時の自分が、普ふ段だん一いつ緒しよに生活していない両親に、どう接して良いのかわからず戸と惑まどっていたように……。

（──馬ば鹿かくせぇ）

　将人は自じ嘲ちよう気味に苦笑して、自らの思考をうち切った。

　もはや答えのわからないことを考えるのは時間の無む駄だだ。

　彼らが良き夫ふう婦ふであったことを聞かされて驚いたように、自分は彼らのことを殆ほとんど知らない。

　たとえ自分の心の中だけのこととはいえ、勝手な想像で、彼らの想おもいを代弁するような真似まねはしないでおこう。

　その人生の喜び、望み、後こう悔かい。

　それらすべては、彼ら自身のものだ。

　たとえ彼らの血肉を受け継ついでも、その想いまでは受け継げない。

　理解しようとしたところで、そんなのはただの自己満足だろうし……。

　そう、将人は思う。

　彼らに対して期待もしないし、非難もしない。

　ただ、願うだけだ。

　彼らは彼らなりに、その人生の時間を、自分が望むように生きていたならいいと……。

（今晩だけは仕方ないか……）

　将人は、一晩だけの辛しん抱ぼうだと、ふにゃっと柔らかく小さな身体を腕にくっつけたままで寝ることにした。

　眠る間ま際ぎわ、脳のう裏りに、少し前に見た自宅へ戻もどっていく由の両親のシルエットが浮うかんだ。

　寄り添そうその姿に、両親のシルエットが重なる。

（──まさか、あんた達が良い夫婦だったとはね）

　ふたり仲良く寄り添って歩く姿など見たこともなかったというのに。

　どんな風に出会って、どんな風に結ばれることになったのか……。

　両親を失ったことを、はじめてほんの少しだけ惜おしく感じる。

　将人は、そんな自分の気持ちの動きに安あん堵どしながら、ゆうるりと眠りに落ちていった。




　　　　☆




（あの頃は、由まで俺と同じ目にあっちまうとは思わなかったな）

　あの頃から比べると格段に大きくなった由が、すぐ側そばで眠っている。

　将人は、ヘッドボードに寄りかかって、微かな寝ね息いきをたてる由の寝顔を眺ながめていた。

　あの頃の由は本当に潰つぶしてしまいそうなぐらいに小さくて、怖こわくて寝返りさえ打てなかったのに、今じゃけっこうな無む茶ちやをしても受け止めてくれるぐらいに頑がん丈じように育った。

（見た目は今でも、ひ弱そうなのに）

　腕も首も腰こしも、そこらの女よりずっと細い。

　だが、とてもしなやかで、瑞みず々みずしい生命力に満ちた身体からだ。

　その心もまたしなやかで、そして強きよう靭じんだ。

　大きな環かん境きようの変化にも負けず、まっすぐ前を向く強さを持ち続けたまま成長しているように将人には思える。

（だが、ちょっと頑丈すぎだな。こいつは……）

　今回の金原との一件だって、いじめられてるんだと由が泣きついてくれていたら、もっと早くに解決してやることが出来ていた。

　そしたら、ふらちな思おも惑わくを持った上級生達から襲おそわれかけて怖い思いをすることもなかっただろうに……。

　誰にも相談しようともせず、孤こ立りつした状態でもひとりで顔を上げて立っていられる由の強さは正直脱だつ帽ぼうものだ。

　しかも由は、将人に嫌いやな思いをさせたくないからという理由だけで、ひとりで頑がん張ばっていたらしい。

　将人を傷つけないよう、守ってくれようとしていたのだ。

（生意気な奴やつめ）

　手を伸のばして、絞しぼった照明の中でも柔やわらかく光る由の髪かみに触ふれてみる。

　幼い頃から比べると少しはしっかりしてきたが、それでも驚おどろくほどに柔らかで手て触ざわりが良い。

　滑なめらかな白い肌はだも、手に吸いつくようで触さわり飽あきることがない。

　だが将人が惹ひかれてやまないのは、由の魂たましいの強靭さだ。

　嫌なことから目をそらさず、まっすぐに前を向く。

　好きなんだっと叫さけべるあの強さに、なによりも惹かれる。

　嫌なものから目をそらし、心を煩わずらわせるものを排はい除じよし続けてきた将人には持ち合わせがないものだったから……。

「……ん……」

　髪をいじり続けていると、くすぐったかったのか由が目を覚ました。

　眠そうに目を瞬しばたたかせながら髪をいじる将人の手を見て、そこから腕、肩かた、顔へとぼんやり視線を動かしていく。

　そして将人と目が合った瞬しゆん間かん、由はくるんと大きく目を見開き、微かすかに口元をほころばせた。

（ああ、嬉うれしそうな顔だ）

　まるで、その視界全部で見つめようとしてくれているようだ。

「将人さん、眠れない？」

　再び眠そうにまぶたを瞬かせて、由が聞いてくる。

（俺も、少しは変わらないとな）

　由がふたりの穏おだやかな生活を守ろうとひとりで頑張っていてくれたように、自分もまた変わらなければ。

　この愛いとおしい、小さな幸せを失わないように……。

　まぶたが揺ゆれるたびに淡あわく光を弾はじく長い睫まつ毛げを眺めながら、将人はそんなことをぼんやりと考えていた。










恋こいの値ね段だんは君きみ次し第だい








黒くろ崎さきあつし





[image: ]





平成24年1月1日　発行





発行者　新名　新

発行所　株式会社角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp/





(C) Atsushi KUROSAKI 2007





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ルビー文庫『恋の値段は君次第』平成19年8月1初版発行

平成20年3月25日再版発行









[image: ]




item/image/logo-ruby.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		恋の値段は君次第



		愛おしい夜



		奥付











item/image/cover.jpg
QA\@

o 4 / {
A >
y AN
/ g o~ it e J o
Y\ | “u\l
S N T 4 @
\ \ b, J \ o
% } E n _ / w
Y ¥ A\ > | / \
‘ / -
/ ' /
\

AllE—XE





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





